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別紙様式㸯－㸯 

筑波大学附属駒場高等学校 指定第㸱期目 「4～「8 

 

ᖹ成㸰６ᖺ度ス࣮࣮ࣃサエンスࣁス࣮ࣝࢡ研究開発実施報告㸦要約㸧 

 

ձ 研究開発課題  

 開発࣒ࣛࢢࣟࣉ中高大院連携ࡴを育ࢺスࢸエンバ࣭ࣝサ࣮ࣟࢢ

ղ 研究開発の概要  

希望ࡿࡍ生徒理数系研究入門ࡢ機会を与えࡶࡿ，意欲ࡢ高い生徒ࡣ，研究遂行能力，英

語ࡿࡼ学術発表能力を引ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡆୖࡁ開発を行う。ࡓࡲ，大学附属ࡢ特性を活ࡋ，全人

教育を視野入ࡓࢀ多様࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞を展開ࡋ，幅広い教養強い探究心を࣮ࣟࢢࡘࡶバ࣭ࣝサエ

ンࢸスࡢࢺ育成を目指ࡍ。研究ࡢ柱ࡣ以ୗ示࡛ࡾ࠾ࡍあࡿ。 

(ϸ)すべ࡚の生徒の探究心や研究意欲を高める大学研究室体験の実施 

(Ϲ)意欲の高い生徒のための࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢサエンࢸスࢺを目指すࠕ課題研究ࠖ等の 

プ࣒ࣟࣛࢢ研究実施 

(Ϻ)科学者࣭技術者し࡚の研究活動必要࡞情報収集能力࣭࣓ࢹ活用能力の育成 

(ϻ)国際交流や学会発表の場࡛通用する英語プࣞゼン࣮ࢸション能力の育成 

(ϼ)SSH 校や大学の連携を活かした数学的思考力を育࡚る教材の開発普及 

(Ͻ)科学者࣭技術者必要࡞科学的ࣜࣛࢸシ࣮の育成 

ճ ᖹ成㸰６ᖺ度実施規模  

全校生徒を対象実施ࡿࡍ 

մ 研究開発内容  

○研究計画 

＜第㸯年ḟ＞ 

㸳年計画ࡢ第㸯年ḟࡣ，準備࣭ࣜサ࣮ࢳ段階位置࡙ࡅ，研究開発ࡢ柱㸦ϸ㸧ࡘい࡚ࡣ試行，

㸦Ϲ㸧ࡼ࠾び㸦Ϻ㸧ࡘい࡚，ᮏ格的実施ࡢࡵࡓࡿࡍ準備を進ࡓࡲ。ࡿࡵ，柱㸦ϻ㸧～㸦Ͻ㸧

ࡢ࡛ࡲࢀࡇ，ࡣい࡚ࡘ SSH 研究開発ࡢ評価をふࡲえ，⥅⥆的実践࣭改良࣭普及を進ࡿࡵ。 

＜第㸰年ḟ＞ 

第㸰年ḟࡣ，試行段階位置࡙ࡅ，研究開発ࡢ柱㸦ϸ㸧ࡘい࡚ᮏ格的実施ࡶࡿࡍ，㸦Ϲ㸧

柱㸦ϻ㸧，ࡓࡲ。ࡿࡍෆ容を試行ࡢ一部，ࡵ準備を進ࡢࡵࡓࡿࡍ実施い࡚ᮏ格的ࡘび㸦Ϻ㸧ࡼ࠾

～㸦Ͻ㸧ࡘい࡚ࡢ࡛ࡲࢀࡇ，ࡣ SSH 研究開発ࡢ評価をふࡲえ⥅⥆的実践࣭改良࣭普及を進ࡿࡵ。 

＜第㸱年ḟ＞ 

第㸱年ḟࡣ，研究を具体的展開ࡿࡍ。研究開発ࡢ柱㸦ϸ㸧～㸦Ϻ㸧ࡘい࡚，試行～ᮏ格的࡞

実施ࡾྲྀ組ࡓࡲ。ࡴ，柱㸦ϻ㸧～㸦Ͻ㸧ࡘい࡚ࡢ࡛ࡲࢀࡇ，ࡣ SSH 研究開発ࡢ評価をふࡲえ，

⥅⥆的実践࣭改良࣭普及を進ࡿࡵ。 

＜第㸲年ḟ＞ 

第㸲年ḟࡣ，研究ࡢ深࣭充実をࡢ࡚ࡍ。ࡿࡣ研究開発ࡢ柱ࡘい࡚，第㸱年ḟ࡛ࡲ開発

 。ࡿࡳ評価を試，ࡋ展開や教材をᮏ格的࣒ࣛࢢࣟࣉ教育ࡓࡋ

＜第㸳年ḟ＞ 

第㸳年ḟࡣ，研究ࡢ完結ࡼ࠾び発展期ࡽえࡿ。第㸲年ḟࡢ࡛ࡲ研究開発࡛得ࡓࢀࡽ成果をࡶ

 。ࡴ組ࡾྲྀ普遍ࡢ形࡛࡞うࡼࡿࡁ活用࡛ࡶや教材を，他校࡛࣒ࣛࢢࣟࣉ教育ࡓࡋ開発，

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

特ࡋ࡞ 

○ᖹ成㸰６ᖺ度の教育課程の内容 

巻ᮎ࣭関ಀ資料ࡢ通ࡾ 
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○具体的࡞研究事項࣭活動内容 

今年ᗘࡢ研究事㡯࣭活動ෆ容を研究開発ෆ容ࡢ柱㸦ϸ㸧～㸦Ͻ㸧ࡢ㡰示ࡍ。 

㸦ϸ㸧高校㸰年生ࡼ࠾び中学㸱年生を対象ࡢ筑波大学研究室訪問を実施ࡓࡲ。ࡓࡋ，東京医科歯科

大学ࡢ協力を得࡚，医学系進学希望者を中心大学附属病院࡛ࡢ見学実習を行ࡓࡗ。 

㸦Ϲ㸧理科࡛ࠕ，ࡣ理科課題研究ࠖを教育課程設定ࡋ，ḟ年ᗘࡢ実施向࡚ࡅ準備を行ࡲ。ࡓࡗ

ࡢ研究ෆ容ࡢ生徒，授業，部活動をベ࣮スࡢや通常࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕ高校㸰年生総合学習，ࡓ

水準を維持࣭向ୖࡾྲྀࡿࡏࡉ組ࡳを進ࡓࡵ。数学科࡛ࡣ，筑波大学ࡢ連携を活࣑ࢮࠕࡓࡋ

意欲࡞࣒ࣛࢢࣟࣉ研究発表ࡢや国ෆ外࡛ࢡࢵンピࣜ࢜科学，ࡽࡉ。ࡓࡋを実施࣮ࠖࣝࢼ

 。ࡓࡗ支援を行࡚ࡋ等を通࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕやࣈࣛࢡ科学系，ࡋ参加をಁ࡞積極的ࡢ高い生徒ࡢ

㸦Ϻ㸧情報検索や࣓ࢹ活用関ࡿࡍ能力を高ࢮࣞࣉ，ࡵン࣮ࢸションスキࣝを涵養ࢼ࣑ࢭࡿࡍ

 。ࡓࡋい࡚ᮏ格実施㸦㸰期目㸧࠾穴ࠖをᮏ校ࡢ虎ࢹ࣓ࠕ࣮

㸦ϻ㸧国立ྎ中第一高級中学ࡢ研究交流を⥅⥆ࡋ，研究発表ࡢ相互評価࡞を行ࡓࡗ。コ SSH

校等，他校ࡢ海外派遣交流事業ࡶ積極的参加࣭協力を行ࡓࡲ。ࡓࡗ，国際交流ࡢ成果を多

研究発表࣭交流を支，ࡣ英語࡛。ࡓࡋ報告会を企画ࡿࡼ参加生徒，ࡵࡓࡿࡍ還元生徒ࡢࡃ

援ࡵࡓࡿࡍ，外部講師ࡿࡼ効果的ࢮࣞࣉ࡞ン࣮ࢸション技術ࡢ指導を仰࣒ࣛࢢࣟࣉࡄを実施

ࢸࠕ中学㸱年生，࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕࡿࡼࢢࣟࢲエンス࣭サࡢ日ᮏ学術振興会，ࡓࡲ。ࡓࡋ

 。ࡓࡋ⥆⥅総合学習をࡢ࡞学習࣐࣮ࠖ

㸦ϼ㸧新学習指導要領ୗ࡛ࡢ先進的教材を活ࡓࡋ授業を実践࡛ࡲࢀࡇ，ࡓࡲ。ࡓࡋ開発ࡓࡁ࡚ࡋ

中࣭高ࡢ教材を改良ࡽࡉ，ࡋ滑࡞接⥆を目指࡚ࡋ教材開発を行ࡓࡗ。開発ࡓࡋ教材ࡘい

SSH，ࡣ࡚ 校や大学連携ࠕࡓࡋ数学科教員研修会࡛ࠖ発表ࡋ，広ࡃ評価を求ࡓࡵ。 

㸦Ͻ㸧理系࣭文系を問わࡎ，幅広い科学ࡢ関心理解，科学人間社会ࡢ関ಀࡢ関心理解

を育ࡶࡴ，科学者࣭技術者࡚ࡋ必要࡞資質を涵養ࡢࡵࡓࡿࡍ講ᗙ࣭講演を展開ࡓࡋ。 

յ 研究開発の成果課題  

○実施よる成果その評価 

研究開発ෆ容ࡢ柱㸦ϸ㸧～㸦Ͻ㸧ࡢ㡰示ࡍ。 

㸦ϸ㸧中高࣒ࣛࢢࣟࣉࡶ自体ࡢ手応えࡣあࡿ一方，ࡀࢀࡒࢀࡑ単発ࡢ企画ࡲࡋ࡚ࡗ࡞い，中高

 。ࡿ課題࡛あࡣࡇࡿい࡚ࡗ࡞ࡃࡃࡋࡔ成果を見いࡓࡗ࡞一体ࡀ

㸦Ϲ㸧筑波大学࡛実施࡚ࢀࡉいࠕࡿ高校生科学体験教室  GFEST(Gせぞ継ぐせ Fつ下つre Eでたer下 じそ S続じeそ続eࠕࠖ，

ぐそこ Te続しそぞせぞざと)ࠖ等生徒を派遣ࡋ，大学ࠕࡿࡅ࠾課題研究ࠖࡢ⥅⥆的࡞指導ྍࡢ能性や高

校側࡛行うࡁ事前࣭事後指導ࡘい࡚，関ಀ者検討を行ࡓࡗ。大学等ࡢ有効࡞連携関ಀ

を構築࡚ࡋいࡀࡇࡃ今後ࡢ課題࡛あࡿ。 

㸦Ϻ㸧࣒ࣛࢢࣟࣉを発展࣭改良࡚ࡋ実施ࡓࡋ。ཷ講希望人数ࡀ多ࡃ，限ࡓࢀࡽ生徒を対象ࡿࡊࡏ

を得࡞い点ࡀ課題࡚ࡋ残ࡀࡓࡗ，講ᗙࡢෆ容をࣈ࣮࢝ࡢ࡞ࡿࡍ検討着手ࡓࡋ。 

㸦ϻ㸧発表ෆ容や࣏ス࣮ࢱ制作Ḟ࡞ࡏい࣒࣮ࢱࣝ࢝ࢽࢡࢸを駆使ࡓࡋ専門的࡞表現ࡢ指導ࡀ課

題࡚ࡗ࡞いࡀࡓ，今年ᗘࡣ筑波大学ࡢ予算措置࡛実現ࡓࡋ外国人若手研究者ࡢ交流会㸦ࠕ

ンࢵࣜࢢシュ࣮࣒ࣝ 㸧ࠖを開催ࡋ，科学コンࢸンࢶを英語࡛表現ࡿࡍ能力育成活用ࡓࡋ。 

㸦ϼ㸧海道釧路湖陵高校ࡼ࠾びᮏ校ࠕࡿࡅ࠾数学科教員研修会ࠖを開催ࡋ，授業実践࣭研究協

議を行い教材開発普及努ࡓࡵ。 

㸦Ͻ㸧理数講ᗙを㸲講ᗙ，総合講ᗙを㸴講ᗙ㸦国語㸯࣭社会㸰࣭体育㸰࣭総合㸯㸧開講ࡓࡋ。 

○実施上の課題今後の取組 

講者以ཷ拡充ࡿ࡞ࡽࡉ，ࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉ育成ࡢション能力࣮ࢸンࢮࣞࣉ活用能力や英語ࢹ࣓

外ࡢ波及を目指ࡓࡲ。ࡍ，教員対象ࡢ数学科研修会を⥅⥆ࡋ，研究開発ࡢ成果を普及ࡓࡋい。 

改善࡞え，具体的ࡲ検討を踏ࡢい࡚，校ෆ推進委員会࡛ࡘ事㡯ࡓࡅ中間評価࡛指摘をཷ，ࡓࡲ

策を講ࡾ。ࡿࡌわࠕࡅ理科課題研究ࠖࡢ導入ࡘい࡚ࡣ，教育課程ୖ位置付ࡽ࡚ࡅᮏ格実施

活動を࡞探究的ࡘ主体的ࡢ生徒ࡓࢀい視野ࡶ⥆接ࡢ中高，ࡋ課題を検証効果ࡾࡼḟ年ᗘࡿ࡞

支援࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡁ発展ࡓࡏࡉい。 
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別紙様式㸰－㸯 

筑波大学附属駒場高等学校 指定第㸱期目 「4～「8 

 

ᖹ成㸰６ᖺ度ス࣮࣮ࣃサエンスࣁス࣮ࣝࢡ研究開発の成果課題 

 

ձ 研究開発の成果  

研究開発ࡢ柱㸦ⅰ㸧～㸦ⅵ㸧ࡢ㡰示ࡍ。 

㸦ϸ㸧すべ࡚の生徒の探究心や研究意欲を高める大学研究室体験の実施 

高校㸰ᖺ生ࡼ࠾び中学㸱ᖺ生を対象ࡓࡋ筑波大学研究室訪問を実施ࡓࡋ。研究室ࡈ開講

高校㸰ᖺ生࡛ࡣ講ᗙ数ࡓࢀࡉ 「8，中学㸱ᖺ生࡛ 」4 数を確保࡞十分ࡶ࡚ࡋ対生徒人数，ࡾ࡞

見ࡢ大学附属病院࡛協力を得࡚，医学系進学希望者を中心ࡢ東京医科歯科大学，ࡓࡲ。ࡓࡁ࡛

学実習を行ࡓࡗ。参加生徒ࡢンࢺ࣮ࢣ結果を大学共有ࡋ，大学生向けࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢ高校

生ࡢ参加࡞，新ࡋい試ࡢࡳ検討ࡶ行ࡓࡗ。 

㸦Ϲ㸧意欲の高い生徒のための࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢサエンࢸスࢺを目指すࠕ課題研究ࠖ等のプ࣒ࣟࣛࢢ

研究実施 

理科࡛ࠕࡣ理科課題研究ࠖを教育課程設定ࡋ，ḟᖺᗘࡢ実施向け࡚準備を行ࡓࡗ。数学科

筑波大，ࡓࡲ。ࡓࡋ⥆⥅を࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕ高校㸰ᖺ生総合学習ࡓࡋ連携を活ࡢ筑波大学ࡣ࡛

学࡛実施ࠕࡿࢀࡉ高校生科学体験教室ࠖ，ࠕGFEST(Gせぞ継aせ Fつ下つちご Eでたごち下 じそ S続じごそ続ご aそこ 

Tご続しそぞせぞざと)ࠖ等生徒を派遣ࡋ，大学࠾けࡿ研究ࡢ⥅⥆的࡞指導ྍࡢ能性や高校側࡛行う

本校࡛開催，ࡣ成果ࡢ自主的࣭探究的研究ࡿࡼ生徒。ࡓࡗい࡚検討を行ࡘ事前࣭事後指導ࡁ

東ࠕࡿࡍ参加ࡀ指定校ࡢ生徒研究発表会ࠖ，都内ࠕࡿࢀࡉ研究発表会ࠖ，横浜࡛開催࣐࣮ࢸࠕࡢ

京都内指定校合ྠ発表会ࠖや，ࢥ SSH 校等ࡢ企画ࡿࡍ発表会ࡢ࡞場࡛発信ࡓࡋ。 

㸦Ϻ㸧科学者࣭技術者し࡚の研究活動必要࡞情報収集能力࣭࣓ࢹ活用能力の育成 

昨ᖺᗘ開始ࡓࡋ SSH シ࣮ࣜࢹ࣓ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭࢬ虎ࡢ穴ࠖ㸦㸯期目㸧修了後ཷࡢ講者ン࣮ࢣ

講ཷࡿい࡚ࡗ࡞課題。ࡓࡋ改良を加え࡚実施計画ࡣ意見をཷけ，㸰期目ࡢࡽ結果や講師ࢺ

生徒以外ࡢ成果普及ࡢ具体的方策ࡘい࡚，検討を開始ࡓࡋ。 

㸦ϻ㸧国際交流や学会発表の場࡛通用する英語プࣞゼン࣮ࢸション能力の育成 

英語ࢮࣞࣉン࣮ࢸション能力ࡢ育成を強ࡵࡓࡿࡍ，外部講師ࡿࡼ講ᗙを実施ࡓࡋ。発表原

稿やࢫ࣏タ࣮制作Ḟ࡞ࡏいࣝ࢝ࢽࢡࢸタ࣮࣒を駆使ࡓࡋ表現ࡢ指導ࡀ課題࡚ࡗ࡞いࡀࡓ，

今ᖺᗘࡣ筑波大学ࡢ予算措置࡛実現ࡓࡋ日本在住ࡢ外国人若手研究者ࡢ交流会㸦ࠕンࢵࣜࢢ

シュ࣮࣒ࣝ 㸧ࠖを開催ࡋ，科学ࢥンࢸンࢶを英語࡛表現ࡿࡍ能力育成活用ࡽࡉ。ࡓࡋ，中学

生向け海外交流࣒ࣛࢢࣟࣉ参加生徒ࡿࡼ追体験講ᗙを企画ࡋ，成果を広く共有࡛ࡼࡿࡁう努

 。ࡓࡵ

 発表評価票㸦Pちご上ごそ下a下じぞそ Evaせつa下じぞそࠕ。ࡓࡋ⥆⥅研究交流をࡢ国立ྎ中第一高級中学，ࡓࡲ

Sしごご下㸧ࠖࡿࡼ相互評価࡛ࡣ，全࡚ࡢ㡯目࡛昨ᖺࡢ評価をୖ回ࡿ結果を得ࢥ，ࡽࡉ。ࡓ SSH

校等ࡀ企画ࡿࡍ国際交流ࡶ࣒ࣛࢢࣟࣉ生徒を派遣ࡓࡋ。 

㸦ϼ㸧SSH 校や大学の連携を活かした数学的思考力を育࡚る教材の開発普及つい࡚ 

海道釧路湖陵高校ࡼ࠾び本校࠾い࡚，ࢀࡒࢀࡑ㸯回ࠕࡘࡎ数学科教員研修会ࠖを開催ࡋ，

授業実践࣭研究協議を行い教材開発普及努ࡓࡵ。本校࠾い࡚開催ࡓࡋ研修会࡛ࡣ 「00 ྡを

超えࡿ参加者ࡽ忌憚࡞ࡢい意見，貴㔜࡞情報を得ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ。 

㸦Ͻ㸧 科学者࣭技術者必要࡞科学的ࣜࣛࢸシ࣮の育成つい࡚ 

社会科ࠕࡿࡼ科学者ࡢ社会的㈐任ࠖをࡓࡋ࣐࣮ࢸ講演会をࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࡇ，ࡵࡌࡣ第㸯

期 SSH 開始時㸦ᖹ成 14 ᖺ㸧ࡢࡽ伝統あࡿ実践࡛あࡿ。今ᖺᗘࡣ，理数講ᗙを㸲講ᗙ，総合講

ᗙを６講ᗙ㸦国語㸯࣭社会㸰࣭体育㸰࣭総合㸯㸧開講ࡓࡋ。 
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ղ 研究開発の課題  

研究開発ࡢ柱㸦ⅰ㸧～㸦ⅵ㸧ࡢ㡰示ࡍ。 

㸦ϸ㸧すべ࡚の生徒の探究心や研究意欲を高める大学研究室体験の実施 

࣭筑波大学訪問࡛ࡣ，中高࣒ࣛࢢࣟࣉࡶ自体ࡢ手応えࡣあࡿ一方，ࡀࢀࡒࢀࡑ単発ࡢ企画ࡗ࡞

明確ࡢ目的ࡢࢀࡒࢀࡑ中高。ࡿい࡚ࡗ࡞くくࡋࡔ成果を見いࡓࡗ࡞一体ࡀい，中高ࡲࡋ࡚

࣭差別，実施時期ࡢ変更ࡶ࡞視㔝いࢀ，実施方法ࡘい࡚再検討を行いࡓい。 

㸦Ϲ㸧意欲の高い生徒のための࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢサエンࢸスࢺを目指すࠕ課題研究ࠖ等のプ࣒ࣟࣛࢢ

研究実施 

ࡴ組ࡾྲྀ自主的࣭探究的活動ࡿけ࠾活動等，授業外ࣈࣛࢡ科学系，ࡋを延長࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕ࣭

生徒ࡢ支援強ࡀ必要࡛あࡓࡲ。ࡿ，近ᖺࡢ傾向࡚ࡋ，生徒ࡢ研究ࢥࡣSSH校等や大学ࡀ

企画ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡍ中，あࡿいࡾྲྀࡢࡑࡣ組ࡢࡳ一㈏࡚ࡋ設けࢀࡽ，学校外を活動ࡢ場ࡋ

活ࡢ生徒ࡢࡑ，ࡘࡘࡋ奨励ࡶ活動ࡿࢀ授業外や学校外࡛行わࡓࡋうࡇ。ࡿい࡚ࡗ࡞多くࡶ事例ࡓ

動を十分評価࡛࡚ࡁい࡞い点ࡶ課題࡛あࡿ。特，大学研究室࠾けࡿ活動ࡘい࡚ࡣ，⥅⥆

的࡞指導ྍࡢ能性や高校側࡛行うࡁ事前࣭事後指導ࡘい࡚大学協議を行い，有効࡞連携関

ಀを構築࡚ࡋいくࡀࡇ必要࡛あࡿ。 

あ研究分㔝ࡴ組ࡾྲྀࡀ生徒，࡛ࡢࡿあ࡛ࡢࡶࡓࡋ用意ࡀ教員ࡣ࣐࣮ࢸ課題࣭ࡢ࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕ࣭

ࡣ対応ࡢ生徒ࡴ組ࡾྲྀ探究的活動，ࡋ設定を自主的࣐࣮ࢸを越え࡚ࢀࡇ。ࡿࡀ制限ࡿ

簡単࡛࡞ࡣい。高校ࡢ実験室ࣞベ࡛ࣝྍ能࡞内容࡛あࡇࡿを前提ࡘࡘࡋ，生徒ࡢ興味࣭関心

 。ࡿい࡚ࡗ࡞課題ࡀࡿࡁ確保࡛࡛ࡲࡇ柔軟性をࡿࡁ対応࡛ࡶ高い分㔝ࡢ

࣭中学㸱ᖺ生総合学習࣐࣮ࢸࠕ学習ࠖを起点࡚ࡋ興味࣭関心ࡢ高ࡓࡗࡲ生徒ࡿࡼ自主的࣭探究

的活動を支援ࡋ，中高接⥆意識ࡓࡋ事例ࡢ蓄積ࡀ必要࡛あࡿ。 

࣭生徒ࡢ自主的࣭探究的活動ࡢ水準を維持࣭向ୖࡣࡵࡓࡿࡏࡉ，普段ࡢ授業࠾けࡿ演示実験࣭

生徒実験ࡢ中ࡶࡽ課題を発見ࡋ，課題を解決ࡿࡍ方策を見出ࡍ過程を設定ࡀࡇࡿࡍ必要࡛あ

 。ࡿ

࣭国際科学ࣜ࢜ンࢡࢵࣆやࡢࡑ予選相当ࡿࡍ国内࣒ࣛࢢࣟࣉ参加ࡿࡍ生徒ࡘい࡚，ࢀࡒࢀࡑ

 。ࡿあࡀ必要ࡿࡍい࡚検討ࡘ方ࡾ在ࡢ支援࡞効果的，ࡋ実態を把握ࡢ活動ࡢ

࣭校内࣭校外࡛実施ࡿࢀࡉ数々ࡢ研究発表会࡛ࡣ，成果を発表ࡿࡍ生徒ࡣ࡚ࡗ貴㔜࡞場ࡗ࡞

࡚いࡢࡢࡶࡿ，発表者以外，特ୗ級生ࡢ参加をಁ࡚ࡋいくࡀࡇ必要࡛あࡿ。 

㸦Ϻ㸧科学者࣭技術者し࡚の研究活動必要࡞情報収集能力࣭࣓ࢹ活用能力の育成 

課題࡛あࡀい点࡞を得ࡿࡊࡏ生徒を対象ࡓࢀࡽ多く，限ࡀ講希望人数ཷࡣ穴ࠖࡢ虎ࢹ࣓ࠕ࣭

 。いࡓࡌ具体的対応策を講，࡞ࡿࡍࣈ࣮࢝内容をࡢ講ᗙ。ࡿ

㸦ϻ㸧国際交流や学会発表の場࡛通用する英語プࣞゼン࣮ࢸション能力の育成 

࣭派遣ࡓࢀࡉ生徒ࡢ体験ࡀ，他ࡢ生徒ࡶ還元ࡿࢀࡉ機会を拡大࡚ࡋいくࡀࡇ課題࡛あࡿ。 

࣭国際交流ࡢ場࡛研究発表を行う生徒ࡢࡕࡓ自主的࣭探究的活動ࡘい࡚，発表ࡀ研究࣮ࣝࢦࡢ

 。ࡓࡗ࡞課題࡞ࡓ新ࡀࡉࡋ難ࡢ支援，ࢀࡽ見ཷけࡶࢫ࣮ࢣࡿ࡞

㸦ϼ㸧SSH校や大学の連携を活かした数学的思考力を育࡚る教材の開発普及つい࡚ 

࣭本校開催ࠕࡢ数学科教員研修会ࠖࡢ参加者00ྡ」ࡣを越えࡓ。規模拡大伴うཷけ入ࢀ側ࢫタࢵ

 。ࡿ必要࡛あࡀ拡充ࡢࣇ

㸦Ͻ㸧 科学者࣭技術者必要࡞科学的ࣜࣛࢸシ࣮の育成つい࡚ 

 。ࡿ必要࡛あࡀࡇࡿࡍ多様性を確保ࡢ講ᗙ，ࡋ内容を精選࣭࣐࣮ࢸ࣭
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Ⅰ．研究開発の課題 

㸯．研究開発課題 

中高大院ࡴ育ࢆࢺࢫࢸン࢚サ࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

連携࣒ࣛࢢࣟࣉ開発 

 

㸰．研究開発の概要 

ᮏ校ࠊࡣᖹ成 14 ᖺᗘ～18 ᖺᗘ５ࡢᖺ間ࠊ研

究主題ࠕ先駆的࡞科学者࣭ᢏ術者ࢆ育成ࡵࡓࡿࡍ

研究ࡢ教材開発ࠖ研究࣒キュࣛࣜ࢝中高一㈏ࡢ

࣒キュࣛࣜ࢝ࡓࡋ開発࡛ࡇࡇࠋ㸦第㸯期㸧ࡓࡗ行ࢆ

や教材等ࢆ基盤ࠊ࡚ࡋᖹ成 1重 ᖺᗘ～「」 ᖺᗘࡢ

５ᖺ間ࠊࡣ研究主題ࠕ国際社会࡛活躍ࡿࡍ科学

者࣭ᢏ術者ࢆ育成ࡿࡍ中高一㈏ࣜ࢝キュ࣒ࣛ研究

ン࢚サࡓࡋ生ࢆ連携ࡢ教材開発－中高大院

－研究ࡢョン能力育成ࢩ࣮ࢣࢽュ࣑コࢫ ࠊࡶࡢࠖ

生徒うࠕࡢࡋ教え合い࣭学び合いࠖࢆ活ࡓࡋ

ョンࢩ࣮ࢣࢽュ࣑コࢫン࢚サࠕ 能ࠖ力ࡢ育成やࠊ

国際的࡞研究࣭交流活動ࡢ支援ࡾྲྀ組ࡓࡁ࡛ࢇ

㸦第㸰期㸧ࠋ 

ᖹ成 「4 ᖺᗘ࣮ࣃ࣮ࢫࡢࡽサ࢚ンࢫࣁࢫ

ࡢ࡚ࡍࡿࡍ希望ࠊࡣ㸦SSH㸧㸦第㸱期㸧࡛࣮ࣝࢡ

生徒理数系研究入門ࡢ機会ࢆえࠊࡶࡿ

意欲ࡢ高い生徒ࠊࡣ少人数ࠕࡿࡼ課題研究ࠖ

英語ࠊࡽࡀ࡞ࡵ高ࢆ研究遂行能力࡚ࡗࡼ深化ࡢ

引ベࣝࣞࡿࡍ世界࡛通用ࢆ学術発表能力ࡿࡼ

大学ࠊࡽさࠋ行うࢆ開発ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡆୖࡁ

附属ࡢ中高一㈏校࡛あࡿ特性ࢆ活ࠊࡋ幅広い教

養強い探究心࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡘࡶࢆサ࢚ンࢸ

ࠊࡓࢀ入視㔝ࢆ全人教育ࡢࡵࡓࡿࡍ育成ࢆࢺࢫ

理数系教科ࡳࡢ偏࡞ࡽい多様࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞展開

 ࠋࡿࡍ留意

研究開発ࡢ柱ࡣ以ୗ示࡛ࡾ࠾ࡍあࠋࡿ 

(ϸ)すべ࡚の生徒の探究心や研究意欲を高める大

学研究室体験の実施 

(Ϲ)意欲の高い生徒のためのグ࣮ࣟバ࣭ࣝサエ

ンࢸスࢺを目指すࠕ課題研究ࠖ等のプࣟグࣛ

 実施研究࣒

(Ϻ)科学者࣭技術者し࡚の研究活動必要࡞情

報収集能力࣭࣓ࢹ活用能力の育成 

(ϻ)国際交流や学会発表の場࡛通用する英語プࣞ

ゼン࣮ࢸション能力の育成 

(ϼ)SSH 校や大学の連携を活かした数学的思考

力を育࡚る教材の開発普及 

(Ͻ) 科学者࣭ 技術者必要࡞科学的ࣜࣛࢸシ࣮の

育成 

 

㸱．現状の分析研究の仮説 

第㸯期࡛開発ࡓࡋ教材ࡣ通常ࡢ授業ࡢ質ࢆ高ࠊࡵ

第㸰期࡛ࡣ中学ࡶ視㔝いࣜ࢝ࡓࢀキュ࣒ࣛ研究

中学生ࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏ発展さ࡛ࡲ

高校生ࡀ教え合う࣭学びあう実践やࠊ国内外࡛ࡢ

研究発表参加ࢆ通ࠊ࡚ࡋコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能

力ࡢ育成必要ࢆ࢘ࣁ࢘ࣀ࡞蓄積ࠋࡓࡋ 

一方ࠊ実施ࣜ࢝ࡓࡋキュࣛࠊࡣ࣒ᮏ校ࡢ特徴࡛

あࠕࡿ生徒全員ࢆ対象ࠖࡢ࡚ࡍࠊࡵࡓࡢ生徒

研究㸦࣐࣮ࢸ研究㸧ࢆ義務࡙ࠊࡾ࡞ࡇࡿࡅ一

部ࡢ教員負担ࡀ集中ࠊࡋ期待通ࡢࡾ成果ࡀ得ࡽ

組ࡾྲྀࡣ࡚ࡗࡼ生徒ࠊやࡇࡿあࡀい場合࡞ࢀ

ࡗいࠊ加え࡚ࠋࡓࡁ࡚ࢀ現ࡶ者ࡿ࡞消極的ࡳ

ࡤ伸充分ࢆ能力ࡢ生徒ࡿࡁ期待࡛ࡀ成長ࡢうࡑ

 ࠋࡓい࡚ࡌ生ࡶい課題࡞い࡚ࢀࡁࡋ

ࡢ10ᖺ間ࠊ࡛ࡇࡑ SSH 実践ࡢ蓄積ࢆ踏ࡲえࠊ生

徒ࡢ興味࣭関心や個性ࢆ活ࡾࡼࠊࡽࡀ࡞ࡋ高い

能力ࡓࡗࡶࢆ人材㸦࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢサ࢚ンࢫࢸ

 ࠋࡿ目的࡛あࡢ第㸱期ࠊࡀࡢࡿࡍ育成ࢆ㸧ࢺ

基礎的ࡢ࡚ࡋࢺࢫࢸン࢚サ࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

能力ࡢ育成ࠕࠊࡣ科学的࣮ࣜࢩࣛࢸ やࠖࠕサ࢚

ンࢫコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࠖࢆ育ࡴ特別講ᗙや

通常ࡢ授業ࡾྲྀࡢ組ࡀࡳ必要ྍḞ考えࢀࡽ

教養主ࠕࡿ伝統࡛あࡢ長ᖺࡢᮏ校ࠊࡣࡽࢀࡇࠋࡿ

義ࠖࡶ連動さࠊࡏ今後ࡶ生徒全員ࢆ対象実施

ࡿࡍ資育成ࡢ科学者࣭ᢏ術者࡞有能࡛ࡇࡿࡍ

科学࡞必要柱。Ͻ) 科学者࣭ᢏ術者ࠊ考えࡢࡶ

的ࣜࡢ࣮ࢩࣛࢸ育成࡚ࡋࠊ位置付ࠋࡓࡅ 

柱㸦ϸ㸧ࡢい研究内容ࡋ新ࠊ基礎ࢆ柱㸦Ͻ㸧ࡢࡇ

～㸦ϻ㸧ࡼ࠾び⥅⥆ࡢ柱㸦ϼ㸧ࢆ実施ࠋࡿࡍ新ࡋ

い SSH 研究開発ࡢ各研究内容ࡢ柱関わࡿ仮ㄝࠊࡣ

基礎ࡽ発展ࡢ順以ୗࡢ通࡛ࡾあࠋࡿ 

(ϸ)すべ࡚の生徒の探究心や研究意欲を高める大

学研究室体験の実施 

生徒ࡢࢀࡒࢀࡑ興味࣭関心ࢆ引ࠊࡋࡔࡁ得意分

㔝ࢆ見ࡅࡘさ࡚ࡏ研究ࡢ意欲ࢆ高ࠊࡣࡵࡓࡿࡵ

ࠋい࡞ࡣ必要࡛ࡀ刺激࡞学問的ࡿ࡞ࡅࡗࡁ

中学ࠊ考えうࡼࡢࡑ 」ᖺ生高校 「ᖺ生ࡢ 「回

 ࠋࡿࡏ体験さࢆ研究ࡢ大学࡛生徒全員ࠊࡅ分

(Ϲ)意欲の高い生徒のためのグ࣮ࣟバ࣭ࣝサエ

ンࢸスࢺを目指すࠕ課題研究ࠖ等のプࣟグࣛ

- 1 -



 

 

 実施研究࣒

(Ϻ)科学者࣭技術者し࡚の研究活動必要࡞情

報収集能力࣭࣓ࢹ活用能力の育成 

(ϻ)国際交流や学会発表の場࡛通用する英語プࣞ

ゼン࣮ࢸション能力の育成 

。ϸ)ࡢ研究体験や高校 「ᖺ総合的࡞学習ࠕゼ࣑

固ࡰࡣ進路希望ࡢ生徒ࠊ経࡚ࢆ講ཷࡢ࣮ࠖࣝࢼ

ࡾࡼ理系࡛ࠊࡽ中ࡢࡑࠋࡿࢀࡽ考えࡢࡶࡿࡲ

研究意欲ࡢ高い生徒ࡢ探究心ࢆ伸ࠊࡋࡤ将来ࢢࡢ

出ࡳ踏ࢆ第一歩ࡢࢺࢫࢸン࢚サ࣭ࣝࣂ࣮ࣟ

さࠊࡵࡓࡿࡏ。Ϲ)࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࡢ大学ࡢ連携

(Ϻ)。ϻ。ࠊࡏࡲ組ࡾྲྀ課題研究ࠖࠕࡓࡋ生ࢆ

ョン能ࢩ࣮ࢸゼンࣞࣉ情報収集や࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࡢ

力ࡢ育成ࢆ集中的行うࡀࡇ有効࡛࡞ࡣいࠋ

 (Ϲ)。Ϻ。中心ࢆ生徒ࡿࡍ希望ࠊ考えうࡼࡢࡑ

。ϻ)ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢ実施ࠋࡿࡍ 

(ϼ)SSH 校や大学の連携を活かした数学的思考

力を育࡚る教材の開発普及 

科学研究ࡢ基礎ࡿ࡞数学的思考力ࢆ育成ࡿࡍ

育ࢺࢫࢸン࢚サ࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡢ将来ࠊࡣࡇ

成ࡶࡵࡓࡢ㔜要࡛あࡿ考えࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊ研究

成果ࢆ踏ࡲえࠊࡘࡘ校内࡛ࡢ実践他校ࡢ成果

 ࠋࡿ図ࢆ普及ࡢ

興ࡢࢀࡒࢀࡑ生徒ࠊࡾࡼ活動ࡢ一連ࡽࢀࡇ

味࣭関心や得意分㔝等沿う形࡛ࠊ意欲ࡢ高い生

徒ࡢ探究心ࢆ伸ࠊ࡚ࡋࡤ将来国際的活躍࡛ࡿࡁ

ࡶࡿࡍ育成ࢆࢺࢫࢸン࢚サ࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢ

ࢢࣟࣉࡓࡌ応個性ࡶい࡚ࡘ生徒ࡢ他ࡢࡑࠊ

無理ࠊࡋಁࢆ成長࡞効果的࡛ࡇࡿࡍ提供ࢆ࣒ࣛ

࡞い持⥆ྍ能࡞ࡢ SSH 活動ࡀ実践࡛ࡢࡶࡿࡁ考

えࠋࡿ最終的ࠊࡣ海外ࡢ大学ࡶ含ࡓࡵ生徒ࡢ幅

広い進路選択࡚ࡗࡀ࡞ࡘいくࡀࡇ期待࡛ࠋࡿࡁ 

 

㸲．研究内容࣭方法࣭検証 

研究内容ࡢ柱㸦ϸ㸧～㸦Ͻ㸧ࡢ順詳述ࠋࡿࡍ 

 

(ϸ)すべ࡚の生徒の探究心や研究意欲を高める大

学研究室体験の実施 

希望ࡢ࡚ࡍࡿࡍ生徒理数系研究入門ࡢ機会

中ࠊ得࡚ࢆ全面的協力ࡢ筑波大学ࠊࡵࡓࡿえࢆ

学 」ᖺ生高校 「ᖺ生対象ࡢ大学研究室訪問ࢆ研

究体験型࣒ࣛࢢࣟࣉ進化さࠋࡿࡏ 

ࢀࡒࢀࡑ中࣭高ࠊࡣい࡚ࡘ内容ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ

ࢆ探究心や研究意欲࡚ࡋ考慮ࢆ発達段階ࡢ生徒ࡢ

高ࡿࡵ工夫ࠊࡋࢆ高校 「ᖺ総合的࡞学習ࠕࡢゼ࣑

主体的ࡿࡅ࠾課題研究ࠖࠕࡢ先ࡢࡑや࣮ࠖࣝࢼ

研究ࢳࣔࡢベ࣮ࢩョンࢆ高ࠋࡿࡵ 

実施後ࠊ生徒࣭大学教員࣭高校教員ࡢン

検ࡢ効果ࠊ行いࢆ意見交換ࡢ調査や大学ࢺ࣮ࢣ

証ࢆ行うࠋ 

 

(Ϲ)意欲の高い生徒のためのグ࣮ࣟバ࣭ࣝサエ

ンࢸスࢺを目指すࠕ課題研究ࠖ等のプࣟグ࣒ࣛ

研究実施 

筑波大学や他大学࣭研究機関ࡢ連携ࢆ活ࡋ

課題研究ࠖࠕࠊࡏ発展さ࣭⥆⥅ࢆ࣮ࠖࣝࢼ࣑ゼࠕ

 ࠋࡿࡍ支援ࢆ主体的研究ࡢ生徒ࡿࡅ࠾

数学科࡛ࠊࡣ学習意欲ࡢ高い生徒ࡀ集ࠕࡿࡲゼ

大学教員や大学ࡢ数学専攻ࠊい࡚࠾࣮ࠖࣝࢼ࣑

院生ࡽ日常的直接指導ࡿࡅཷࢆ機会ࢆ設ࠋࡿࡅ 

理科࡛ࠕࠊࡣゼ࣮ࣝࢼ࣑ 学習態ᗘ࣭意ࡿࡅ࠾ࠖ

欲ࢆ考慮ࠊࡋ⥅⥆的研究堪えࡿ意欲ࠊࡕࡶࢆ対

外的࡞発表ࢆ目指ࡍ生徒ࡘい࡚ࠊ大学࣭研究機

関ࢆ活用ࠕࡓࡋ理科課題研究ࠖࡢ開設ࡿࡼ効果

的࡞指導ࢆ目指ࠋࡍ 

ベࣝࣞࡿࡁ࡛ࡀ発表࡞対外的ࢆ研究ࠊࢀࡒࢀࡑ

ࢢࠊࡋ出ࡁ引ࢆ達成感࡚ࡗࡼࡇࡴ組ࡾྲྀ࡛ࡲ

探究意欲ࡍ目指ࢆࢺࢫࢸン࢚サ࣭ࣝࣂ࣮ࣟ

心ࢆ育成ࠋࡿࡍさࠊࡽ科学ࣜ࢜ンࢡࢵࣆや科学

コンࠊ࣮ࣝࢡ国際的࡞研究交流ࡢ参加支援ࡘ

い࡚ࠊࡶ科学系ࣈࣛࢡࡢ活動やࠕゼ࣮ࣝࢼ࣑ 課ࠕࠊࠖ

題研究ࠖ等ࢆ通࡚ࡋ積極的進ࠋࡿࡵ 

ࢡコンࠊ発表࡞進路調査や対外的ࡢ生徒ࠊࡓࡲ

࣮ࣝ等ࡢ参加人数ࡼ࠾び結果調査等ࡾࡼ効果ࢆ

検証ࠋࡿࡍ 

 

(Ϻ)科学者࣭技術者し࡚の研究活動必要࡞情

報収集能力࣭࣓ࢹ活用能力の育成 

対外的࡞研究発表࣭意見交換ࡢ準備ࢆ望ࡴ生徒

ࡋ活用ࡶࣇࢵࢱࢫ研究者࣭ࡢ企業講師ࠊࡾ募ࢆ

 ࠋࡿࡍ開催ࢆ講ᗙ࣮ࣞࣜࡓ

 活用概論ࢹ࣓࣭

 ョン講ᗙ㸦作成編࣭実践編㸧ࢩ࣮ࢸゼンࣞࣉ࣭

 最前線ࡢ開発࣮ࣝࢶョンࢩ࣮ࢸゼンࣞࣉ࣭

 実際ࡢࢺࢡ࢙ࣇ࢚ࣝュࢪࣅ࣭

࣭サ࢘ン࣭ࢺࢡ࢙ࣇ࢚ࢻBG２  実際ࡢ

 世界ࡢョンࢩ࣮ࢸゼンࣞࣉࢫࢿࢪࣅ࣭

࣭学術情報ࡢ探ࡋ方࣭ㄞࡳ方 
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࣭学術情報ࡢ著作権࣭引用ࡢ手⥆ࡁ 

実施ࡢ効果ࡘい࡚ࠊࡣ対外的࡞研究発表࣭意

見交換ࡢ成果や参加生徒ࡢンࢺ࣮ࢣ調査等

 ࠋࡿࡍ検証ࡾࡼ

 

(ϻ)国際交流や学会発表の場࡛通用する英語プࣞ

ゼン࣮ࢸション能力の育成 

＜国際交流࣒ࣛࢢࣟࣉ＞ 

ྎ湾国立ྎ中第一高級中学等ࠊ海外ࡢ高校ࡢ

研究交流ࢆ⥅⥆࣭ 発展さࠋࡿࡏ他ࡢ SSH 校や大学ࠊ

企業ࡀ企画ࡿࡍ海外派遣交流事業ࡶ参加࣭協力

 ࠋࡍ目指ࢆ拡大ࡢ機会ࡿ࡞ࡽさࠊ࡛ࡇࡿࡍ

࣮ࣝࢡ科学コンࠊࢡࢵࣆンࣜ࢜国際科学ࠊࡓࡲ

等ࡢ参加生徒ࢆ語学力ࡢ側面ࡽ支援ࠋࡿࡍ 

さࠊࡽ国際交流ࡢ成果ࢆ多くࡢ生徒還元ࠊࡋ

学校全体ࡢ意識ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ参加生徒ࡿࡼ

報告会ࢆ行うࠋ 

 ＜育成ࡢョン能力ࢩ࣮ࢸゼンࣞࣉ＞

英語࡛ࠊࡣ通常ࡢ授業内࠾い࡚ࠊࢳ࣮ࣆࢫࡶ

ョン能力ࢩ࣮ࢸゼンࣞࣉ࡞ョンࢩࢵ࢝ࢫࢹ

関わࡿ活動ࢆ全࡚ࡢ学ᖺ࡛ࡢࢀࡒࢀࡑ学習ࣞベࣝ

研究発表࣭交ࡿࡼ英語ࠊࡓࡲࠋ行う࡚ࡏ合わ

流ࢆ支援ࠊࡵࡓࡿࡍA１T࣭ 外部講師ࡢ積極的࡞活用

や筑波大学ࡢ連携ࣞࣉࠊࡾࡼゼンࢩ࣮ࢸョン

 ࠋࡿࡍ強化ࢆ指導ࡢ

ࡢ日ᮏ学術振興会ࠊࡶい࡚࠾࣮ࠖࣝࢼ࣑ゼࠕ

サ࢚ンࠊࡿࡼࢢࣟࢲ࣭ࢫ若手外国人研究

者ࡢ交流ࠊࡋ⥆⥅ࢆ英語࣭科学両面ࡘい࡚ࡢ

興味࣭関心ࡢ育成ࢆ図ࠊࡶࡿ海外ࡢ大学等

 ࠋࡿࡏ意識さࢆ進学ࡢ

さࡾࡼࠊࡽ意欲ࡢ高い生徒ࡘい࡚ࠊࡣᮏ格

的࡞研究活動ࢆ行わࠊࡶࡿࡏ英語ࣉࡿࡼ

ࣞゼンࢩ࣮ࢸョン指導ࢆ充実ࠊࡋ国際的࡞場࡛ࡢ

研究発表࣭交流参加ࡿࡍ機会ࢆえࠋࡿ 

実施ࡢ効果ࡘい࡚ࠊࡣ参加生徒ࡢン࣮ࢣ

ࡢ等࣮ࣝࢡ各種コンࠊ発表࡞対外的ࠊ他ࡢ調査ࢺ

参加人数ࡼ࠾び結果調査ࠊ長期的ࡣ進路調査等

 ࠋࡿࡍ検証ࡾࡼ

 

(ϼ)SSH 校や大学の連携を活かした数学的思考

力を育࡚る教材の開発普及 

SSH 過去ࡢ 10 ᖺ間࠾い࡚ࠊࡣ新ࡋい数学教材

統計ࠕࡢ ࡢ幅広い分㔝ࠊࡵࡌࡣࢆ微分方程式ࠖࠕࠖ

教材ࢆ開発ࠊࡋ授業活用ࡢࡇࠋࡓࡁ࡚ࡋ教材

࡚ࡋ通ࢆ研究協議ࡢ教員ࡢ大学や他校ࠊい࡚ࡘ

普及ࡋやࡍいࡼう改良ࢆ進ࡓࡁ࡚ࡵ経験ࢆ踏ࡲえࠊ

新学習指導要領ࡢࡑࠊࡶࡢ趣᪨ࢆ活ࡓࡋ先進

的࡞教材ࡢ開発ࢆ行うࠋ 

ࡵࡓࡿࡍ広く普及ࢆい教材ࡋ新ࡓࡋ開発ࠊࡓࡲ

ࡢ各地域ࠊࡶ行うࢆ研修会ࡢ教員対象ࠊ

学校連携࡚ࡋ地域ࡿࡅ࠾合同研修会ࢆ企画ࠊࡋ

開催ࠋࡿࡍ 

実施ࡢ効果ࡘい࡚ࠊࡣ開発ࡓࡋ教材ࠊࢆSSH

校や大学連携ࡓࡋ合同研修会等࡛発表ࠊࡋ広く

評価ࢆ求ࠋࡿࡵ 

 

(Ͻ) 科学者࣭ 技術者必要࡞科学的ࣜࣛࢸシ࣮の

育成 

理系࣭文系ࢆ問わࠊࡎ幅広い科学ࡢ関心理

解ࠊ科学人間社会ࡢ関ಀࡢ関心理解ࡢ育

成ࢆ目指ࠕࠊࡋ科学者ࡢ社会的㈐任 ࡋ࣐࣮ࢸࠖࢆ

࡚講演会ࢆ実施ࠋࡿࡍ講師ࠊࡣ国内外࡛活躍ࡍ

中学生ࠊ講ᗙࡢࡽࢀࡇࠋ招くࢆ教養人࣭文化人ࡿ

人間科学ࡽ᪩期ࠊ࡚ࡅ呼びࢆ広く参加ࡶ

社会ࡢ関ಀࡢ関心ࢆ高ࠋࡿࡵ 

社会科࡛ࠊࡣ高校 「ᖺ生ࡢ授業ࠕゼ࣮ࠖࣝࢼ࣑

ᢎ࣭⥅ࢆ水俣実習ࡔࢇ組ࡾྲྀ࡛ࡲࢀࡇࠊい࡚࠾

発展さࠋࡿࡏ福島第一原子力発電所ࡢ事故ࢆ含ࡵ

ࡼࡇࡿࡍᢎ⥅ࠊࡋ考察ࢆ経験や教訓ࡢ過去ࡓ

ࠋࡿ探ࢆ方ࡾあࡢ発展ࡢ科学࣭ᢏ術ࡢ今後ࠊ࡚ࡗ

実習ࡢ成果ࡣ活字化࡚ࡋ残ࠊࡋḟᖺᗘ以降ࡢ授業

 ࠋࡿ役立࡚ࡶ

国語科࡛ࠊࡣ通常ࡢ授業や講演会ࡢ活用ࠊࡾࡼ

中学生࡛ࡣ生徒ࡢ論理的思考力ࢆ育成ࢢࣟࣉࡿࡍ

ࡢい࡚ࡘ科学史や科学哲学ࠊࡣ高校生࡛ࠊ࣒ࣛ

作品࡞触ࠊࢀ社会ࡿࡅ࠾科学ࡢあࡾ方ࡘ

い࡚考えࢆ深ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡵ実施ࠋࡿࡍ 

  保健体育科࡛ࠊࡣ筑波大学や研究機関連携ࠊࡋ

体育学࣭運動学࣭健康体力学ࡘい࡚ࡢ理解ࢆ深

招ࢆ専門家ࡢ第一線ࡿࡅ࠾領域ࡢࡇࠊࡵࡓࡿࡵ

 ࠋࡿࡍ実施ࢆ講演会等ࠊࡁ

ࢆ調査結果ࢺ࣮ࢣンࡢ参加生徒ࠊࢀࡒࢀࡑ

講師ࡢ方々ࡶ還元ࠊࡋ効果ࢆ検証ࠋࡿࡍ 

 

㸳．教育課程 

実施さࡓࢀ教育課程ࠊࡣ巻ᮎࡢ関ಀ資料ࡢ通ࡾ

࡛あࠋࡿSSH 実施ࡣ変更ࡢ教育課程࡞特別ࡿࡼ

 㸦文㈐：研究部 真梶克彦㸧   ࠋい࡞い࡚ࡋ
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Ⅱ．研究開発の経緯 

㸯．第㸱年次研究の概略 

㸳年計画ࡢ第㸱年次ࠊࡣ研究ࢆ具体的展開ࡋ

試行ࠊい࡚ࡘ柱㸦ⅰ㸧～㸦Ϻ㸧ࡢ研究ෆ容ࠋࡓ

～本格的࡞実施ࡾྲྀ組ࠊࡓࡲࠋࡔࢇ柱㸦ϻ㸧～

㸦ⅵ㸧ࡘい࡚ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ SS住 研究ࡢ評価ࢆ

定ࠋࡓࡵ進ࢆ的実践࣭改良࣭普及⥆⥅ࠊえࡲࡩ

以ୗࠊ研究ෆ容ࡢ柱沿࡚ࡗ概略ࢆ報告ࠋࡿࡍ定

定

(ϸ) すべ࡚の生徒の探究心や研究意欲を高める

大学研究室体験の実施 

高校㸰年生ࡼ࠾び中学㸱年生ࢆ対象ࡢ筑波大学

研究室訪問ࢆ実施ࡅཷࠊࡋ入ࢀ研究室ࡢ拡充ࣉࡸ

ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ⥆⥅ࢆ検討ࡓࡅ向充実ࡢ࣒ࣛࢢࣟ

東京医科歯科大学ࡢ協力ࢆ得࡚ࠊ医学系進学希望

者ࢆ中心ࠊ大学附属病院࡛ࡢ見学実習ࢆ行ࠋࡓࡗ定

㻜㻣 月 㻝㻜 日䠄木䠅：筑波大学定

高校㸰年生筑波大学研究室訪問ࠖ定ࠕ

㻝㻞 月 㻝㻣 日䠄水䠅：東京医科歯科大学定

東京医科歯科大学見学実習ࠖ定ࠕ

㻜㻞 月 㻝㻜 日䠄火䠅：筑波大学定

中学㸱年生筑波大学研究室訪問ࠖ定ࠕ

定

 (Ϲ) 意欲の高い生徒のための࣮ࣟࢢバ࣭ࣝサ

ࢢ課題研究ࠖ等のプࣟࠕを目指すࢺࢫࢸン࢚

 実施研究࣒ࣛ

数学科࡛ࠊࡣ筑波大学ࡢ連携ࢆ活ࠊࡋ高校

㸰年生総合学習ࢆ࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕ実施ࠋࡓࡋそࡇ

日常的ࡽ大学院生ࡸ大学教員ࡢ数学専攻ࠊࡣ࡛

定ࠋࡓࡅ設ࢆ機会ࡿࡅཷࢆ直接指ᑟ

理科࡛ࠊࡣ新学習指ᑟ要領ࠕࡿࡅ࠾理科課題

研究ࠖࡢ指ᑟ࣭展開ࡢ方法ࡘい࡚ࠊ筑波大学ࡢ

協力ࢆ得࡚実践ࢆ試ࠋࡓࡳ定

さࠊࡽ科学ࣜ࢜ンࡸࢡࢵࣆ各種コンࠊ࣮ࣝࢡ

国ෆ外࡛ࡢ研究発表ࠊ࣒ࣛࢢࣟࣉ校ෆ࡛ࡢ研究発

表会࡞意欲ࡢ高い生徒ࡢ積極的࡞参加ಁࢆ

通ࢆ等࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕࡸ活動ࣈࣛࢡࡢ科学系ࠊࡋ

定ࠋࡓࡗ行ࢆ支援࡚ࡋ

㻜㻣 月 㻜㻥 日䠄水䠅：校ෆ定

研究発表会࣐࣮ࢸࠕ 㸦ࠖ高㸱㸧定

㻜㻤 月 㻜㻢 日䠄水䠅～㻜㻣 日䠄木䠅：ࣇࢩࣃコᶓ浜定

SS住ࠕ 生徒研究発表会ࠖ定

㻜㻤 月 㻜㻢 日䠄水䠅～㻜㻤 日䠄金䠅：筑波大学定

筑波大学高校生研究室体験ࠖ定ࠕ

※茨城県主催ࠕ未来ࡢ科学者育成ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 定ࠖ

㻜㻤 月 㻝㻞 日䠄火䠅～㻝㻤 日䠄月䠅：ᑠ笠原࣭父島定

ᑠ笠原父島自然観察実習ࠖ定ࠕ

※ᶓ浜サ࢚ンࣟࣇࢫンࢸ高校コ SS住定

㻜㻤 月 㻞㻠 日䠄土䠅：࠾࠾࢚ࣝさ㸦大阪市㸧定

㸦数学生徒研究発表会㸧ࠖࢱࢫ࢙ࣇ࣭ࢫ࣐ࠕ 定

※大阪府立大手前高校 SS住 科学技術人ᮦ育成㔜

点枠事業定

㻝㻜 月 㻝㻞 日䠄日䠅：明治大学中㔝キࣕンࢫࣃ定

定定ࠕ高校生ࡿࡼ ２佐２S 現象数理学研究発表会ࠖ定

㻝㻝 月 㻤 日䠄土䠅～㻝㻜 日䠄月䠅：立命館高校定

㸧ࠖ定࣒࣮࢛ࣛࣇࢫン࢚JSSF㸦サࠕ

定 ※立命館高校 SS住 科学技術人ᮦ育成㔜点枠事業定

㻝㻝 月 㻞㻞 日䠄火䠅：ᶓ浜ｻ㺐ｴﾝｽﾌﾛﾝﾃｨ㺏高校定

定 と上f定F佐RST「01『ࠖ定ࠕ

※ᶓ浜サ࢚ンࣟࣇࢫンࢸ高校コ SS住定

㻝㻞 月 㻞㻟 日䠄火䠅：玉川学園高等部࣭中学部定

SS住ࠕ 東京都ෆ指ᐃ校合ྠ発表会ࠖ定

定

(Ϻ) 科学者࣭ 技術者し࡚の研究活動必要࡞情

報収集能力࣭࣓ࢹ活用能力の育成 

第㸱年次ࠊࡣ情報検索ࢹ࣓ࡸ活用関ࡿࡍ

能力ࢆ高ࡿࡵ講ᗙࢮࣞࣉࠊンࢩ࣮ࢸョンࢫキࣝࢆ

涵養ࢹ࣓ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭࢬ࣮ࣜࢩࡿࡍ虎ࡢ穴ࠖࢆ

本校࠾い࡚本格実施ࠋࡓࡋ 

㻝㻝 月 㻝㻟 日䠄木䠅：࢚ࣜ࢜ࠕンࢩ࣮ࢸョンࠖ西脇資哲

氏㸦ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐㸧定

㻝㻞 月 㻜㻢 日䠄土䠅：ࢆࢻ࢘ࣛࢡࠕ活用ࡓࡋ研究ࢱࢫ

ࣝձࠖ杉田和久氏㸦ࢺ࣮ࢸࢫࢡࢵࢸ㸧定

㻝㻞 月 㻜㻤 日䠄月䠅：ࢮࣞࣉࠕンࢩ࣮ࢸョンࡢ計画ࠖ西

脇資哲氏㸦ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐㸧定

㻝㻞 月 㻝㻞 日䠄金䠅：ࠕ学術情報ࡢ᥈ࡋ方 定ࠖ 加藤志保

㸦本校ྖ書教諭㸧定

㻝㻞 月 㻝㻡 日䠄月䠅：ࢆࢻ࢘ࣛࢡࠕ活用ࡓࡋ研究ࢱࢫ

ࣝղࠖ杉田和久氏㸦ࢺ࣮ࢸࢫࢡࢵࢸ㸧定

㻜㻝 月 㻞㻟 日䠄金䠅：ࢻࣛࢫࠕ資料ࡢ作成ձࠖ西脇資

哲氏㸦ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐㸧定

㻜㻞 月 㻝㻥 日䠄木䠅：ࢻࣛࢫࠕ資料ࡢ作成ղࠖ西脇資

哲氏㸦ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐㸧定

㻜㻟 月 㻜㻥 日䠄月䠅：ࢻࣛࢫࠕ資料ࡢ作成ճࠖᑠ宮一

浩࣭土井宏之㸦本校教諭㸧定

㻜㻟 月 㻝㻞 日䠄木䠅：ࠕ口頭࡛ࢮࣞࣉࡢン技術ࠖ西脇資

哲氏㸦ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐㸧定
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㻜㻟 月 㻝㻟 日䠄金䠅：࣮ࢱࢫ࣏ࡽࢀࡇࠕ発表ࡿࡍࢆ高

校生ࠖࡵࡓࡢ酒井聡樹氏㸦東大学㸧定

※以ୗࠊ次年ᗘへ⥅⥆実施࡚ࡋ㸯サࡢࣝࢡ完了定

著作ᶒ法ࡿ見ࡽ例ุࠕ ᑠࠖ崎和隆氏㸦࣮ࣜࢢ㸧 

極意ձࠖࡢョンࢩ࣮ࢸンࢮࣞࣉン࣭ンࣛ࢜ࠕ

高橋忍氏㸦ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐㸧 

極意ղࠖࡢョンࢩ࣮ࢸンࢮࣞࣉン࣭ンࣛ࢜ࠕ

高橋忍氏㸦ࢺࣇࢯࣟࢡ࣐㸧定

 

 (ϻ) 国際交流や学会発表の場࡛通用する英語プ

ࣞゼンࢩ࣮ࢸョン能力の育成 

＜国際交流࣒ࣛࢢࣟࣉ＞ 

国立台中第一高級中学ࡢ研究交流ࠊࡋ⥆⥅ࢆ

発表生徒ࡢ事前࣭事後指ᑟࡢ充実ࡸ研究発表ࡢ相

互評価ࢆ行ࠊࡓࡲࠋࡓࡗコ SS住 校ࡸ SS住 科学技

術人ᮦ育成㔜点枠事業᥇択校ࡢ海外派遣交流事業

 ࠋࡓࡗ行ࢆ参加࣭協力積極的ࡶい࡚ࡘ

㻝㻞 月 㻜㻥 日䠄火䠅～㻝㻠 日䠄日䠅：台湾台中 

国立台中第一高級中学ࡿࡅ࠾ 

 A続ぐ採探mじ続定ぐn採定（つせ下つrぐせ定Eで続しぐng探定５rogrぐmࠖࠕ

㸦授業参加ࠊ英語口頭発表࣭交流㸧 

㻝㻞 月 㻝㻝 日䠄木䠅～㻝㻥 日䠄金䠅：ࣂࢱンコࢡ 

科学教育ࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡿࡅ࠾育成ྲྀࡢ組ࡳ 

２ぐしじ採oせ定Wじ下下ぐとぐnつ上orn定ࠕ 研修ࠖ 

※立命館高校 SS住 科学技術人ᮦ育成㔜点枠事業定

㻜㻝 月 㻜㻡 日䠄月䠅～㻝㻜 日䠄土䠅：米ࢽࢪ࣮ࣂ定

 研修ࠖࢫン࢚Tしomぐ上定J探ff探r上on定高校サࠕ

※ᶓ浜サ࢚ンࣟࣇࢫンࢸ高校コ SS住定

ࠊࡋ還元生徒ࡢࡃ多ࢆ成果ࡢ国際交流ࠊࡓࡲ

学校全体ࡢ意識ࢆ高ࠊࡵࡓࡿࡵ参加生徒ࡿࡼ

報告会ࢆ企画ࡢࡇࠋࡓࡋ他ࠕࠊࡶさࡽࡃサ࢚ン

ンࣛࣉࢫ ࠕࠊࠖ T４２４）A（住佐定 To上しじ継ぐ定 S続じ探n続探定 &定

T探続しnoせogと定１探ぐ採探r上しじた定A続ぐ採探mとࠖࠊ࡞大学ࡸ企

業ࡀ企画ࡿࡍ国際交流ࡶ࣒ࣛࢢࣟࣉ積極的協

力ࠊࢀࡋ生徒ࡢ活動ࡢ場ࢆ広ࠋࡓࡆ 

 ＜育成ࡢョン能力ࢩ࣮ࢸンࢮࣞࣉ＞

定 英語ࡿࡼ研究発表࣭交流ࢆ支援ࠊࡵࡓࡿࡍ外

部講師ࡿࡼ効果的ࢮࣞࣉ࡞ンࢩ࣮ࢸョン技術ࡢ

指ᑟࢆ仰ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࡄ実施ࠋࡓࡋ 

ࡸࢳ࣮ࣆࢫࠊࡶい࡚࠾通常授業ࡢ英語ࠊࡓࡲ

ࡋ意識ࢆ能力育成࡞実践的࡞ョンࢩࢵ࢝ࢫࢹ

࡚展開ࠋࡓࡋ 

㻜㻣 月 㻜㻡 日䠄土䠅：１ࠕ探ぐrn定下o定５r探上探n下定 ࢸンࢮࣞࣉ

ࣉࢵョࢩࢡワ࣮ࡿࡍ関向ୖࡢョン能力ࢩ࣮  ࠖ

㸦高校年対象㸧 

２r.Gぐrと定別じ探rし探せせ探r定定２上.Sぐ続しじとo定別じ探rし探せせ探r定

㻝㻞 月 㻜㻢 日䠄土䠅：ࠕ台中一中派遣生徒ࢮࣞࣉࡢンࢸ

サࣝ㸧࣮ࠖࣁョン指ᑟ㸦ࣜࢩ࣮  

２r.Gぐrと定別じ探rし探せせ探r定定２上.Sぐ続しじとo定別じ探rし探せせ探r定

㻜㻟 月 㻝㻠 日䠄土䠅：１ࠕ探ぐrn定下o定５r探上探n下定 ࢸンࢮࣞࣉ

ࣉࢵョࢩࢡワ࣮ࡿࡍ関向ୖࡢョン能力ࢩ࣮  ࠖ

㸦中学生対象㸧 

２r.Gぐrと定別じ探rし探せせ探r定定２上.Sぐ続しじとo定別じ探rし探せせ探r定

中学㸱年生ࠊ࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕ高校㸰年生ࠊࡓࡲ

日本学ࠊい࡚࠾総合学習ࡢ࡞学習࣐࣮ࠖࢸࠕ

術振興会ࡢサ࢚ンࡿࡼࢢࣟࢲ࣭ࢫ若手外

国人研究者ࡢ交流ࡢࡇࠋࡓࡋ⥆⥅ࢆ他ࠊࡶ筑

波大学ࡢ予算措置࡛実現ࡓࡋ日本在ఫࡢ外国人若

手研究者ࡢ交流会㸦ࠕンࢩࢵࣜࢢュ࣮࣒ࣝ 㸧ࠖ

能力ࡿࡍ英語࡛表現ࢆࢶンࢸ科学コンࠊࡋ開催ࢆ

育成活用࡚ࡋいࠋࡿ定

定

(ϼ) SSH 校や大学の連携を活かした数学的思考

力を育࡚る教材の開発普及 

 新学習指ᑟ要領ୗ࡛ࡢ先進的教ᮦࢆ活ࡓࡋ授

業ࢆ実践࡛ࡲࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡋ開発ࡓࡁ࡚ࡋ中࣭

高ࡢ教ᮦࢆ改良ࠊࡋさࡽ滑࡞接⥆ࢆ目指࡚ࡋ

教ᮦ開発ࢆ行ࠋࡓࡗ開発ࡓࡋ教ᮦࡘい࡚ࠊࡣ本

校ࡢ教育研究会ࡸ SS住 校ࡸ大学連携ࡓࡋ数学研

修会等࡛発表ࠊࡋ広ࡃ評価ࢆ求ࠋࡓࡵ定

㻜㻤 月 㻞㻤 日䠄木䠅：海道釧路湖陵高校 

SS住ࠕ 交流会支援教員研修会ࠖ 

㻝㻞 月 㻜㻣 日䠄土䠅：校ෆ 

全国ࠕ SS住 数学科教員研修会ࠖ定

 

(ⅵ) 科学者࣭技術者必要࡞科学的࣮ࣜࢩࣛࢸの

育成 

 理系࣭文系ࢆ問わࠊࡎ幅広い科学へࡢ関心理

解ࠊ科学人間社会ࡢ関ಀへࡢ関心理解ࢆ育

ࢆ資質࡞必要࡚ࡋ科学者࣭技術者ࠊࡶࡴ

涵養ࡢࡵࡓࡿࡍ講ᗙ࣭講演ࢆ展開ࠋࡓࡋ定

社会科࡛ࠕࡣ科学者ࡢ社会的責任࣐࣮ࠖࢸࢆ

掲ࠊࡆ高校㸰年生࣮ࣝࢼ࣑ࢮࠕ い࡚講ᗙࠗ࠾ࠖ 水

俣ࡽ日本社会ࢆ考えࢆ࠘ࡿ開講ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡋ

SS住 ワࢻ࣮ࣝࣇ水俣実習㸦ࡔࢇ組ࡾい࡚ྲྀ࠾

総合ࡿࡼ࣐࣮ࢸྠࠊࡓࡲࠋࡓࡏ発展さࢆ㸧ࢡ࣮

講ᗙࢆ本校࡛実施ࠋࡓࡋ 

定 国語科ࡸ保健体育科࠾い࡚ࠊࡶ国ෆ外࡛活躍
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ࡋ活ࢆ特性ࡢ教科ࠊࡁ招ࢆ研究者࣭専門家ࡿࡍ

ࡓ SS住 特ู講ᗙ࣭特ู講演等ࢆ実施ࠊࡋ生徒ࡢ科

学的ࣜࡢ࣮ࢩࣛࢸ育成ࡾྲྀ組ࡢࡇࠋࡔࢇ他ࠊࡶ

企業ࡀ行う最先端ࡢ研究触ࡿࢀ講ᗙࢆ企画࣭実

施ࠋࡓࡋ定

＜数学科࣭理科＞ 

㻝㻝 月 㻝㻡 日䠄土䠅：東京大学 

構ࡢ有機合物ࡿࡼ核磁気共鳴吸㸦３２R㸧ࠕ

造決ᐃ定 －理論実験－ࠖᮧ田定 滋先生㸦東京

大学㸧滝沢進也先生㸦東京大学㸧定

㻝㻞 月 㻜㻥 日䠄火䠅：本校 

数学ࠖ竹ෆ耕太先生㸦筑波大学㸧定ࡿࡍ幻惑ࠕ

㻝㻞 月 㻝㻟 日䠄土䠅：本校 

ョン入門定ࢩュ࣮࣑ࣞࢩ࣭ࣟࣝ࢝ࢸンࣔࠕ －サ

統計学－ࠖ中島ୖ智先生㸦京都大ࡪコ࡛ࣟ学

学㸧定

㻜㻟 月 㻝㻜 日䠄火䠅：本校 

未来定ࡃ開ࡀࢱベ࣮࢚ࣞ宇ᐂࠕ －実現ࢆ阻ࣁࡴ

బ藤定ࠖ－ࡿ越えいࢆࣝࢻ࣮ 実先生㸦東

海大学㸧定

＜総合講ᗙ＞ 

 㻤 月 㻞㻢 日䠄月䠅～㻞㻥 日䠄木䠅：水俣市定

࣮ࠗࣝࢼ࣑ࢮ高㸰ࠕ 水俣ࡽ日本社会ࢆ考えࡿ 定࠘ 定

定ࠖࢡワ࣮ࢻ࣮ࣝࣇ

㻝㻝 月 㻝㻥 日䠄水䠅：本校 

魅力ࠖ田中牧ࡢ日本語研究ࡓ用いࢆࢫࣃコ࣮ࠕ

郎先生㸦明治大学࣭国立国語研究所㸧定

㻝㻞 月 㻥 日䠄火䠅：本校定

い࡚ࠖᑠ山ࡘ強ࣝ࢝ࢪࣇࡢ期ࢽュࢪࠕ

孟志先生㸦東海大学㸧定

㻝㻞 月 㻝㻞 日䠄金䠅：本校 

ࡢ事ࡿ考えいࡡい࡚ࡾ知ࡃ良ࢆ現実ࡢ社会ࠕ

大切さ定 －『6 年間ࡢ遺伝子ࡢ研究ࡽ学ࡔࢇ

事－ࠖ児玉龍彦先生㸦東京大学㸧定

㻝㻞 月 㻝㻞 日䠄金䠅：本校定

いࠖ溝口洋࡞ࡷࡌࡅࡔ選手ࡣ主役ࡢࢶ࣮࣏ࢫࠕ

介氏㸦࣒ࢪࢱࢫࢱ࣮ࢹ株式会社㸧定

㻟 月 㻝㻝 日䠄水䠅：本校 

࡞身近ࠗ意外ࠕ 暗ྕ 世界ࡢ࠘ 国ࠖ井裕樹氏㸦ࢭ

コ࣒株式会社㸧定

 

㸰．委員会等の活動 

① 校内推進委員会 

第㸯回： 㻠 月 㻞㻤 日䠄月䠅ࠊ第㸰回：㻜㻣 月 㻝㻣 日䠄木䠅 

第㸱回：㻝㻞 月 㻝㻤 日䠄木䠅ࠊ第㸲回： 㻞 月 㻝㻤 日䠄水䠅 

第㸳回：㻜㻟 月 㻜㻟 日䠄火䠅 

ղ 運営指導委員会 

東京海洋大学ࠊ東京大学ࠊ東京医科歯科大学ࠊ

東京学芸大学各㸯ྡࠊ筑波大学 計ࠊྡ」 ࡢ6ྡ

方々ࡿࡼ運営指ᑟ委員校ෆ推進委員 1『 ྡ

࡛開催ࠋࡓࡋ定

第㸯回：㻜㻣 月 㻝㻞 日䠄土䠅、第㸰回：㻜㻝 月 㻟㻝 日䠄土䠅 

ճ 校内プࣟࢺࢡ࢙ࢪ委員会 

校ෆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 『㸦国際交流ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸧

定ࠋࡓࡋ担当ࢆ(柱。ϻࡢ研究ෆ容ࠊ中心ࢆ

մ 研究部 

㻜㻟 月 㻝㻤 日䠄火䠅：事業計画書提出 

㻜㻟 月 㻝㻥 日䠄水䠅：事業計画書提出 

㻜㻠 月 㻜㻝 日䠄火䠅：実施計画書修正版提出 

㻜㻠 月 㻜㻤 日䠄火䠅：契約確認事項提出定

㻜㻠 月 㻝㻠 日䠄月䠅：事業計画書人事異動映版提出定

㻜㻡 月 㻝㻡 日䠄木䠅：交流会支援申請書提出定

㸦SS住交流会支援数学教員研修会㸧 

㻜㻡 月 㻞㻞 日䠄木䠅：活動実績調査票提出 

㻜㻡 月 㻞㻣 日䠄火䠅：主対象生徒数調査票提出 

㻜㻢 月 㻜㻢 日䠄金䠅：海外研修実施計画書㸦暫ᐃ版㸧定

提出定

㻜㻣 月 㻝㻤 日䠄金䠅：東京都ෆ指ᐃ校合ྠ発表会連絡会 

㻝㻜 月 㻜㻥 日䠄木䠅：海外研修実施計画書㸦確ᐃ版㸧定

提出定

㻝㻜 月 㻝㻡 日䠄水䠅：第㸯回予算見直ࡋ提出定

㻝㻝 月 㻜㻠 日䠄火䠅：中間評価ࣜࣄンࢢ定

㻝㻝 月 㻞㻞 日䠄土䠅：第 『1回教育研究会定

㻝㻝 月 㻞㻤 日䠄金䠅：次年ᗘ海外研修実施調査票提出定

㻝㻞 月 㻞㻝 日䠄日䠅：SS住 情報交換会定

㻜㻝 月 㻜㻥 日䠄金䠅：第㸰回予算見直ࡋ提出定

㻜㻞 月 㻞㻢 日䠄木䠅：支援事業関ࣜࣄࡿࡍンࢢ調査定

㻜㻟 月 㻜㻡 日䠄木䠅：事務処理説明会 

㻜㻟 月：次年ᗘ実施計画書提出定

㻜㻟 月：次年ᗘ事業計画書提出定

㻜㻟 月：研究開発実施報告書提出 

そࡢ他ࠊコ SS住 校࣭SS住 科学技術人ᮦ育成㔜

点枠事業᥇択校ࡢ連携校ࡢ࡚ࡋ連絡調整ࠊSS住

見学来校者対応等定

յ その他 

筑波大学࣭附属学校連携委員会駒場連携ᑠ委

員会㸦㻣 月 㻝㻜 日䠄木䠅㸧࠾い࡚意見交換ࢆ行ࡗ

定ࠋࡓ 定 定 定 定 定 㸦文責：研究部定 真梶克彦㸧 
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Ⅲ．研究開発の実施内容 

（ⅰ）すべての生徒の探究心や研究意欲を

高める大学研究室体験の実施 
 
ａ．高校２年生筑波大学訪問 
 

１．仮説 

 高等教育機関である大学の教育・研究内容に直

接触れることが、生徒の進路決定に役立つのでは

ないか。また、学問に対する興味・関心を一層高

めることで、現在の学習意欲を増進するのではな

いか。 

２．概要 

筑波大学訪問（2014 年７月 10 日実施、高校 2

年対象）は、本校生徒が第一線で活躍している研

究者と出会い、専門の学問領域に直接触れること

ができるという意味で、高等教育機関の理解・体

験の場となっている。本年度の特長は、次の通り

である。 

①午前・午後を通しての講座であったこと。 

午前だけで終了する講座、午後だけ開講する講

座を極力少なくするよう筑波大学側に要望した結

果、参加した 162 名中 159 名が午前・午後を通し

た一日の講座で、じっくりと研究活動に参加でき

た。また、28 もの講座が開講されたので、数名～

十数名という少人数で講義を聞くことができた。

さらに、講座も「共焦点レーザー顕微鏡を用いた

ショウジョウバエの観察」や「最新の脳神経外科

手術をシミﾕレーターで体験してみよう」など、最

新機器を使ったものが多く、充実した体験ができ

た。 

②教授だけではなく学部生・大学院生との交流も

重視したこと。 

昼食をはさんでの講座が大多数だったため、昼

食を教授や研究室所属の学生・院生と一緒にとる

ことができた。年齢の近い学生・院生から大学や

学生生活に関する話題を聞けることは滅多にない

経験である。また、大学教授から専門や専門外の

話をざっくばらんに聞ける機会もなかなかないも

のである。専門領域の知識の深さはもちろん、研

究者としての造詣の深さを知ることは、人生経験

としてだけではなく、今後の進路決定に大きな影

響を与えたであろう。 

 

 

開講講座一覧 

       講座名 生 徒

数 

１ 多文化接触・多言語コミュニケーシ

ョン 

12 

２ 言語音の生成 ３ 

３ 漫画ワンピースと個人の使命 10 

４ 環境問題を多様な視点から考える ２ 

５ 共焦点レーザー顕微鏡を用いたシ

ョウジョウバエの観察 

３ 

６ イモリの再生 ３ 

７ 墨流しから表面自由エネルギーに

ついて考える 

４ 

８ 乳酸菌で発電が出来るか！？ ５ 

９ 生物の不思議『なんでだろう？』を

化学する 

３ 

10 植物寄生菌の世界 ８ 

11 出アフリカを果たしたホモ・サピエ

ンスは南イランで何をしたか 

６ 

12 いろいろな図形を一刀両断 ６ 

13 面積と体積の達人、アルキメデス ６ 

14 発光性分子を調べる ６ 

15 身近な物・現象を科学の目で見ると 14 

16 テレビよもやま講座 ６ 

17 「選択」の理論 10 

18 明日の東京大震災―それまでとそ

れから― 

５ 

19 医療・福祉における画像処理 ４ 

20 ディジタルマンガをつくってみよ

う！ 

７ 

21 知識や情報の探索（図書館のレファ

レンスサービス） 

５ 

22 iPS 細胞の実用化に向けて ４ 

23 最新の脳神経外科手術をシミユレ

ーターで体験してみよう 

８ 

24 IT 技術とコンピュータ外科学 ９ 

25 臨床経済学の基礎 ４ 

26 遺伝子改変マウス作製の実際 ５ 

27 古代オリンピックを科学する ５ 

28 微生物バイオテクノロジー ２ 
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           最新の機器で実験してみる 

 

３．訪問を終えて－事後アンケートの結果－ 

この大学訪問が生徒の進路決定の参考になった

だろうか、また、学問に対する興味・関心を一層

高め、現在の学習意欲を増進することになったの

だろうか。研究室訪問後に実施したアンケートを

もとに分析してみたい。質問項目と生徒の選択肢

ごとの回答（割合）は、以下のとおりである。 

 

【質問項目と回答割合（％）】 

１．全体評価（最も近いもの１つに○をつける） 

ａ）印象はどうでしたか。 

１ 大変有意義         65.2% 

 ２ どちらかといえば有意義     31.2% 

  ３ やや期待はずれ              9.2% 

  ４ 期待はずれ                  0.7% 

ｂ）筑波大学訪問を今後も続けた方が良いか。 

１ ぜひ続けてほしい      54.7% 

２ できれば続けてほしい       23.3% 

３ どちらでもよい             20.0% 

４ 続ける必要はない            2.0% 

ｃ）受講した分野への関心は高まりましたか。 

  １ 高まった                   47.3% 

  ２ やや高まった               32.0% 

  ３ 変わらない                 20.7% 

  ４ 逆に関心が薄くなった        0% 

ｄ）１－ｃ）で１と２を選択した人に対して。将

来の進路決定の参考になりましたか。 

  １ 参考になった               31.1% 

  ２ 多少は参考になった         45.5% 

  ３ 参考にならなかった         10.1% 

  ４ わからない                 14.3% 

 

２．講座の選択について 

ａ）希望する講座を受講できましたか。 

  １ 希望通りだった                 70.0% 

  ２ ほぼ希望通りだった             16.7% 

  ３ 希望通りではなかった            8.7% 

  ４ 希望する講座がなかった          4.7% 

ｂ）受講した講座は自分が将来進もうとしている

分野の講座でしたか。 

  １ 将来進もうとしている分野だった 10.0% 

  ２ 近い分野だった                 44.0% 

  ３ あまり関係のない分野だった     34.7% 

  ４ まったく関係のない分野だった    11.3% 

 

【分析】  

 自分の進路決定の参考になった（多少は参考に

なった）、という生徒は全体の 76.6％である。ま

た、79.3％の生徒が学問に対する興味・関心が高

まった（やや高まった）と回答している。本校の

生徒は普段から事象を批判的に考えることが多い

ので、この数字は大いにプラスの効果を与えた分

析できる。 

 筑波大訪問を今後も続けた方が良いか、という

問いに「どちらでもよい」とか、「進路決定の参考

にならなかった」と回答した生徒は、第一希望の

講座に入れなかった生徒が多いと予想されるが、

これを裏付ける資料はない。ただ、生徒たちの知

的好奇心を高さから察するに、そうであると信じ

たい。 

 記述式の生徒の感想には、以下のような好評価

の感想が多数みられた。「教授がとても優しかった

し、大学生と食事もさせてくれて、講座以外でも

満足できた」「院生の方々が優しく教えてくれたの

でわかりやすかった」「高校にはない最先端の設備

に触れて感銘を受けた」「肝臓のバーチャルソフト

に技術の高さを感じ、医学の道に進んでみたいと

思った」「実際の手術室を見学できたのは予想外だ

ったが、非常に印象に残った」、など。 

 一方、大学側からのアンケートも「積極的」「好

奇心旺盛でとてもやりやすかった」などの回答を

得た。 

以上を鑑みるに、筑波大学訪問は生徒の進路決

定や学問に対する興味・関心を大いに高めている

といえよう。 

（文責：高校 2 年担任団・早川和彦） 
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ｂ．中学３年生筑波大学訪問 
 

１．仮説 

本プログラムは、大学で行なわれている研究や

学問に触れることで、生徒それぞれの興味・関心

や課題研究への意欲を喚起することを目的として

いる。中学生の段階ではまだ将来の進路に対して

漠然とした考えしか持っていない。高校進学を控

えた時期に大学へ赴いて様々な学問的刺激を受け

ることは、生徒に意識の変化をもたらすと考えら

れる。従って、本プログラムにより、生徒の高校

での学習活動や研究活動に対する意欲をさらに高

めることができると期待できる。 

 

２．概要 

 本訪問は、大学附属の中高一貫校であることを

活かし、2 月 10 日（火）に実施した。本校は連絡

進学であるため中学 3 年生は受験準備をする必要

がなく、生徒には比較的余裕がある時期である。 

 実施に当たっては、筑波大学の全面的な協力の

もと、11 月下旬から依頼を始め、12 月下旬には各

研究室での開講講座を提示していただいた。それ

を受け、なるべく生徒の希望に添う形で受講者数

を調整した。実施当日は、本校から筑波大学まで

は距離があるため、生徒はつくばエクスプレス

（TX）に分乗し、引率教員の誘導を受けつつ大学

の全体講義会場へ集合することとした。 

概要： 

 10:30〜11:00 全体講義「大学とは何か」 

 11:00〜11:10 筑波大学 GFEST 紹介 

 11:20〜12:10 昼食・休憩 

 12:15〜13:15 前半講座（各研究室） 

 13:30〜15:00 後半講座（各研究室） 

2.1 全体講義「大学とは何か」 

 各研究室での講座の前に生徒全員で、筑波大学

アドミッションセンター長の島田康行教授から

「大学とは何か」というテーマで講義を受けた。

また、本年度より始まった高大連携の研究支援プ

ログラム GFEST について、事務局の尾嶋好美氏

より説明を受けた。 

2.2 講座一覧 

 大学側から、理系・文系問わず幅広い分野から

計 35 講座が提示された。生徒の希望を調査して受

講者数を調整したが、残念ながら希望者 0 名の講

座が 1 つ出てしまい、実際には 34 講座が開講され

た。各講座のテーマと受講者数を以下の表に示す。 

テーマ 前 後 計 

「生活文化の地理」 2 3 5 

キャリアとしての法律選択 15  15 

グローバル化の体感～多様な留学生と一

緒に英語プレゼンテーションを体験して

みよう～ 

1  1 

国際貿易論入門：なぜ国々は貿易をする

のか？ 
15  15 

なぜ学ぶのだろう、なぜ進学するのだろ

う 
5  5 

遺伝のシミュレーション 3  3 

細胞の生と死のふしぎ 5  5 

細胞 959 個の生物・1mm の寿命科学 5  5 

見えない光を使ってアイスクリームの融

け具合を測る 
4 4 8 

米の品質を科学する  5 5 

ヒトの乳酸菌、魚の乳酸菌 5  5 

南極の岩石からみた地球の進化 5  5 

アポロニウスの円錐曲線論 4  4 

スーパーコンピュータを見に行こう！ 12 11 23 

未来のエネルギー 地上の太陽への挑戦 13 13 26 

発光性分子を調べる 5 3 8 

環境物質に対する生体の防御応答戦略 9  9 

災害時の心のケアについて 3  3 

幹細胞研究とその応用 9 7 16 

明日から使えるテーピング  5 5 

仮設住宅におけるコミュニティー強化に

ついて 
2  2 

シティズンシップ教育  6 6 

ムシを使った研究からヒトを理解する  4 4 

バイオリファイナリーと微生物  4 4 

森や草原での生物多様性の見方・調べ方  5 5 

微生物燃料電池の話 ‐微生物が電気を

作る‐ 
 4 4 

Arthropod Vectors of Disease （開講せず） 

発光ダイオードとは何か  13 13 

多項式と場合の数  4 4 

ビッグデータの情報科学  8 8 

テクニカルコミュニケーション  2 2 

iPS 細胞の実用化に向けて  4 4 

生活習慣病の分子生物学  3 3 

肝臓バーチャル手術体験  6 6 

環境を再生する建築デザイン  8 8 

※前＝前半講座、後＝後半講座、計＝のべ人数 
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2.3 研究室訪問  

 各研究室の講座では、生徒１名〜15 名をそれぞ

れ受け入れていただいた。内容は講座担当教員に

一任されており、大学の研究施設や実験室の見学

を始め、教員による少人数での講義、学部生や院

生による研究発表、野外実習、実験体験など様々

な形式で実施された。医学系の講座の中には附属

病院内での訓練施設を用いた実習や、マウス解剖

実習を含むものもあった。各講座 75 分であったが、

後半のみ実施された講座では 30 分以上延長して

熱心にご指導下さった先生もいた。 

 

 

３．検証 

生徒に対して事後アンケートを実施し、本プロ

グラムの有効性を検証した。質問項目は、「講座内

容は興味深く面白いものであったか？」について

選択式とし、「前半講座の感想」「後半講座の感想」

「全体講演の感想、その他気がついたこと」の３

点については自由記述式とした。 

質問「講座内容は興味深く面白いものであった

か？」に対して、９割以上の生徒が「大いにそう

思う」「そう思う」と回答した。各講座の感想には

「難しい内容ではあったが、分かりやすく解説し

てもらえた」「線虫が我々の暮らしを支えることに

なるかもしれないと知り、驚いた」と講座内容に

よって知的好奇心が満たされたことや、「iPS 細胞

や ES 細胞に興味がわいた」「これまであまり興味

のなかった分野だったが、最新の技術などを聞い

て興味深い内容だった」といったように新たな学

問的興味を抱いた生徒も多数おり、本プログラム

によって生徒の興味・関心が喚起されたと言える。 

講座内容以外にも、「担当の先生が凄まじい人だ

った」「全力で仕事をした時にはそれなりの達成感

を得られると感じた」「先生の南極調査の話が色々

聞けた」と大学教員の研究者としての姿に感銘を

受けたり、「大学の研究がどのようなものか初めて

知った」「実際の実験室を見ることができて興味深

かった」など、研究そのものへの関心が高まった

りしたことが伺えた。さらに「自分の将来に役立

つ内容だったと思う」「医者志望の自分にとって良

い体験ができた」といった記述も見られ、本プロ

フラムが生徒のキャリア形成に対する意識付けの

一助となりうることを期待させる。 

研究室訪問の前に全体講義をしていただいたこ

とも功を奏している。生徒の感想には「学生と生

徒の違いは勉強に対するあり方を考えさせられる

ものだった」「大学進学に向けての意識が高まっ

た」など、意識の変化を自覚する記述が見られた。

本プログラムによって、近く始まることになる生

徒の高校における学習活動や研究活動が、より自

活的かつ意欲的なものとなるであろう。 

（文責：中学 3 年担任団・宇田川麻由） 

講座「森や草原での生物多様性の見方・調べ方」 

講座「多項式と場合の数」 

全体講義「大学とは何か」 
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ｃ．東京医科歯科大学研究室訪問 
１．仮説 

本校の SSH 活動「東京医科歯科大学研究室訪問」

は 2012 年度に始めて今年で 3 年目になる。それ以

前から筑波大学との連携はあったが、本校 OB の

東京医科歯科大学古川哲史教授から、同大学の高

大連携プログラムとの協力で、医科歯科大学見学

と実習の機会をいただいたことがきっかけである。

本校生に医学進学希望の生徒は多数おり、医学研

究及び臨床の現場を見学できることは、社会に貢

献する医師の使命を知り、探究心や研究意欲を高

めると考えられる。  

２．方法･内容 

本プログラムは 2014 年 12 月 17 日（水）に実施

した。高校 1 年生と 2 年生計 17 名が、基礎実験コ

ースと臨床コースに参加した。 

東京医科歯科大学側からは、たくさんの本校

OB 医師の協力も得て、次のようなプログラムを

ご提示いただいた。 

A 基礎実験コース（①②③とも 3 名ずつ） 

①「再生医療とバイオマテリアル」（岸田晶夫教授） 

1. 座学：再生医療とバイオマテリアルの概説 

2. 座学：脱細胞化組織の説明 

3. 実習：ブタ心臓の解剖と組織取得 

4. 実習：界面活性剤を用いた脱細胞化 

5. 実習：生体組織と人工材料の違い 

②「ヒトゲノム解析の体験学習」(岡田随象准教授) 

世界中の人々から集められたヒトゲノムデータ

をインターネット上で手に入れて、ヒトゲノム配

列の個人差を使った出身地域の推定や病気の原因

遺伝子探し、新しい治療薬の発見など、実際のヒ

トゲノム解析を体験してみる。 

③「モデルマウス、iPS 由来心筋細胞、ゲノム情

報を用いた心臓研究」(古川哲史教授) 

分子レベルで発症原因が分かっている疾患は

4000 以上に及ぶが、その中で治療法が確立してい

る疾患は 250 程度しかない。そのため、モデルマ

ウスや iPS 由来分化細胞、ゲノム情報を用いて治

療法の確立の研究が行われている。心疾患に対し

て行われている疾患研究を体験学習する。 

B 臨床コース 4名ずつ 2班に編成 

①オリエンテーション（北川先生、太田潤先生 

②スキルスラボ臨床実習見学（MDタワー地下 1階

スキルスラボ）（東田修二先生） 

講義・ガイダンス後に実習。医療手技体験として

採血・静脈内注射実習。 

③診療科見学（小児科病棟）（山下基先生） 

筑波大学附属駒場高校出身医師による外来・病棟

見学（シャドーイング）。 

④診療科見学（ER、ICU、手術室）（山下基先生・

村田希吉先生・大森敬文先生・田中直文先生） 

 ER・ICU の現場での見学・講義。現在の救急医

療の現状と AED の重要性についてご指導いただい

た。手術室では実際に行われている最中の手術の

モニターを見ながらの講義・指導。 

⑤学生生活について 

 本校 OB の学部生によるレクチャー 

 M6 東 「臨床実習について」 

 M5 太田「プロセメと海外留学」 

 M3 久保木「学部での授業と実習について」 

 M2 八尾「今日での授業・生活、部活について」 

⑥自由討論 筑駒生と卒業生 

基礎コースと合流し、筑駒生と卒業生で自由

に対談を行う。 

３．検証 

筑波大学訪問でも筑波大学医学部にいろいろと

ご協力はいただいているが、地理的に近く、多く

の生徒が進学先とする東京医科歯科大学ともこう

したプログラムが実施できることは、非常に価値

が高い。特に臨床現場体験では、ER（救急救命室）

や ICU（集中治療室）、オペ室にまで入室させても

らい、普通では見られない医療現場を体験できた。 

参加生徒にアンケートを行い、感想には次のよ

うなものがあった。「iPS 細胞の心筋を見られたの

は本当にうれしかった」「働いている人、患者さん

のいる中、見学できたのは良い経験になったし、

衝撃を受けた」研究室訪問により生徒の探究心や

研究意欲を高めることができたと考えられる。医

科歯科大学の先生方のご尽力に感謝を申し上げた

い。       （文責：研究部・更科元子） 
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 (ⅱ)意欲の高い生徒のためのグローバ

ル・サイエンティストを目指す「課題

研究」等のプログラム研究と実施 
 
ａ．SSH 生徒研究発表会 
１．仮説 

 生徒にとって、研究を見知らぬ人の前で発表す

るという機会はそれほど多くない。研究内容およ

び発信力の向上を期待して、 意欲の高い生徒を全

国 SSH 生徒研究発表会に派遣した。 

２．方法 

2.1 プログラムの内容 

日時：2014 年 8月 6日（水）～7日（木） 

場所：パシフィコ横浜 国立大ホール 

概要：・稲葉カヨ先生講演 

（京都大学副学長・男女共同参画推進センター

長・生命科学研究科教授） 

「免疫応答の司令塔-樹状細胞-」 

・ポスター発表・代表発表校選出、講評 

・代表校による口頭発表，ポスター発表 

・研究者ミニライブ講演・表彰、全体講評、閉会 

参加校：全国の SSH 指定校，海外招聘校 

2.2 参加生徒の活動 

本校生徒１名（３年）がポスター発表「柔軟な

多面体に関する研究」を行い、奨励賞を受賞した。

他に、生徒６名が参加した。 

３．検証 

 参加校の研究の内容、発表のテクニックや手法

について、とても参考になり、今後の研究のレベ

ルアップに大いに役立つものと思われる。また、

ポスター発表と同時進行で行われたアピールタイ

ムでは，短い時間に凝縮されたプレゼンテーショ

ンにより、効率よく研究内容について情報収集で

き、また発表することができた。 

ｂ．東京都指定校合同発表会 
１．仮説 

このプログラムは、東京都からの提案を受けて

2008 年度から実施され、７年目を迎えた。１校あ

たりの参加生徒数もが多く、交流の広がる効果が

期待できる。 

２．方法 

2.1 プログラムの内容 

日時：2014 年 12 月 23 日（火）10:00～16:15 

場所：玉川学園 

概要：開会式、口頭発表、分科会（第 1・第 2・第

3会場）、ポスター発表、閉会式・講評 

参加校：都内 SSH 指定校 13 校 

2.2 参加生徒の活動 

 生徒１３名が

参加し、発表を行

った。 

(1)口頭発表「タナ

ゴの属間雑種の作

出」（２年） 

(2)ポスター発表 

 分野 タイトル 学年 

① 数 防犯カメラの設置問題 ２ 

② 生 ショウジョウバエの遺伝子分析 ２ 

③ 数 特殊な漸化式が魅せるもの ２ 

④ 地 ”超地震都市” 東京 ２ 

⑤ 一般 ハモって…る？ ２ 

⑥ 化 EBT 指示薬の色調変化の改善 ２ 

⑦ 生 父島における植生の垂直的変化 １ 

 ポスター発表時間は三等分（A～Cグループ）さ

れ、発表者がポスター前で待機しなければならな

い時間を 1時間弱としたため、個人発表の生徒も

残りの時間で他校の生徒の発表を見ることができ

た。開会式・閉会式でも話があったが、このよう

な場では発表だけでなく、質問し交流し刺激しあ

うことに意義がある。口頭発表会場で挙手をして

質問する本校生徒もおり、成果を実感じた。 

３．検証 

本校で毎年実施している台湾台中一中での研

究発表に引き続いて発表をおこなう生徒が多か

った。それぞれの発表会は英語発表と日本語発表

という違いはあるが、成果のまとめや見直しの機

会としての機能を果たし、大変有益なものとなっ

ている。    （文責：研究部・更科元子） 

- 12 -



 

 

ｃ．テーマ研究発表会 
 

１．仮説 

本校では平成 17 年度より，高校３年生全員を対

象とする総合的な学習の時間「テーマ研究」（卒業

研究）を開講している。その成果を発信する「研

究発表会」は，平成 19 年度から始めて今年が８年

目となった。SSH 研究開発計画のなかでは，「意欲

の高い生徒のためのグローバル・サイエンティス

トを目指す『課題研究』等のプログラム研究と実

施」に位置づいているものである。 

仮説として，本発表会を通して，以下の効果が

期待できると考える。 

・高校３年生の発表生徒が，発表会までの準備，

当日の発表と質疑応答を通して，他者に自らの研

究内容を正しく，わかりやすく発信する能力を身

に付ける。 

・高校３年生の参観生徒は，友人の研究成果を知

り，たがいの研究の良さと課題を発見する能力を

身に付ける。 

・高校２年生以下の参加生徒は，先輩の発表を通

して，研究内容やプレゼンテーションの仕方を学

ぶとともに，将来にわたる目標意識を明確にする。 

 

２．発表会の概要  

2.1 準備 

高校３年生の学年担任を中心に，各テーマ研究

講座の担当教員に発表者の推薦を依頼し，6 件の

口頭発表（発表者 11 名）が集まった。 

 

1 
キノリノール錯体と 

フェノール会合体についての研究 
化学 

2 なぜ，乗馬に体幹なのか 
保健 

体育 

3 柔軟な多面体に関する研究 数学 

4 
多摩川の中〜下流域における 

植生の比較 
生物 

5 1+i 進法にみる渦巻きフラクタル 数学 

6 漫画における音喩の働き 国語 

 

 当日の進行や準備を円滑にするため，SSH プ

ログラムへの参加経験のある生徒たちを中心とし

て当日の運営を行う生徒組織をつくり，司会・進

行や発表どうしの調整は生徒の手によって進める

形をとった。 

 外部の方から講評・助言をいただくことにより，

発表会の内容をより充実させることを目指し，本

校 SSH 運営指導委員である真船文隆教授（東京大

学大学院）に助言者を依頼した。 

 

2.2 当日 

・日時：2014 年 7 月 9 日（水） 13:00～16:00 

発表会の案内は，本校生徒だけでなく，JST を

通じて本校外にも配布された。結果，外部の参加

者を含み，発表ごとの集計で延べ 110 名（1 発表

あたり約 20 名）の参加があった。 

発表者には，当日の早めの時間で，内容と時間

配分の確認を行った。生徒の発表は，具体物を用

いたり，発表スライドに工夫を凝らしたり，概し

て参加者を飽きさせない質の高いものであった。

昨年度の反省も踏まえ，発表時間は質疑応答を含

めて 25 分を確保した。その結果，質疑応答の内

容も，十分に充実したものであったといえる。 

 

３．検証 

 参加者に（発表者も含めて）アンケートを取り，

以下のような結果を得た。（抜粋） 

・全員発表慣れしていて、詰まらず話せていたの

はすごいと思う。質問の返しも事故っていない 

・フラクタルってきれいだなと思いました。音喩、

盛り上がってよかったです。 

・生物はあまり興味がなかったが、とても面白い

内容でわかりやすく興味を持てた。 

・ちょうど授業で学んだ知識を使うことで理解す

ることができ、非常に参考になった。 

・難しい発表も多かったが、面白かった。どれも

地道な研究をしてきたり、よい発想によって生ま

れたものだと思う。 

 運営については，発表の時間が適切であったと

いう意見の一方で，中１や高１でもっと生徒に来

てほしい（参加を呼びかけたい）という意見や，

発表の調整準備にもう少し時間がほしいという発

表者の感想もあり，これらは次年度へ向けての課

題としたい。 

（文責：高校 3 年担任・須藤） 
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ｄ．マス・フェスタ（数学生徒研究発表会） 

1．仮説 

「マス・フェスタ（全国数学生徒研究発表会）」

は、SSH 校である大阪府立大手前高等学校が毎年

実施しているもので、今回が 6 回目である。数学

に興味・関心をもつ高校生たちが全国より集まる

ことで、互いの研究発表を通して交流し、研究を

深めていくことができる。本校も昨年度に続き代

表生徒 2 名とともに参加した。 

2．実施の概要 

日時：2014 年 8 月 23 日（土）9:30～16:00 

会場：エルおおさか（大阪市中央区） 

3. 本校からの研究発表 

高 2ゼミナール高 2生徒 2名が口頭発表とポス

ター発表を行った。 

『防犯カメラの設置問題』（口頭・ポスター） 

『特殊な漸化式の魅せるもの』（ポスター） 

 

 

4．検証 

今回の参加者 2 名はいずれも高 2 ゼミナール受

講者で、日頃教室で仲間に研究を発表している生

徒である。大好きな数学を通して全国からの参加

者とすぐに打ち解け、数学の課題研究を行う者同

士、仲間意識を高めたようであった。また、発表

時の指導・助言をもとにして、今後の研究をどう

進めたらよいかのヒントが得られたようで、２学

期以降の本校での活動で研究をさらに発展させる

ことができ、本校で取り組む台湾の台中での研究

発表（12 月）にも参加できた。大阪開催というこ

とで前泊し、発表時間まで熱心に準備をする姿に

熱意を実感した。また、口頭発表に対する質問に

も積極的に挙手をして取り組み、成果が上がった

と考えている。 

 

e. 高校生による MIMS 現象数理学研究発表会 

1.仮説 

 「高校生による MIMS 現象数理学研究発表会」

は，明治大学先端数理科学インスティテュート

（MIMS）現象数理学研究拠点（CMMA）の主催で

行われ，「身の回りの現象を数理の目で見る！」と

いうテーマのもとに，全国の高校生が研究発表を

行うものである。今年が 4 回目の開催であり，本

校は第 1 回から毎年参加している。現象を数学で

解明する活動を通して，参加生徒が数学への興

味・関心をさらに高めることが期待できる。 

2.実施の概要 

日時：10 月 12 日（日） 10:00～16:30 

会場：明治大学中野キャンパス低層棟 5 階ホール 

内容：高校生が集まり，現象数理学に関する自主

研究について，口頭発表・ポスター発表を行った。

中央大学藤田岳彦教授を審査委員長とする，大学

教員による審査が行われ，優秀な発表が数件表彰

される。 

3.本校からの研究発表 

本校からは 3 名の高 2 生徒が参加し，口頭発表

とポスター発表に取り組んだ。 

・口頭発表「重心で見る関数と立体」 

・ポスター発表「あみだくじの不公平性」 

審査の結果，「あみだくじの不公平性」が審査員

特別賞として表彰された。 

4.検証 

 この発表会の参加者も高 2 ゼミナールのメンバ

ーであるが、最先端で現象数理学の研究を行って

いる大学教員に直接研究の成果を見ていただき、

大いに刺激になった様子であった。明確な目標を

持って数学を応用している研究が多く，数学の応

用範囲の広さが感じられた。 

（文責：数学科 更科元子） 
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f．小笠原父島自然観察実習 
 

１．仮説 

本研修は横浜市立横浜サイエンスフロンティア

高等学校（以下 YSFH）のコア SSH プログラムと

して行われ、「探求活動のテーマを生物進化や環境

と生態系を生き物から考察できる小笠原父島で実

践し、研究成果・リテラシーを高め、国内連携校

との共同研究等に結び付けていくこと」を目的と

している。本校は第 1 回から参加しており、今年

度で 3 回目となる。課題研究において、野外調査

は生徒の自主的な研究活動や体験活動となりうる。

本実習に生徒を派遣し、その効果を検証した。 

 

２．方法 

2.1 プログラムの内容 

日時：2014 年 8 月 12 日（火）〜18 日（月） 

場所：小笠原諸島 父島、南島 

概要：  

 8 月 12 日 10：00 東京竹芝桟橋出港 

 8 月 13 日 11：30 父島到着 

      小笠原ビジターセンター見学 

      小港海岸の合同植生調査 

 8 月 14 日 小笠原海洋センター見学 

      各校別調査（中山峠植生調査） 

 8 月 15 日 旭山にて踏査活動 

      長崎〜釣浜遊歩道にて合同植生調査 

 8 月 16 日 各校別調査（旭山植生調査） 

 8 月 17 日 南島にて踏査活動 

      14：00 父島出港 

 8 月 18 日 15：30 東京竹芝桟橋到着 

参加校： 

 YSFH（生徒 3 名、教員 1 名）、東京都立戸山高

等学校（生徒 2 名、教員 1 名）東京工業大学附属

科学技術高等学校（生徒 2 名、教員 1 名）市川学

園市川高等学校（生徒 2 名、教員 1 名）筑波大学

附属駒場高等学校（高１生徒 2 名、教員 1 名） 

 

2.2 参加生徒の活動 

(1)合同植生調査、旭山、南島での踏査活動 

 昨年に引き続き海岸林と乾性低木林の合同植生

調査を全員で実施し、遊歩道沿いの植物種、位置、

高さを記録した。 

 自然保護区域である旭山と南島は、現地ガイド

の方に小笠原固有の貴重な動植物や戦跡などを教

わりながら踏査を行った。 

 (2)小笠原海洋センター見学 

 アオウミガメ保護活動をしている NPO の方か

ら講義と保護活動体験の指導を受けた。保護され

た卵を砂に埋める埋卵作業をした後、１歳の稚ウ

ミガメの甲羅磨き、個体標識タグ取り付け作業を

行い、海への放流を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜放流前のウミガメの甲羅磨き＞ 

(3)各校別調査 

 各校別調査では、標高差による小笠原特有の植

生変化をテーマとし、２ケ所の自然保護区域の植

生調査と乾燥環境による植物の矮小化を調査した。

小笠原の固有種２種と共通種１種について、明ら

かな矮小化傾向を見いだすことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

＜矮小化した固有種の葉のサイズを測る＞ 

３．検証 

生徒は小笠原独自の貴重な自然生態系を体感し、

熱心に学んでいた。他校の生徒の研究態度も大い

に刺激になったようである。共同研究という形で

昨年度に続き合同植生調査を行うことができたこ

とや、各校別調査での研究活動で調査場所選定や

用具の準備などが整い、YSFH 主催の研究発表会

にて発表したことで、一定の成果を挙げることが

できたと言える。本研修が今後継続すれば、前年

を踏襲する形でさらに課題研究を発展させること

ができるのではないだろうか。 

（文責：生物科 宇田川麻由） 
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ｇ．「理科課題研究」実施に向けた高大連

携とカリキュラムの検討 
 

１．仮説 

今年度より実施される「理科課題研究」（自由選

択科目）では、意欲の高い生徒の研究活動を支援

するために、大学やその他の研究機関、他高校と

の連携を視野にいれた新しい取り組みを模索して

いる。今年度は、これまでの情報収集や実施に向

けた準備を踏まえて、「ゼミナール」（高 2 総合学

習）の前倒し実施を行い、夏休みには「理科課題

研究」が開始できるようにした。また、筑波大学

で実施されている、未来の科学者育成プロジェク

ト事業「高校生科学体験教室」（茨城県主催）への

本校生徒の参加を試みた。これらの取り組みによ

り、「課題研究」に必要な基礎知識や技術を身につ

けるとともに、研究へのモチベーションが高まる

ものと期待できる。 

 

２．方法（概要） 

2.1 「ゼミナール」と「理科課題研究」の接続 

これまで、主体的な研究や対外的な発表を行う

生徒の活動の受け皿となっていた「テーマ研究」

（高3総合学習）の廃止に伴い、生徒の研究内容

の水準を維持・向上させるために、「理科課題研究

」を設定した。「理科課題研究」では、「ゼミナー

ル」で学んだ内容を、継続的かつ主体的に発展さ

せるなどして研究を行い、時間数や報告書提出等

の一定基準を満たした生徒に対して、単位を認定

する。これまで、対外的あるいは校内において発

表を行ってきた生徒の研究水準は、おおむねこの

レベルに達しているので、研究の成果を単位とし

て認め、研究を奨励するねらいである。 

一方、今年度より、「ゼミナール」の開始を 5

月下旬に早め、1 学期中の授業回数を 1 回増加さ

せ、3 回とした。研究意欲があり対外的な研究発

表プログラムに参加を希望する生徒は、夏休みま

でに「ゼミナール」等での学習を通じて研究テー

マを設定し、本校教員や大学等の研究者の指導を

受けながら「理科課題研究」に取り組める。 

 

2.2 筑波大学との連携による「理科課題研究」

の実施 

「高校生科学体験教室」は、茨城県の高校生を

対象に、夏休みの 3 日間、筑波大学の理系研究室

で実施されており、これまで 5 年の実績を持つ。

そのうち、ナノ金属材料研究室（谷本久典准教授）

の講座に本校生徒 1 名が、初めて参加した。内容

は、アモルファス金属の薄膜をつくり、その性質

を調べるもので、最終日には研究結果についての

発表と討論が行われた。以下、参加生徒の感想で

ある。 

「研究室で行われている実験も、その根底にあ

る理論は高校範囲の法則を使っているものも多く、

高校で学ぶことを実際に大学の研究でも利用し発

展させていることがわかり、自分の抱いていたイ

メージとは違ったので面白かった。（中略）その一

方で、大学ではそういった既存の原則や法則があ

てはまらないような事象を研究しているというこ

ともわかった。（以下略）」 

また、筑波大学では、今年度よりGFEST(Global 

Future Expert in Science and Technology)とい

うプログラムを立ち上げ、高校生の自主的な研究

活動等を支援している。本校からは 6 名の生徒が

参加しており、大学と連携した「理科課題研究」

の取り組みを進めている。 

 

３．検証（まとめ） 

3.1 「ゼミナール」と「理科課題研究」の接続 

「ゼミナール」の前倒しは、特に問題なく実施

されている。また、種々の研究発表プログラムに

参加する生徒の選考は、主として夏休み前に行わ

れており、研究のモチベーションを高めるととも

に、この時期を起点として、「ゼミナール」と並行

しながら「理科課題研究」が進められている。早

めの研究テーマ設定を生かし、研究活動の進行状

況などを把握しながら、生徒の研究意欲を引きだ

し研究の質の向上につなげることが課題である。 

 

3.2 筑波大学との連携による「理科課題研究」

実施 

「高校生科学体験教室」に参加した生徒は、大

学での研究を実際に体験して、高校の学習とのつ

ながりや大学での研究の視点に気づき、大きな収

穫を得たようである。また、この生徒は、GFEST

にも参加しており、現在は、本校と筑波大学で連

携を図りながら研究を支援している。 

今後は、このような例を増やしながら、様々な

パターンで「理科課題研究」を実施し、大学等と

の有効な連携関係について検討を進めていきたい。 

（文責：理科・梶山正明） 
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（ⅲ）科学者・技術者としての研究活動に

必要な情報収集能力・メディア活用能

力の育成 

 

ａ．SSHシリーズセミナー 

「メディア虎の穴」 

 

１. 仮説 

技芸科では、SSHシリーズセミナー「メディア

虎の穴」を構築して、生徒の研究・発表に必要な

情報検索やプレゼンテーションスキルを涵養す

ることを目標とした。このようなスキルを涵養す

ることが、「豊かな教養と探究心あふれるグロー

バル・サイエンティスト」の育成に有用だと考え

るからである。 

3年次である今年度はシリーズセミナーの第 1

期後半と第 2期前半を実施した。その過程を報告

する。あわせて、第 1期終了後に寄せられた生徒

の講座への評価を紹介する。 

 

２. 方法 

2.1 第 1期実施計画 

第 1 期の受講期間は、2013 年 11 月開始・2014

年 7 月終了で実施した。 

実施計画は、表１のとおりである。 

 

講師陣は、プレゼンテーションに関しては、日

本マイクロソフト株式会社の冨沢高明氏（法務・

政策企画統括本部技術政策部長）にご協力いただ

き同社から講師派遣の協力をいただいている (講

義 0,2,4-1,4-3,5,8)。 

また、研究計画の立て方やポスター発表などは、

他 SSH 実施校での指導実績のある酒井聡樹氏(東

北大学大学院准教授、講義 6)、クラウド上での研

究コラボレーションに関してはシステム開発に長

けた杉田和久氏(有限会社テックステート、講義

1)の協力を得た。 

本校内からは学校図書館スタッフの加藤志保氏

(研究員、講義 3)、技芸科の小宮一浩(音楽、講義

4-2)と土井宏之(美術、講義 4-2)が講師を務め、全

体調整は渡邉(技術、情報)と植村が担当している。 

その他、受講環境などは昨年度までに構築した

ものを利用した（昨年度の報告書参照）。 

 

2.2 講座の様子(第 1期後半、一部講座のみ) 

番号は講座番号である。 

⑥これからポスター発表をする高校生のために 

(2014/04/23) 

大学での研究指導に

長けた酒井氏が「わか

りやすいポスターの作

り方」の他、それに先

立つ「序論の書き方」

「わかりやすい研究発表のために心がけるこ

と」も講義された。「研究テーマとその意義づけ」

という事前課題が出され、講義後にはその練り

直しが課された。 

生徒：「自分の興味」を「聴衆の興味」にする、

という視点から書くべきことが明かされていく

過程はとても納得がいくものでした。実例がで

てきたのも良かったです。また、ポスター（な

ど）での見せ方の技術も、シンプルながら確実

な効果を感じます。 

⑦判例から見る著作権法(2014/05/31) 

本校 OB で企業

の法務担当である

小崎和隆氏(グリ

ー)が「知的財産権

概論」、「著作物の

定義」「引用のルー

ル」などを、判例を交えながら講義された。質

疑応答に多くの時間が割かれた。 

生徒：今まで、アバウトなことしか知らず、「ま

だ教育目的だから大丈夫だ」とたかをくくって
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いたので、今回が著作権分野についての初の学

習でした。 

⑧オンライン・プレゼンテーション実習 

(2014/07/06,09) 

高橋忍氏(MS) 

が昨今注目を集め

る配信を前提とし

たプレゼンテーシ

ョンについて、通

常のプレゼンテー

ションとの違いや注意点を講義され、個人やグル

ープでの製作を指導された。 

 

2.3 受講者への講座への評価 

第 1 期終了後、受講者全員にアンケートを実施

した(n=16)。結果のごく一部を紹介する。 

5(高まった) 4 3 2 1(高まらず) 

12 4 0 0 0 

表 2 受講後のプレゼン全般への知識・理解 

5(満足) 4 3 2 1(不満) 

13 3 0 0 0 

表 3 シリーズ全体の満足度 

受講生からは好意的な評価を得たが、講座構成

について、いくつかの要望が出された（次項）。 

 

2.4 第 2期実施計画 

受講生評価や講師からの意見を入れ、各回での

口頭発表の機会を増加させるよう計画を変更した。 

 

 

2.5 講座の様子(第 2期前半、一部講座のみ) 

番号は講座番号である。 

①クラウドを利用した研究スタイル

(2014/12/06,15) 

杉田氏がクラウド環境(Office365 の

SharePoint チームサイト)の利用法、クラウド

とノートアプリ(OneNote)を利用したコラボレ

ーション方法、ファイル共有方法、掲示板での

意見交換などを指導した。また、コミュニケー

ションツール Lync を用いたリアルタイムチャ

ットや画面共有などを体験した。 

③学術情報の探し方(2014/12/12) 

本校図書館司書の加藤研究員が、調べる手順、

調べる手段と情報の種類、調べた情報の整理の

仕方などの講義と、学校図書館や Web を使用し

た実際の調査演習を指導した。検索には、筑波

大学の「教育の高度情報化推進事業」によって

導入された「筑駒研究情報検索システム」を利

用し、筑波大学図書館の豊富な書誌情報に校内

からアクセスできることを体験した。 

生徒：今回は調べ方についてということだった

ので、過去に使ったことのあるものばかりかな

とも思ったのですが、論文の活用や統計資料な

どの探し方は今までやっていた Google で見つ

ける探し方よりも効率的で勉強になりました。 

３. 検証 

第 4 年次も継続して表 2に掲げた計画を実施し、

受講者・講師へのアンケートや、受講者の研究発

表の様子を追跡することで、講座内容の検証を行

い、改善につなげる。 

なお、第 1 期受講生の一人が、自らの研究のポ

スターセッションにより、「横浜サイエンスフロン

ティア国際科学フォーラム」(ysfFIRST)の 2014

年度の ysfFIRST Awardを受賞することができた

ことを付記しておく。 

（文責：家庭科・情報科 植村徹） 
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（ⅳ）国際交流や学会発表の場で通用する

英語プレゼンテーション能力の育成 

 

ａ．外部講師を活用したプレゼンテーショ

ン指導 

 

１．仮説 

本校生徒は理科や数学などで高い能力を示して

いるが、各種研究発表でそれらを発揮するには、

英語の力と効果的にわかりやすく伝える力の二つ

がさらに必要である。この内の後者を、専門家に

よる指導を受けることで、技術と自信の両面でさ

らに伸ばすことができると考えられる。対象学年

や目的に応じてプログラムの細部を変えることで、

それぞれに応じた効果が期待できる。 

 

２．方法 

今年度も Gary Vierheller, Sachiyo Vierheller 両氏

の協力を得て、第１回（7 月 5 日／中３以上希望

生徒対象）、第２回（12 月 6 日／台湾派遣生徒対

象）、第３回（3 月 14 日／中１・中２希望生徒対

象）の３回実施した。生徒は数人のグループに分

かれ、ワークシートに基づいてスクリプトをその

場で作成し、聴衆を引き付けるためのさまざまな

スキル、スピーチをする際の声の強弱、イントネ

ーション、アイコンタクト、身振りなどについて、

実際発表をしながら指導を受けた。台湾派遣生徒

対象のリハーサルでは、１チームずつ発表（の一

部）を行い、話し方やパワーポイントの構成に関

する指導を受け、最後に全体的な注意点を挙げて

いただいた。第３回の中学生対象の回では、春休

みに釜山国際高校に派遣予定の高校生がグループ

リーダーとして中学生のヘルプに入り、ワークシ

ョップ終了後に彼らも自分たちの発表についての

指導を受けた。 

 また、昨年度より本校で始まった「イングリッ

シュルーム」で指導役を務める、東京大学大学院

留学生の外国人にも依頼し、台中一中・釜山国際

高校派遣生徒の原稿チェックやスピーチ練習の指

導を受けた。 

 

３．検証 

今年度で４年目の試みになるが、アンケートな

どから見ると、初めて経験する生徒へのインパク

トが非常に大きい。これは、普段行わない訓練に

関する指導について生徒は高い関心を示し、また

その効果も高いからであると思われる。また、海

外派遣生徒へのアンケートでも大いに役立ったと

いう意見が多かった。海外派遣生徒だけでなく、

参加した全ての生徒がプレゼンテーションのコツ

をつかみ、自信を持って行うための良いきっかけ

になっていると言える。今後も継続的に行うこと

で、さらに多くの生徒が人前で自信を持って英語

で伝えられるようになることが望まれる。 

（文責：英語科・山田忠弘） 
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ｂ．台湾国立台中第一高級中学との交流 

 

１．仮説 

2009 年に始まった国立台中第一高級中学との

研究交流も、今年で６回目を迎える。英語科とし

て発表指導のノウハウを蓄積してきた。 

今年度は12月 9日～12月 14日の６日間で台湾

を訪問した。参加人数は高校１年生４名、高校２

年生 12名である。高２生のうち１名は昨年度も参

加した生徒で、全体のリーダーとして活躍してく

れた。ここでは台中第一高級中学校での２日間の

研究交流訪問について取り上げることとする。 

今年度は、国際的な場面でよりよいプレゼンが

できるようになるために以下の要素が有効である、

と仮説をたて指導にあたった。 

①プレゼンテーション指導：３年前より、専門家

によるプレゼン指導を導入し、一定の成果を上

げている。昨年度より、これに加えてイングリ

ッシュ・ルームプロジェクトの講師にも同様の

指導を受けることとした。複数回に渡る指導で

生徒は自ら工夫を重ねて成長を実感することが

でき、本番での自信も深まることが期待できる。 

②評価票：２年前からの試みで、発表テーマの妥

当性、発表のわかりやすさなどについて５段階

評価する評価票を双方の生徒に配布し、それぞ

れの発表について相互評価を行った。発表会中

の質疑応答以外でも多くのフィードバックが得

られ、有益だと思われる。 

③理数系の協同授業：初年度より、訪問初日には

双方の生徒が一緒になんらかの授業を受けてき

たが、その内容が理科・数学でしかも協力しあ

って活動をするタイプのものが、生徒間の結び

つきを深め、２日目の研究交流に良い影響を与

えることが期待できる。 

以上３点を仮説とし、実際の交流を振り返って検

証したい。 

 

２．方法 

2.1 交流第 1日目(12 月 10 日)： 

授業参加と学校生活・文化交流 

台中一中訪問の初日、到着後の歓迎セレモニー

に続いて、２つの授業に参加した。午前は数学で、

プログラミングされた折り紙を実際に作ってみる

というものだった。台中と本校の生徒が混合でグ

ループを作り、難しい折り紙に楽しそうに取り組

んでいた。続く昼休みは２時間と長めに設定され

ており、授業を一緒に受けた生徒とともに昼食を

取り、その後バレーボールの対抗戦で汗を流した。

午後は実験が中心の物理の授業で、ここでも台中

と本校の生徒が混ざりあってグループを作り、Ｌ

ＥＤを使った回路作りに頭をひねった。その後、

講堂に移り、互いの学校紹介、台中一中の生徒に

よるハーモニカの演奏などが行われた。 

授業の使用言語は英語だったが、どちらも体験

型で協同作業が中心であったため意思の疎通に問

題はなく、生徒同士の絆を深められた。 

 

＜数学の授業＞ 

 

＜物理の授業＞ 

 

2.2 交流第２日目(12 月 12 日)：研究発表会 

二日目は学術研究発表による交流である。発表

前夜まで、生徒はあらゆる時間を使ってより良い

プレゼンを目指し準備を続けた。プロジェクター

のあるホテルの会議室を２時間借り、落ち着いて

リハーサルに集中できるようにしたところ、生徒

同士で話し方やスライドの使い方に関してアドバ
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イスを出し合っており、専門家によるプレゼン指

導の内容がよく身についていることがうかがわれ

た。 

本校の発表内容については、例年発表要旨（１

チーム A4英文２ページ）をまとめた冊子を用意し

ているが、今年は台中側も同じ様式の冊子を作っ

ていてくれた。発表本数は筑駒が７本、台中一中

が６本だった。 

 

＜数学の発表＞ 

 

＜休憩時間での交流＞ 

 今年度の交流会の特徴は、発表後の質疑応答が

非常に盛んだったことだ。本校生徒も台中一中の

生徒もよく質問をした。また、休憩時間にも、お

互いの発表についてより深く話し合っている姿が

見られた。 

これは、２日間とも同じ生徒たちと一緒に活動

しており、初日の協同作業を通じて生徒が仲良く

なっていたことや、事前のプレゼン指導や当日の

引率教員からの声掛けで、質問をすることで真の

交流になるのだ、という指導が行き届いていたお

かげであろう。 

また、本校のあるチームが機器の不具合でプレ

ゼンが止まってしまったとき、とっさの機転をき

かせて会場に「ここまでで何か質問はないか」と

尋ねたところ、他の筑駒生が場を和ませる質問を

して助け舟を出した。それに対してまた、当該生

徒が当意即妙な返答をして会場全体を沸かせる、

という印象的な場面もあった。 

 

３．検証 

１．で挙げた３点について検証する。 

①プレゼンテーション指導：複数回にわたる専門

家とイングリッシュ・ルーム講師からのアドバ

イスは、英語そのものに関する注意はもちろん

だが、立ち方・歩き方・目線の使い方・声の効

果的な使い方・聴衆とのインタラクションの取

り方・スライドの意義と作り方等広範囲に及び、

生徒たちもよくその内容を消化して本番に臨み、

高い成果をあげていた。昨年度までの課題であ

った「質疑応答」についても、今年は飛躍的な

進歩が見られた。 

②評価票：昨年度から課題の「評価が遠慮がち」

になる点についてはあまり変化がなかったが、

各発表直後に評価票の記入をするために「質疑

が少なくなる」点については、大きな改善が見

られた。質問をすることで、より深く相手の発

表について理解できている、と言えるだろう。

自由記述の内容も豊かだった。また、昨年度は

提出件数があまり多くなかったが、今年度は非

常に多数の提出があり、発表生徒にとっても今

後の励みとなった。 

③理数系の協同授業：初日と２日目で同じメンバ

ーが一緒に授業を受け、協力して何かを作った

という経験が、①・②の成果をあげるにあたっ

て貢献していることは間違いない。今までには

調理実習や芸術の授業を研究交流とは違うメン

バーと一緒に行った年もあり、それはそれで意

義のあることだが、やはり同じ知的好奇心を共

有していることを実感したうえで研究発表に臨

むほうが、生徒たちの興味関心や集中の度合い

もより増すのではないだろうか。 

（文責：英語科・平原麻子） 

 

- 21 -



 

 

ｃ．コア SSH 国際交流プログラムへの参加 

 

１．仮説 

国際交流プログラムの充実には事例の蓄積が欠

かせない。本校独自で企画を行っている前掲「b.

台湾国立台中第一高級中学との交流」以外にもチ

ャンネルを増やし、効果を検証しながらプログラ

ムをより発展させていくことが必要である。今年

度は、いずれもコアＳＳＨ指定校である立命館高

等学校・横浜市立横浜サイエンスフロンティア高

等学校の国際交流プログラムに連携校として参加

した。 

     

２．プログラムの内容 

2.1 立命館高等学校 SSH 科学技術人材育成重点

枠事業  タイ 王立 Mahidol 高校研修 

 

2.1.1 プログラムの内容 

日時：2014 年 12 月 11 日（木）～19 日（金） 

場所：タイ国 バンコク郊外 

       王立 Mahidol Wittayanusorn 高校 

概要：立命館高等学校のコア SSH 事業である「SSH

科学技術人材育成重点枠事業」のワークショッ

プに，連携校として生徒２名（高校 1 年生）を

派遣した。本プログラムでは，「国際舞台におけ

る科学研究の推進・協働を担うリーダーシップ

育成」を研究課題とし、海外研修を通じて，「生

徒のリーダーシップの伸張と世界を舞台に活躍

するための素養を高めることを目指す」ことを

目的としており、立命館高校、本校を含め 8 校

の SSH より 15 名の生徒が参加した。 

 

2.1.2 参加生徒の活動 

基本的には Mahidol 高校の生徒が日本人生徒

一人一人にバディとしてつき、一緒に授業に参加

させてもらう形であった。 

授業は物理、化学、英語など一部を除いてタイ

語で行われている。そのため、日本人生徒のため

にタイの舞踊体験、タイの格闘技演習のような特

別授業や、バンコク市内の文化財、博物館見学等

のプログラムも組んでいただいており、参加した

生徒は、マヒドル高校のアカデミズムだけでなく、

広くタイの文化について知見を広め、体験する機

会を得た。 

 

 

 

また、マヒドル高校は全寮制であるが、週末は

帰宅する生徒も多い。マヒドル高校滞在中の週末

には日本人生徒はバディとともにタイ人の家庭に

ホームステイをし、一層の交流を深めた。 

滞在中には研究発表も企画され、日本人生徒が

JSSF 等で発表した研究をバージョンアップさせ

て英語による発表活動を行い、マヒドル高校の生

徒が盛んに質問をしていた。この効果については

後述する。 

 

2.2 横浜サイエンスフロンティア高校国際交流プ

ログラム   

2.2.1 YSF 国際科学フォーラム（ysf FIRST） 

日時：2014 年 11 月 22 日（土）9:00～16:00 

場所：横浜サイエンスフロンティア高等学校 

概要：以下は主なプログラム 

09:30 基調講演 

10:00 小笠原父島研修プレゼンテーション 

10:40 連携校の代表者プレゼンテーション 

11:30 ポスターセッション 

15:00 クロージングセッション 

連携校として、生徒 4名（高１：4名、高 2：2

名）を派遣した 

 

高 1 は口頭発表を、高 2はポスター発表を行っ

ている。広い校舎を有効に利用して数多くのポス

ターが掲げられ、内容も発表も充実した様子が伺

えた。分科会形式となり，同じような研究内容を

一つの分科会に集め，議論をさせていた。口頭発

表をした高 1生徒もポスター発表を行った。 

YSF 国際科学フォーラム：ポスター発表の様子 
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2.2.2  Thomas Jefferson 高校生徒派遣研修 

日時：2015 年 1月 5日（月）～10日（土） 

場所：Thomas Jefferson High School for Science 

and Technology（TJHSST）他 

概要： 

1 月 5日（月）成田出発、ワシントン DC 到着 

国立アメリカ歴史博物館見学 

1月 6日（火）NASA ゴダート宇宙センター見学

トーソン大学研究所実験実習 

1月 7日（水）TJHSST にて授業参加、日本生徒

による研究発表（口頭・ポスター） 

1月 8日（木）国立航空宇宙博物館見学 

国立自然史博物館見学 

1月 9日（金）ワシントン DC 出発 

1 月 10 日（土）成田到着 

TJ 高校でのポスター発表の様子 

 

本校からは 2.2.1に参加した高2生徒2名を派

遣した。 

 

３．検証 

・全てのプログラムに共通することであるが、こ

れらは、海外の生徒との交流はもちろんのこと、

日本の他校生と共に参加できることにも大きな

メリットがある。生徒たちは互いに良い刺激を

受けるようで、研究発表に共通の話題を見つけ、

これからも互いの研究内容について情報交換を

続けようとしている生徒たちもいた。 

・タイ 王立マヒドル高校研修については、立命

館高校の充実したプログラムにその成果を負う

ところが大きく、事前や当日の準備に関しては、

立命館スタッフおよびマヒドル高校側スタッフ

の方々には感謝してもしきれない。 

  国際交流プログラムは双方の生徒が相手国へ

の関心を高め、また相手国の文化、習慣に対す

る知見を広める大きな効用がある。 

特に今回に関しては、生徒達が英語で研究発

表（プレゼンテーション）を行ったことの意義

が大きかった。前夜までリハーサルに取り組み

グループもあり、熱意の高さが感じられた。研

究発表を行った生徒達は日本人生徒、マヒドル

高校の生徒の双方から、大変多くのフィードバ

ックを得ていた。総じてプレゼンテーションの

能力向上が求められている社会的な背景のもと、

次年度以降も、何らかの英語による発表の機会

を設けることが重要である。 

・米国 トマス・ジェファーソン現地校の受入れ

体制はより強化され、特に研究発表に出席した

現地の生徒からは、積極性を感じることができ

た。発表した生徒も多くの質問に熱心に回答し、

素晴らしい成果をあげることができた。 

 

    マヒドル高校 朝礼の様子 

 

   マヒドル高校における研究発表会 

 

（文責：数学科・三井田裕樹  

英語科・髙橋深美  ） 
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ｄ．サイエンス・ダイアログ 

 

１．仮説 

プレゼンテーション技術には「論理的な構成・

話し方・パワーポイントの作り方」などが含まれ

るが、これらを学ぶためには、具体的な良いお手

本に触れることが必須である。本校では、英語に

よる専門的なプレゼンを数多く聴くことで、生徒

の能力の向上が期待できると考えた。 

 

２．方法 

2.1 サイエンス・ダイアログの利用 

 日本学術振興会が、日本に滞在中の海外若手研

究者を高校に無料で派遣し、その人の専門分野に

関する講義を行うサイエンス・ダイアログという

プログラムを提供している。本校は土曜日に行う

中３テーマ学習と高２ゼミナールの選択者を対象

に、このプログラムに参加して５年目を迎えるが、

受講生徒たちには大変良い刺激になっている。 

 今年度の年間プログラムは以下の通りである。 

 

2.2 中学３年生のテーマ学習 

 選択者数：14 名 

Date Speaker Topic 

①June 8    ― 全体オリエンテーション 

② June 

21 

本校高校 3 年生 

(SSH 台湾研修

派遣生徒) 

良いプレゼン・ 

  悪いプレゼン 

 

③ Sept. 

13 

Dr. Sxollosi 

(Hungary) 

数学 

（複素アダマール行列） 

④ Sept. 

27 

Dr. Kovacs 

(Hungary) 

数学（ディオファントス近似

とディオファントス方程式） 

⑤Oct. 18 Dr. Delamarre 

(France) 

電気電子工学（太陽電池） 

⑥Jan. 17 Dr. Smid 

(Czech) 

環境学(燃料電池) 

⑦Feb. 7 受講生徒自身

のプレゼン 

各自の興味に応じた内

容＜ 暗号・卓球・花粉症・

手品など多岐に渡った＞ 

 

2.3 高校２年生のゼミナール 

選択者数：20 名 

Date Speaker Topic 

①May 10    ― 全体オリエンテーション 

②May 31 Dr. Mamo  

(Australia) 

地球惑星科学 

（深海底生生物群集） 

③ June. 

14 

Dr. Bertalanic 

(Slovenia) 

政治学（第一次世界大戦に

おける日本の捕虜） 

④ June 

28 

Dr. Cojocaru 

(Moldova) 

材料化学（太陽電池） 

⑤ Sept. 

14 

― TED の研究 

⑥Oct. 04 Dr. Jongkees 

(New Zealand) 

生物分子科学（特殊ペプチ

ド） 

⑦Nov. 15 

 

Dr. Gines 

(France) 

ナノ・マイクロ科学（群

ロボットの研究） 

⑧Jan. 10 受講生徒自身

のプレゼン 

TEDx Tsukukoma 

―Ideas Worth Spreading ― 

⑨Jan. 24 Dr. F G. Marx 

(Austria) 

地球惑星科学（ヒゲクジラ

類の進化における多様化と懸

隔化） 

 

３．検証 

 テーマ学習とゼミナールの最終回には、参加生

徒自身による英語のプレゼンテーション・ショー

を行った。トピックは各自の興味に応じてさまざ

まだったが、サイエンス・ダイアログを受講して

特に顕著な効果は、パワーポイントの作り方に現

れていた。ほとんどの生徒が、見やすく興味深い

ファイルを作っていた。また、英語の話し方も、

聴衆を意識しアイコンタクトを取りながらゆっく

り話せる者が多かった。 

英語力そのものがあがるにつれ、さらに洗練さ

れたプレゼンができるようになるだろう。 

（文責：英語科 平原麻子） 

 

Dr. Mamo（オーストラリア）による地球惑星科学の実習 
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（ｖ）SSH 校や大学との連携を活かした数学的思

考力を育てる教材の開発と普及 

ａ．数学科教員研修会 

SSH 研究で開発した教材・カリキュラムを数

学科教員研修会で公開し，今後の研究の指針を

得ている。今年度は 8 月に交流会支援により北

海道（釧路）で，12 月に本校で実施した。これ

らについて報告する。 

１．SSH 数学教員釧路研修会 

①仮説 

 本校数学科が研究開発した教材等を発表し研究

協議するとともに，北海道釧路湖陵高等学校，北

海道札幌啓成高等学校及び北海道各校での取り組

みを伺い，今後に資する。 

②実施概要 

日程：平成 26年 8月 28 日（木） 

会場：北海道釧路湖陵高等学校 

9:00～9:30 受付 

9:45～10:35 研究授業①「整数の性質」 

   授業者：三井田裕樹（筑波大駒場教諭） 

   生徒： 釧路湖陵高校１年生 

10:45～11:35 研究授業②「２次関数の接線」 

   授業者：和歌森毅志（釧路湖陵高校教諭） 

   生徒： 釧路湖陵高校２年生 

11:45～12:15 研究授業についての研究協議 

13:20～16:45 本校及び釧路湖陵高校，札幌啓成

高校による報告，意見交換 

 

参加者：釧路湖陵高校の先生，札幌啓成高校の先

生，北海道内の高等学校の先生，本校教員 

 約 50 名 

（筑波大駒場からの発表内容） 

・本校数学科SSHの取り組み 及び 剰余類の演算と 

   ウィルソンの定理       須藤雄生 

・場合の数～樹形図から漸化式へ～  鈴木清夫 

・高校における整数問題       更科元子 

・違う視点から見る ２次関数と区分求積法 

                町田多加志 

・開平法と連分数による平方根の近似値 須田学 

 

（研究授業の課題から） 

問題 4013 ， 4097 の下二桁の数を求めよ。 

問題 m を 100 と互いに素な 100 より小さい正の

整数とするとき， 40m の下二桁の数を求めよ。 

 

③検証 

 熊本研修会（2012 年度），香川研修会（2013 年

度）に続き，今回も研究授業を含む教員研修会と

なった。 

釧路湖陵高校の生徒に協力してもらい，本校数

学科の教材に取り組む研究授業を行った。本校の

教員が授業するだけでなく，釧路湖陵高校の先生

が本校の教材を基に指導案を作り，授業を行うと

いう初めての試みも実施された。教員の報告・意

見交換にとどまらず，具体的な教材に対する生徒

の活動を，本校教員と釧路湖陵高校の先生の授業

で比較して見ることで，先生方だけでなく参加生

徒からも貴重な意見をいただくことができた。ま

た，新しい開発教材も発表した。 

また，北海道の数学教育の様子や，各校の校内

における取り組みに関する情報交換ができ，大変

有意義な会であった。このように地方に行って，

他県の多くの先生方と現地で交流できることは，

SSH の取り組みならではのことである。会場をお

願いした釧路湖陵高校，ご協力いただいた札幌啓

成高校の先生方に深く感謝したい。    
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２．SSH 数学科教員研修会 

①仮説 

 SSH 校の『数学』分野の取り組み事例とともに，

生徒の知的な興味関心を刺激し，数学的思考力を

育成するような具体的教材について報告・協議す

ることは，SSH 校及びそれ以外の学校の数学教育

に資するものと考える。 

②実施概要 

日程：平成 26年 12 月 7日（日） 

会場：本校 

参加者：中高数学科教諭，大学院生，本校教員 

約 210 名 

■ 受付 9:00～9:30 

■ 開会行事 9:30～9:45 

  ＪＳＴ挨拶，会場校長挨拶 

 

■ SSH 教材等についての報告と研究協議 

1. 北海道釧路湖陵高等学校 9:45～10:25 

  和歌森毅志 

2. 福井県立武生高等学校 10:25～11:05 

  青木慎恵 

3. 金光学園中学高等学校 11:05～11:45 

  田中誠・土井康広 

4. 大阪府立大手前高等学校 13:10～13:50 

  金義博 

5. 筑波大学附属駒場中高Ⅰ 13:50～14:30 

 「筑波大学附属駒場中・高等学校の数学科 SSH

の取組」 須藤雄生 

6. 筑波大学附属駒場中高Ⅱ 14:40～15:20 

「整数の指導について」 更科元子 

7. 筑波大学附属駒場中高Ⅲ 15:20～16:00 

「関数の指導について」 三井田裕樹 

■ 全体講評 16:20～16:35 

  筑波大学 坂井公先生 

■ 閉会行事 16:35～16:45 

■ 情報交換会 17:00～19:00 

 

③検証 

 SSH 各校の数学教育活動の多様な取り組みを研

修でき，情報交換しながら SSH 校として協力でき

るとても有意義な会であり，今年度は 200 名近く

の参加があった。SSH 校の取り組みを SSH 以外の

全国の学校に普及することが望める機会でもある。 

 アンケートでは，次のような意見があった。 

［参加動機］ 

・SSH 校のカリキュラムに興味があったため 

・開発教材の中から自分で活用できる教材を探す

ため 

・勤務校での SSH における学校設定科目の取り組

みのヒントを得るため 

・初任者なので，授業力向上の参考にするため 

［意見（自由記述）］ 

・取組のアイデアや教材が参考になり，自校でも

工夫して取り入れて行くよう努力したい 

・ルーブリックについて，生徒に到達目標を段階

的に提示していく大切さを感じた 

・課題研究を中心に他校の課題や長所がわかり，

大変参考になった 

・改めて生徒から学ぶ事は多いと感じた 

・各校の取組に圧倒され，刺激を受けた 

 SSH 校だけでなく，大学の教員やこれから教員

になる人にとっても，情報交換や取り組みについ

ての発表は，大変有意義であったとの評価を多く

得ている。本校数学科の開発教材集も自校に持ち

帰る人が多く，今後更に発展させていきたい。 

（文責：数学科 須田学） 

- 26 -



ｂ．数学科開発教材 

 

１．仮説 
本校数学科では，筑波大学や他大学の関係者の協力

も得ながら，大学や社会での学びにつながる数学教材

の開発および指導法の研究を行っている。2002年度か

ら継続して合計 10 年間指定を受けたスーパーサイエ

ンスハイスクール（SSH）の研究の中で数学科は，大

学での学びにつながる数学，特に「統計」（集団の特徴

を掴む考え方や手法）および「微分方程式」（微小な変

化から関数の特徴を捉える考え方）に関する教材開発

と授業実践を始めた。その後、優れた教材を適切に配

置し指導することが生徒の数学への興味関心を高め数

学的能力を育成するという考えのもと，これら以外の

内容についても教材の開発と実証的な考察を継続して

行っている。 

この間に開発した教材は本校の実態に即した中高一

貫のカリキュラムへ配置し授業で実践するとともに，

教育研究会などで公開し，その効果を確認することが

できた。2012 年度より新規指定を受けた SSH 研究に

おいても，これらの取り組みを継続し，更なる教材の

開発と実証的な考察・研究を行うこととした。 

 
２．方法 
これまでに約70の教材を開発し，中学校・高等学校

のカリキュラムにそれぞれ配置するとともに，SSH教

員研修会を開催（別ページ参照）し，研究の成果を公

開・発信している。本年度研究開発を行ったのは，以

下の4教材である。次ページ以降に開発教材の一覧，

および開発教材のうち1件（★印）を掲載する。 

a1-3 剰余類の演算とウィルソンの定理 

A1-3 高校における整数問題 

d3-5 場合の数～樹形図から漸化式へ～ 

A1-4★ 開平法と連分数による平方根の近似値 

 

 なお，記号の意味は次のとおりである。 

「A. 代数(Algebra)」，「An. 解析(Analysis)」，「G.幾何

(Geometry)」，「P. 確率(Probability)」，「S. 統計(Statistics)」，

「D. 微分方程式(Differential Equation)」，「O. その他

(Others)」 

各項目を整理する際，中学を小文字，高校を大文字

にして，校種を区別した。また，教材開発の際に想定

している，もしくは，実際に授業をおこなった学年を

数字で示した。学年を特定していない教材や複数学年

での取り扱いを想定している教材は，数字の代わりに

「f」を用いた。 

〔例〕 an2. 合成関数とグラフ 
An.は解析であり，先頭が小文字なので中学生対象，

すなわち中学2年の「解析」の教材を表す。 

 

３．検証 
本校における教材開発では，基本姿勢として「生徒

と教員の相互作用で築き上げる」ことが共通している。

教員は，これまでに蓄積された経験，数学教育の実践

における先行研究などに，自らの感性も交えて，毎時

の授業のなかで，生徒が考えるに値する素材を中心課

題として提示する。生徒はそれに反応し，自らの発想

や，解決にいたる道筋，さらなる発展課題などを見つ

けていく。その過程では，自らの考えを発表したり，

それに対する他の生徒の反応をもとに，足りない部分

を補ったりといった活動も行われる。教員は，そこで

得られた生徒の発想や，生徒同士で高まった議論を整

理し，授業のなかで生徒の思考水準を高めていくとと

もに，さらに課題を洗練させていく。ときには，週に

1 度行われる本校数学科の教科会においてその事例が

報告，共有され，教員同士でも相互に教材を深めてい

く。こうして出来ているのが，本校数学科の開発教材

である。 

これらの教材は日々の教育実践のなかで，生徒の知

的な興味関心を十分満足させている。一例として，本

年度も日本ジュニア数学オリンピック予選に130名を

こえる中学生，日本数学オリンピックに80名をこえる

高校生が参加している。 

また，8月のSSH数学科釧路教員研修会（別ページ

参照）では，釧路湖陵高校の生徒を対象として本校教

員が公開授業を行うとともに，釧路湖陵高校の教員に，

本校の開発教材を用いて授業を実施してもらうという

形の研究授業も行った。これらを通して，広く全国に

成果を問い，フィードバックを経て教材開発の深化・

発展につなげていけるものと考えている。 

これらの検証を踏まえ，今後も新たな教材を開発す

るとともに実践を積み上げ，よりよい教材，よりよい

カリキュラムを目指して研究を続けていきたい。 

 
（数学科共同執筆，取りまとめ文責：須藤雄生） 
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開発教材一覧（筑波大学附属駒場中・高等学校数学科）2014 年度 

★印は本稿に記載，☆印は本年度開発 

a1.  整数   2008 
 

G1. 四面体の幾何   2008 

a1-2. 有理数  2007 
 

G1-2. デカルトの円定理   2009 

a1-3. 剰余類の演算とウィルソンの定理 2014☆ 
 

G1-3. 正多角形と等積な正方形の作図法 2013 

a3. 暗号理論と整数論 2006 
 

G2. 正１７角形の作図  2008 

A1. 数と方程式  2008 
 

G2-2. ベクトルの内積と方べきの定理 2011 

A1-2. 平方根の連分数展開について 2012 
 

s1. 統計の基本   2006 

A1-3. 高校における整数問題 2014☆ 
 

s2. 標準偏差・近似直線 2006 

A1-4. 開平法と連分数による平方根の近似値 2014★ 
 

s3. 正規分布と標準化   2006 

A2. 離散な数列と連続な関数   2009 
 

s3-2. シミュレーションによる授業  2006 

A2-2. ΣK＾4 と区分求積法 2011 
 

S1. 回帰直線，相関係数 2007 

A3. 置換と正多面体群 2007 
 

S1-2. 数理統計学入門  2009 

A3-2. １次変換の線形性 2008 
 

S2. 残差分析によるデ－タ系列の関係 2007 

an1.   2 元 1 次方程式とその応用 2007 
 

S3. 主成分分析入門 2007 

an2. 合成関数とグラフ   2009 
 

S3-2. 正規分布の平均の推定  2008 

an3. 絶対値を含む関数のグラフ  2009 
 

d1. 自然数の和，平方数の和，立方数の和 2007 

an3-2. 絶対値とガウス記号を含む関数のソフトウエアによるグラフ描画 2010 
 

d1-2. 『数える』 2010 

An1. 2 次関数 2007 
 

d2. グラフや図形の移動・変形 2006 

An1-2 2 次関数（２） 2009 
 

d3. ２次関数の接線 2006 

An1-3 和や積のグラフ 2010 
 

d3-2. 面積・体積  2006 

An1-4. 図で証明する三角関数の性質 2013 
 

d3-3. 最大・最小 2006 

An2. 円周率の近似 2007 
 

d3-4. 放物線で囲まれる面積 2013 

An2-2. 三角関数表を作る 2006 
 

d3-5. 場合の数 ～樹形図から漸化式へ～ 2014☆ 

An2-3. 加法定理から導き出される多項式 2006 
 

D1. 包絡線  2006 

An2-4. 三角関数の和と積の周期 2011 
 

D2. グラフ描画の方法 －テクノロジ－への挑戦－ 2007 

g1. 四角形の合同条件  2008 
 

D3. 包絡線(その２）   2006 

g1-2. 作図の教材  2009 
 

D3-2. 微分方程式 2006 

g1-3. 四角形の性質（包含関係） 2010 
 

D3-3. 微分方程式の応用  2006 

g1-4. 正多面体の面や辺の作る角 2012 
 

D3-4. 関数のグラフの描画法  2008 

g1-5. 三平方の定理 2013 
 

D3-5. 曲線と面積  2008 

g2. チェバ・メネラウスの定理 2007 
 

Of.   4 元数を高校数学へ 2007 

g3. 立方体の切断 2007 
 

O2. 有限世界の数学 2007 

g3-2. 反転法 2007 
 

p2. 身近な確率・連続変量の確率 2011 

g3-3. 立方体の切断（２） 2009 
 

Pf1. 組合せの確率モデル 2007 

g3-4. ヘロンの公式の幾何的証明と応用 2013 
 

Pf2. EBI と確率・統計 2007 
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A1-4. 開平法と連分数による平方根の近似値 

関連分野：代数分野，解析分野 

高等数学：代数，解析 

対象学年：高校1年生 

関連単元：「数と式」(数学Ｉ) 

教 材 名：「開平法と連分数による平方根の近似値」 

≪誤差を考慮に入れた平方根の近似値≫ 

 数学Ⅰのデータの分析では，標準偏差や相関係数が

扱われ，単に平方根の計算ができるだけでなく，その

近似値が重要な役割を担うようになった．学習指導要

領解説（文部科学省（2009））には，「多くのデータを

扱う場合には，コンピュータなどを積極的に活用する」

という記述があるが，コンピュータ教室の利用状況の

制約から，数学科で頻繁に利用できない学校も多い．

そのため，手計算で平方根の近似値を求める手法であ

る開平法は，特にデータの分析において，実用的であ

ると言える．また，それだけでなく，開平法の仕組み

や誤差まで考慮すれば二次方程式，二次不等式の応用

として，理論的な面白さがある．さらに，数学Ａの「整

数の性質」ではユークリッドの互除法を扱うので，そ

の応用として，平方根を連分数で表して，その近似値

を求め，多面的に平方根の近似値を考察することもで

きる．また，課題学習でも利用できる教材でもある． 

 

A1-4.1. 授業実践の概要 

 本校において，2013年度の中学 3年生 3学級（各男

子 41名）を対象として，週に 2時間実施される数学（代

数）の 2学期のすべての授業における授業実践を通し

て，教材開発を行った．主な授業内容と順序は次の通

りである．  

1) 平方根の定義と基本性質 

2) 平方根の整数部分の不等式による表現 

3) 平方根の近似値の不等式による求め方 

4) 開平法の手順と証明 

5) 高木の近似法 cf. 高木（2008） 

6) 誤差の評価と精度の上げ方 

7) 無理数作り cf. 木村（2012） 

8) 連分数の定義と基本性質 cf. 岩堀（1983），高

木（1971），フックス・タバチニコフ（2012） 

9) ユークリッドの互除法と連分数の関係 

10) 無理数の連分数での表現  

11) 連分数による平方根の近似値 

12) ヘロンの近似式 cf. ファン・デル・ヴェルデン

（2006）） 

13) ニュートン法 

14) ヘロンの近似式とニュートン法の関係 

 5)，6)，7)では必要に応じて，生徒に電卓を利用さ

せた．実際の授業では，＋，－，×，÷，√の機能の

ある 8桁の電卓で，最後の桁は四捨五入せずに切り捨

てるタイプであった．例えば，「2÷3」は「0.6666666」

と表示されるものである． 

 以下，授業で扱った内容のうち，主なものを紹介す

る． 

 

A1-4.2. 開平法 

① 幾何的な解釈 

 開平法の手順（詳細略）と幾何的な意味を確認する．

11 1001001010   nnnn xx が基本であ

り， x の桁数の判断で最初に利用される． 

例１ 23153361  

 
 

 

図１ 開平法の図形的解釈（有理数） 

 

 1辺が 53361 の正方形を考えると，その面積は
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53361である．また，図１のようにⒶ，Ⓑ，Ⓒを定め

ると，これらの面積は 

Ⓐ 2200100004   

Ⓑ 30)302002(100343100129   

     230)30200(2   

Ⓒ 1)1)30200(2(461   

   21)1301200(2       なので， 

53361 ⒶⒷⒸ 22 231)130200(  より， 

23153361 を得る．図１の意味については，生徒も

容易に納得できる． 

例２ 8.23569  

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 開平法の幾何的解釈（無理数） 

 

(569 ⒶⒷⒸ ) Ⓓ 056.28.23569 2   

8の最大性より， 09.23569 2  なので，

9.235698.239.235698.23 22  から， 

8.23569  を得る． 

 さらに，小数第 2位以降の位の値を得るには，

4768468  ，256を25600 として，同様の計算を

続ければよい．証明も同様にできる．図２の意味につ

いては，すぐに理解できない生徒もいるが，図２を見

ながら，最初に最高位の位（桁数）を決め，さらに，

,10,10,1,10 21  の位の値を順に最大になるように

とっていることで理解させられる． 

 

② 代数的な証明 

 )0( xx の開平法について，手順を文字で表し，

証明する．証明の記述については，高木（2008）第十

一章（四）が詳しい．具体的には， ix を0以上99以

下の整数として， 















1
1

0
0

1
1

1
1

100100100

100100

xxx

xxx n
n

n
n

 

と表し，例２で確認したことを，一般的に文字で証明

する．詳細は省略するが，図３のような整理された計

算を考えると，生徒の理解が深まる．ここで， 

,)20(100, 1111
2

  nnnnnnnnn aaaxrraxr

のように定義していることに注意しておく． 

 

 図３ 開平法の証明における整理された計算 
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③ 高木の近似法 

 高木（2008）第十一章（四）において，開平法に関

連する近似法が紹介されている．その内容の概要を述

べる． 

 1a のとき，aの整数部分をAとして， a の近似

値を求める． )10(  Aa ，

)10,:(  xQxQa 整数 と表すとき， 

( a の整数部分) Q ( A の整数部分)が容易に確

かめられ， 22 2 xQxQaR  とおく．

)0(0  xR  のとき， Qa  である．以下，

)0(0  xR ，i.e. 10  x  とする． xx  20  

より， QxxQxR 22 2  ，

xQxQxxQxR )12(22 2  なので， 

Q

R
x

Q

R

212



 を得る．よって， a の小数部分 xの

近似値が得られる．ここで，近似の精度は， 

24)12(2122 Q

R

QQ

R

Q

R

Q

R
x 





の誤差）（ ． 

例３ 20000a  のとき，高木の近似法を確認する．

文字は上記の意味で用いる． 

 

,)0,20000(020000  Aa  

)10,141(14120000  xQxa とする． 

)0(011914120000 22  xQaR  

Q

R
x

Q

R

212



，すなわち， 

 421.0
282

119

283

119
420.0  x より 42.0x

を得る．よって， 42.14114120000  xa  

である．近似の精度は， 

001496.0
1414

119

4
)(

22





Q

R
xの誤差 である． 

このとき， 42.14120000  の両辺を100で割ること

によって， 4142.12  も得られる．  

発問 2 のよりよい近似を得るためにはどうすれば

よいか？ 

例４ 200000000a とすれば， 2 のより精度の高

い近似が得られる．例３の結果より， 

.14142200000000a  なので，整数部分Q

が容易に決定でき， ,14142(14142  Qxa  

)10  x である．このとき，

0383614142200000000 22  QaR  

より， 
 Q

R
x

Q

R

212
 

 135624.0
28284

3836

28285

3836
135619.0  x  

なので， 1356.0x から， 

1356.1414214142200000000  xa  

である．近似の精度は，次の通りである． 

00000479.0
141424

3836

4
)(

22





Q

R
xの誤差  

このとき， 41421356.12   も得られる．さらに，

16102 a として同様の作業をすれば，さらに 2 の

近似の精度が高くなる． 

 

④ 開平法と高木の近似法の比較 

開平法 

・1回の計算で 1桁ずつ精度が高くなる． 

・主に使う演算は，「掛け算」，「引き算」である． 
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高木の近似法 

・不等式による最後の評価において，例えば，例 

 ３で 2桁，例４で 3桁だけ精度が高くなってい 

 る． つまり，1回の計算で複数桁向上する． 

・主に使う演算は，「平方」，「引き算」，「割り算」 

 である．「平方表」を利用しても，「割り算」の 

 手間は残る． 

・どの桁まで正しい値なのかすぐに分からない． 

 

A1-4.3. 連分数 

 ユークリッドの互除法を利用した有理数の連分数表

記を平方根の連分数表記に応用し，その近似値を扱う．

連分数に関しては，岩堀（1983），木村（2012），高木

（1971），フックス・タバチニコフ（2012）が詳しいが，

ここでは詳細は省略する． 

 

① 無理数作り 

 木村（2012）において，次の問１のような問題が扱

われている．最大桁数が 8桁の電卓を利用して，実際

に授業をした様子を紹介する． 

問１ 次の「ある桁まで桁の数字の決まっている無限

小数」になるような無理数を作れ．ただし，できる限

り簡単な形になるよう工夫せよ．また，掛け算や割り

算では必要に応じて電卓等を用いてもよい． 

 (1) 23606797.1    (2) 30277563.0  

 (3) 19258240.1    (4) 12310565.4  

 (5) 77245385.1  

解 (1) 何人かの生徒からすぐに声が上がるが，最初

に，
1000000000

2
23606797.1   も解であることをク

ラス全体で確認する．以下，より簡単な形の解を求め

ることを目標にする． 23606797.1x  とおく．電

卓を利用しながら計算すると， 

23606797.0

1

1
123606797.01 ≒x  

3

1
1

2360681.4

1
1




x
≒≒  

より，
3

1
1




x
x  と予想できる． 

,51

0421)(1)3( 2





x

xxxxxx
 

0x  より，求める無理数は， 15 x  と予想され

る． 5 を開平法または高木の近似法または電卓で計

算して， 23606797.115  を得る．ただし，電

卓の桁数によっては工夫が必要になる．例えば，最大

桁数が 8桁の電卓の場合， 

3606797.250020   と計算すればよい． 

(1)の別解  23606797.1x  とおく． 


















4

1
4

1
4

1
1

2360657.4

1
4

1
1

2360681.0

1

1
4

1
1

2360681.4

1
1

23606797.0

1

1
123606797.01

≒≒

≒

≒x

 

より，
x

x



3

1
1  と予想し，同様に計算して，

15 x  を得る．(2)～(4)も同様に計算して，  

(2) 
2

113
   (3) 

2

329 
   (4) 17  

(5) 81415926535.3 を開平法で計算すれ

ば，求める数が得られる．円周率 の近似値は，生徒

の質問に応じて，提示するようにする． 

 

② 連分数とユークリッドの互除法 

 正則連分数の定義，ユークリッドの互除法を扱う（詳

細略）．以下，具体例のみ紹介する． 

問２ (1) 1081と391について，ユークリッドの互除

法により，最大公約数を求めよ． 

(2) 
391

1081
 を正則連分数で表せ． 
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解 (1) ,921299391,29923911081   

42392,23392299   より， 

23)23,92(gcd

)92,299(gcd)299,391(gcd)391,1081(gcd




 

(2) (1)の結果を利用して， 

13

4
1

1
2

17

13
2

17

47

2317

2347

391

1081









4

1
3

1
1

1
2





  

(2)の別解 

ユークリッドの互除法の計算をそのまま利用して， 

92

299

1
1

1
2

299

92
1

1
2

299

391

1
2

391

299
2

391

1081









4

1
3

1
1

1
2

92

23
3

1
1

1
2

92

299

1
1

1
2















  

を得る．計算しているうちに気付く生徒も多いが，ユ

ークリッドの互除法と正則連分数の自然な対応をクラ

ス全体で確認しておく． 

 

③ 連分数による平方根の近似値 

問３ 






2

1
2

1
12  に対して， ,11   

,

2

1
2

1
2

1
1,

2

1
2

1
1,

2

1
1 321









  と

おいて， n を 2 のn次近似分数とよぶ． 

(1) 610 ,,,   の値をそれぞれ分数表記と十進数

表記で表せ． 

(2) ,,,,2 210   の大小関係を調べよ． 

解 (1) ,4.1
5

7
,5.1

2

3
,

1

1
1 210    

,41379.1
29

41
,4166.1

12

17
43     

 41420118.1
169

239
,414285.1

70

99
65  

(2) 










2

1
2

1
2

1
2

1
12 より，分数の形から， 

1356420 2    ． 

 無限に続く形なので，多少難しい面もあるが，真の

値 41421356.12  と(1)の結果から，大小を繰り

返しながら近付くことが予想できる．数列を学んでい

る場合は，フィボナッチ数列も扱い，より近似の精度

を高める活動もできる． 

 

A1-4.4. ヘロンの近似式 

 ファン・デル・ヴェルデン（2006）によると，ヘロ

ンは，3辺 9,8,7 の三角形の面積 720に 

a

b
aba

2

2  ≒ （以下，ヘロンの近似式とよぶ） 

を適用して，近似値を求めた．歴史的な話題を取り入

れ，さらに，より正確な近似値を求める方法を考える．

また，誤差を考えて，さらに精度を上げる方法も扱う． 

 

① ヘロンの近似式の意味と利用 

 ヘロンの近似式の意味を正確に述べておく．

ab 0 のとき，次の近似が成立する： 

a

b
aba

2

2  ≒   …(*)， 

)(
2

22 のときに限るただし，≒ ba
a

b
aba  ． 

ここで，どちらの式も )()( 右辺左辺  をみたす． 

例５ 例えば，次のような近似が得られる． 
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846153.26

13

11
26

262

44
264426720 2






 ≒
 

833333.26

6

5
26

272

9
27927720 2






 ≒
 

832835.26
335

11
8.26

8.262

76.1
8.2676.18.26720 2




 ≒

開平法または電卓で真の値 832815.26720  を

確認すると， ba 2 でaを真の値に近づけるとbの

値が小さくなり，精度が上がっていることが分かる．

このような振り返りの活動は，生徒の理解を深める． 

 

例６ 近似を繰り返し適用して，精度を上げる． 

5.1
2

3

21

1
1112 2 


 ≒  

4166666.1
12

17

2

3
2

4

1

2

3

4

1

2

3
2

2


















 ≒

4142156.1
408

577

12

17
2

144

1

12

17

144

1

12

17
2

2




















 ≒

 

このとき，初期値 1a は他の値でも構わない． 

 また，ある程度，近似値が分かっているとき，さら

に精度を上げてみる． 

712126000000006.041421356.12 2   

73094142135623.1

41421356.12

712126000000006.0
41421356.1




≒

 

このとき，237309 は正しい値であり，6桁だけ精度

が上がっている．当然，同様の作業を繰り返して，さ

らに精度を上げることも可能である． 

 

② 近似の誤差 

 (*)における誤差を )0(
2

2  ba
a

b
ae  とお

くと， ab 0 より，次の不等式を得る．これらは，

授業で生徒から挙がったものである． 

A) 
4

1

42
2

4 2

2
2

2

2
2 










a

b
ba

a

b
a

a

b
e  より， 

2

1
e  

B) ba
a

b
a

a

b
bae 























 2

2

2
22

2
2

8
2       



































22

2
2

4

1
1

2
2

8
2

a
ba

a

b
a

a

b
ba  

より， 









24

1
1

a
be  

C) 
2

2

2
22

2
2

8
2 

























a

b
a

a

b
bae  より， 











a

b
ae

2
2  

D) 
a

b
a

a

b
aba

a

b
ae

222

2   

aの値を大きく変えず，bの値を小さくするときの近

似の精度は次のように評価できる． 

 A) 悪い  B)よい  C) 悪い  D) よい 

精度が悪く，あまり役に立たない近似もあるが，生徒

自ら作った式なので，互いに式の価値を調べ，興味を

持って取り組んでいた．不等式の式変形の結果は一意

にはならないので，そのような意識付けとしても，価

値のある取り組みである． 

 

A1-4.5. ニュートン法 

 微分を用いずに放物線の接線を求める．ニュートン

法による平方根の近似を扱い，ヘロンの近似式との関

連を調べる． 

 

① 放物線の接線 

 放物線の接線については，放物線と 1点で交わり，y

軸と平行でない直線と定義すると，微分を使わなくて

も扱える． 

 放物線 22  xy 上の点 )2,(P 2 pp における接線
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pl は，図４のように考えれば，

)2(2)(2 222  ppxpxxy  である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 放物線の接線 

 

② ニュートン法 

問４ 2)( 2  xxf とおいて，放物線 )(xfy  上の

点 ))(,(P nnn xfx における接線 nl が x軸と交わる点の

x座標を 1nx とする．このようにして， 1x から順に

,, 32 xx を作る．ただし， 2,01 x とする． 

 

図５ ニュートン法 

 

(1) 2x を 1x の式で表せ． 

(2) 1nx を nx の式で表せ． 

(3) 21 x のとき， 432 ,, xxx を分数で表せ． nx は何

を表すか． 

(4) この近似法とヘロンの近似式の関連について述べ

よ． 

解 (1) )2(2:
2

111  xxxyl  より， 0y のとき，

2xx  なので， 












1

1

1

2
1

2

1

2

1

2

2

x
x

x

x
x  

(2) 同様に, 














n

n

n

n
n

x
x

x

x
x

1

2

1

2

2
2

1  

(3) 
408

577
,

12

17
,

2

3

2

2
2

2

1
322 








 xxx  

また，図５より， nx は 2 の近似値である． 

(4) 初期値 1x に対して， 
















1

1

1

2
1

1
2

1
2

1

2

2

1

2

2
)2(2

x
x

x

x
xxx ≒  

より， 











1

12

2

2

1

x
xx  とおき，さらに，同様に， 

3

2

2
2

2
2

2

2

2

1
)2(2 x

x
xxx 










 ≒ ,…， 

1
22 2

2

1
)2(2 










 n

n

nnn x
x

xxx ≒  

により， 143 ,,, nxxx  を定める．これは，(2)で得

たニュートン法の近似と全く同じ式なので，本質的に

は同じ近似であるとみなせる． 

 

A1-4.6. まとめ 

平方根の近似値について，様々な近似法「開平法」，

「高木の近似法」，「連分数による近似」，「ヘロンの近

似式」，「ニュートン法」の特徴や関連を比べることに

より，特に二次方程式，二次不等式の有用性を実感す

ると共に，生徒の興味を引き出すことができた．特に，

誤差を考慮した平方根の近似値のみに焦点を当て，1
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学期のすべての授業で授業実践した試みは，それだけ

で価値があると言えるだろう．また，課題学習教材と

して利用することもできる．これらの内容を学んだ生

徒が，今後，データの分析の学習などで平方根の近似

値をどのように生かしていくかを，パソコン（表計算

ソフト，数式処理システム等）の利用，電卓の利用と

の対比でさらに調査していきたい． 

 

引用・参考文献 

[1] 岩堀長慶（1983）「2次行列の世界」岩波書店． 

[2] 木村俊一（2012）「連分数のふしぎ」講談社． 

[3] 高木貞治（1971）「初等整数論講義 第 2版」岩波

書店． 

[4] 高木貞治（2008）「新式算術講義」筑摩書房． 

[5] ファン・デル・ヴェルデン（訳：加藤文元，鈴木

亮太郎）（2006）「古代文明の数学」日本評論社． 

[6] D.フックス，S.タバチニコフ（訳：蟹江幸博）（2012）

「ラマヌジャンの遺した関数」岩波書店． 

[7] 文部科学省（2009）「高等学校 学習指導要領解説 

理科編 理数編」実教出版． 
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(ⅵ)科学者・技術者に必要な科学的リテラ

シーの育成 

ａ．数学科 

１． 仮説 

生徒の数学への興味・関心を高めるとともに，

数学に対する理解を深め，数学を学ぶ意義を感じ

てもらうためには，中高の授業で学ぶ数学が将来

どのように発展するのか，どのように活用される

のか等を知ることが有効である，という仮説のも

と，各分野の最先端で活躍する外部の研究者に，

１回90分で講演してもらう『数学特別講座』を実

施している。したがって講義の内容は純粋な数学

に限定せず，「統計」・「微分方程式」など数学を応

用する分野も含めている。 

 

２．実施の概要 

募集案内を配布して希望者を募り，期末考査後

の特別授業期間中に講義していただいた。 

本年度に実施した特別講座のテーマと日程・講

師は以下の通りである。回数は 10年前からの通算，

テーマと内容は生徒への募集案内に記載したもの

である。 

○第41回数学特別講座 『幻惑する数学』 

 日 時：12月9日（火） 13:30～15:00 

 場 所：オープンスペース 

 講 師：竹内 耕太 先生  

筑波大学大学院数理物質系助教 

本校高２ゼミナールアドバイザー 

 

 内 容：（参加募集案内より一部抜粋） 

 この講座では、数理論理学に関わる話題の中か

ら、無限大と無限小を持つ実数、無矛盾な体積を

定義できない図形、計算不可能な小数、証明も反

証もできない命題といった一見すると不可思議な

数学のお話をしたいと思います。また時間が許す

ならば、これらが実は「集合とは何か」を精密化

する過程で共通して自然に捉えられるような現象

であることもお話できればと思います。 

○第 42回数学特別講座 『モンテカルト・シミュ

レーション入門 －さいころに学ぶ統計学－』 

 日 時：12 月 13 日（火） 10:00～12:00 

 場 所：５０周年記念会館 

 講 師：中島 上智 先生 

日本銀行・本校 48期卒業生 

 
 内 容：（参加募集案内より一部抜粋） 

 今回は統計学の中でよく使われている「モンテ

カルロ法」についてお話しします。モンテカルロ

法は様々な事象をシミュレーションするための方

法として古くから研究されています。最近では、

発達したコンピュータ技術を用いて最先端の経済

分析や医療データの解析に使われるなど多方面に

発展を遂げています。この特別講座では、実際に

サイコロや乱数表を使ってモンテカルロ・シミュ

レーションの実験をしながら、確率や統計の不思

議に迫ってみたいと思います。 

 

３．検証 

 受講後のアンケートによると，参加者の 90％以

上が講座内容は今後の自分の学習に役立つと答え

ており，数学についての興味関心が高まったと思

われる。 

【アンケートの自由記述より抜粋】 

（高 1）数学における定義することの重要さを改

めて実感することができた。(第 41 回) 

（高 2）自分の知っている数学の世界とかけ離れ

ていて、数学の奥深さを知りました。(第 41 回) 

（中 1） サイコロの確率に別の出来事の確率をあ

てはめるということが面白かった。(第42回) 

（中 3） 文系で数学を使いたいので、とても自分

の目標となった。(第42回) 

（高 2） 2n人をn人ずつに分ける問題が面白くて、

しばらく考えたいと思った。(第42回) 

（文責：数学科 町田多加志）  
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ｂ．理科 
 

ｂ-１ 物理分野 

特別講座「宇宙エレベーターが拓く未来 

 ―実現を阻むハードルをいかに越えるか―」 

 

１．仮説 

普段の授業では、物理現象を概ね実験台の大き

さで収まるモデルで扱うことがほとんどである。

地球・宇宙のスケールで起こる現象を扱う場合に

も物理法則の一般性・普遍性が通用することに気

づかせることは教育的価値が高いと考える。 

２．内容・方法 

講師：佐藤 実先生（東海大学理学部講師） 

日時：2015 年 3 月 10 日（火）13:00～16:00 

実施予定 

場所：本校オープンスペース 

対象：中学１年生～高校２年生の希望者 

実施内容：講義・実習 

（文責：理科（物理）・真梶克彦） 

 

ｂ-２ 化学分野 

特別講座「核磁気共鳴による 

有機化合物の構造決定 ―理論と実験―」 

 

１．仮説 

例年通り、化学科ゼミナール受講生対象の実習

講座を開催した。芳香族炭化水素の NMR 測定を

例に、NMR をはじめとする様々な分光分析の理

論と特徴を学ぶことで、研究への興味・関心が高

まり、「理科課題研究」等への活用が期待できる。 

２．内容・方法 

2.1 プログラムの概要 

講師：村田 滋 先生 

（東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

日時：2014 年 11 月 15 日（土） 10:00～12:00 

場所：東京大学教養学部 

対象：ゼミナール「光で探る科学」受講生 

参加者：高校 2 年生 25 名 

実施内容：講義と施設見学、実習と演習 

・NMR の理論（講義） 

・NMR 測定（実習） 

・施設見学 

・芳香族化合物 C9H12の異性体の分析（演習） 

 

2.2 生徒の評価・感想 

アンケート結果： 

・理解度：理解できた・まあ理解できた 88 ％ 

・満足度：期待以上・期待通り 88 ％ 

・学習効果：学習に役立った 100 ％ 

生徒の感想： 

・NMR 測定の原理など今の自分には理解できな

いと思っていたが、高校で習う範囲である程度理

解することができて良かったです。 

・赤外や紫外可視と異なりピークがはっきり表れ

ること。また、ピークの数は隣り合った水素原子

の数に影響されたものであることから、より有効

な手段であることが分かり興味深く感じました。 

・NMR を用いることで、同じ有機化合物でも異

性体だと違う結果が分かりやすく表れていて感動

した。 

・磁場でエネルギーを分裂させて観測するという

ことがよく分かった。今まで学習したことが、今

回の NMR のようなことに応用されていると言う

ことが実感できて面白かった。 

・原子が電波を吸収する仕組みについてもっと詳

しく学びたい。そのためには物理の知識が必要そ

うだ。 

３．検証 

NMR のしくみと測定の理論、チャートの読み

方など、わかりやすく説明していただいた。新課

程の化学では、有機化学単元の学習順序が遅くな

っているが、ベンゼンの構造や位置異性体につい

て補足説明を加えていただき、何とか理解するこ

とができたようだ。未知試料C9H12のチャートも、

ほとんどの生徒が正確に読み、異性体を同定する

ことができた。 

（文責：理科（化学）・梶山正明） 
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ｃ．国語科 
 

１．仮説（指導の目標） 

国語科では、科学という営みを社会の中でどう位

置づけるのかを考える機会を生徒に提供するため、

次のような指導目標を設定している。 

①中学生の段階において、生徒の論理的思考力を

養成すること。 

②高校生の段階において、科学史や科学哲学の文

章読解能力を涵養すること。 

２．方法（指導の実践例） 

2.1 中学１年国語「自分の好きなことを調べてレポ

ートを書く」（澤田） 

生徒が自分の好きな問いをたて、図書・データベ

ース・ウェブなどさまざまなメディアを使って調べ、

それをまとめて「探究レポ―ト」を書く。その過程

でアウトラインを作り、また生徒同士の推敲の機会

などを多く設けて、論理的で他人に伝わる文章の書

き方を学ぶ。 

2.2 中学２年国語「ＬＴＤ学習法の導入」（東城） 

 「ＬＴＤ学習法」とは、課題のテキストについて

個人で予習し、授業時のグループによる議論を通じ

て理解を深めるという学習法である。今回はそれを

中学の授業用にアレンジして取り入れた。主題や構

成を読み取り正確な理解を目指すパートと、それを

もとに具体的な事例について適用を試みるパートの

２部制とし、それぞれのパートは予習と議論の２局

面で構成した。教材（課題とした文章）は分子生物

学者である福岡伸一のエッセー「二つの誤り」であ

る。科学研究の現場においては、そもそもの仮説が

間違っているのか、それとも実験手段や条件設定が

間違っているのかが研究者自身で判別できないとい

う内容のテキストである。なお、個々の理解度は事

後のレポートによって教員がチェックし、必要に応

じて支援を行っている。 

2.3 高校２年現代文「科学と社会」（関口） 

「『科学的助言』の政治学」（尾内隆之『科学』２

０１４年２月号）を題材に、科学と政治、行政と住

民の関係等について、イタリアのラクイラ地震をめ

ぐる事件などの例を参照しながら、その現状と今後

の方向性などについて、主に講義形式で授業を行っ

た。ラクイラの例で筆者が注目したのは、住民は何

を行政や専門家に求めているのか、であった。実際

に社会に影響を与える科学者の立場やあるべき姿を

考察するための、新しい視角を持ってもらえたもの

と思う。  

2.4 高校３年現代文「エンハンスメントの倫理的問

題について調べてレポートを書く」（澤田） 

 科学の発達が現代社会にもたらす倫理的課題の一

例としてエンハンスメントをとりあげ、ドーピング

やスマートドラッグなど、エンハンスメントがもた

らす倫理的課題を生徒が一つ選び、他者の知見を引

用しながら、ある一つの倫理的立場を明示的に選択

してレポートを書く。その過程で、科学と社会の関

係について議論する機会を設け、考察を深める。 

2.5 特別講座 

2014 年 11 月 19 日に、田中牧郎先生（明治大学国

際日本学部教授・国立国語研究所言語資源研究系客

員教授）による特別講座「コーパスを用いた日本語

研究の魅力」を開催した。 

田中先生には、国立国語研究所が構築した『少納

言 現代日本語書き言葉均衡コーパス』を使用し、

ことばの使い手・使われる場・使われる相手などに

注目することで、そのことばの位相が見えてくるこ

とを御教示いただいた。また、生徒自身が検索ツー

ル『少納言』にアクセスし、多くの用例に触れ、類

義語の細かな差異を見つけ出す作業を行った。言語

を科学的に分析する手法を学ぶ機会となった。 

３．検証（指導の結果） 

 １で指導目標を中高別に掲げたが、今年度の授業

実践においては、①②を包括した形で担当学年に応

じた指導を行うことができた。 

①に関して、年度初頭の目標に加え、論理的に伝

えることの学習が行われた。2.1 では、〈考え、伝え

る〉ために、議論の順番や接続表現、用語の定義の

重要性などを生徒自身に考えさせた。2.2 の授業で

は、筆者の論理的立場を明確に理解し、批判的に読

む活動が行われた。2.4 では、客観的考察にとどま

るのではなく、他者の知見をふまえ、自分の立場を

明示して考察を深めさせた。 

 ②に関して、科学的な文章の読解だけでなく 2.2

の生徒同士の議論では、地動説・STAP 細胞事件など、

既有の知識や現実の事象と結びつけながら議論し、

生徒が「科学」について省みるよい機会となった。

2.3 や 2.4 では、化学が今後の社会のあり方にどの

ように関わるべきかを生徒に考えさせ、ともに議論

を深めあう学習ができた。 

          （文責：国語科・杉村千亜希） 
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ｄ．地歴・公民科 
 ࠖࡿ社会的責任を考えࡢ科学者ࠕ

 

㸯．仮説 

ࡢࡾ授業࡙くࠖࡿ考えࢆ社会的責任ࡢ科学者ࠕ

一環ࠊ࡚ࡋ第㸰期 SSH い࡚ࡋ実施ࡾࡼ後半ࡢ

高校㸰年生࡛実施ࠋࡓࡗ行ࡶ今年度ࢆ水俣実習ࡿ

ࡢࠖࡿ考えࢆ日本ࡽ水俣ࠕ࣮ࣝࢼ࣑ࢮࡿい࡚ࡋ

実習ࢆ兼࡚ࡡ実施ࠋࡓࡋ実習࡛ࠊࡣ水俣病関連

方々ࡿい࡚ࡗ関わ水俣病ࠊࡋ訪問ࢆ施設ࡿࡍ

 ࠋࡓࡗ行ࢆࡾྲྀࡁ聴実際ࡽ

社会的責任ࡢ科学者ࠕࠊࡓࡲ 授業࡙くࡿࡍ関ࠖ

実ࢆ講演会ࡿࡼ専門家ࡶ今年度ࠊ࡚ࡋ並行ࡾ

施ࠋࡿࡍ専門ࡢ研究者ࡢ実証的࠾࡞話ࢆࡋ直接伺

う࡚ࡗࡼࡇ科学や科学者ࡀ人㛫社会ࡣ不可

ศࡢ存在࡛あࡾࡼࢆࡇࡿ明確意識化࡛ࡶࡿࡁ

 ࠋࡿい࡛ࢇ組ࡾྲྀ考え࡚講演会ࡢ

 

㸰．方法 

「.1 水俣実習事前学習 

事前学習関ࠊࡣ࡚ࡋ以ୗࡢ㸰冊ࢸࢆキࢺࢫ

 ࠋࡓࡋ使用࡚ࡋ

㸯．高峰武編ࠗ水俣病小史㸦増補版㸧࠘ 熊本学園大学･

水俣学ࣈッࣞࢡッࢺ㸦熊本日日新聞社㸧2008 年 

㸰．栗原彬編ࠗ証言࣭水俣病 㸦࠘岩波新書㸧2000 年  

い࡚ࡘ状況ࡢ当時ࠊ使いࢆ映像資料ࡽࡉ

メ࣮ࡓࡶࢆࢪせࠋࡓそࢆࡽࢀ準備ࠊ࡛ୖࡓࡋ具体

的࡞訪問先ࢆ生徒設定ࡉせࡓࡲࠋࡓ訪問先ࠊࡣ

質問票ࢆ事前送付ࠋࡓࡋ今年ࡣ高校㸰年生ࡢ生

徒 8 名ࡀ参加2ࠊࡋ 名ࡢ教員࡛引率ࠋࡓࡋ 

日程：2014 年 8 月 26 日㸦火㸧～29 日㸦金㸧 

行先：熊本県水俣市周辺 

内容：26 日午後  総論ࠕ水俣ࢆ知ࠖࡿ 

水俣病関連ࡢ場所見学 

27 日～29 日午前  ࢻ࣮ࣝࣇワ࣮ࢡ 

「.「 水俣実習ࡢ内容 

8 月 26 日ࠊ水俣到着後ࠊ水俣病問題長く関

わࡓࢀࡽࡇ࡚ࡗ遠藤邦夫ࢇࡉ㸦相思社㸧ࡽ水俣

病問題ࡣ何いうࡘࡇい࡚࠾話ࢆࡋ伺ࡗ

㸦NPOࢇࡉ西和泉ࠊ後ࡢそࠋࡓ 法人環不知火ࣉ

ࣛンࢽンࢢ㸧ࡢ案内࡛親水護岸や百㛫排水口࡞

2ࠋࡓࡋ見学ࢆ 日目ࡢ午前ࠊࡣ水俣資料館等ࢆ見

学ࠊࡋ被害者࡛あࡿ杉本雄࠾ࡢ話ࢆ伺ࠋࡓࡗそࡢ

後ࠕࠊ⇿心地 百㛪排ࡓࢀࡉ排出ࡀ水銀ࡿࢀࡤ呼ࠖ

水口ࢆ見学ࠊࡋ午後ࡣ環境都市࡚ࡋ新ࢫ࡞ࡓタ

組ࡾྲྀ事業ࣝࢡ街࡛ࣜサࡢ水俣ࡓࡗษࢆࢺ࣮

海ࠊࡋ乗船漁船ࡣ夕方ࠋࡓࡋ見学ࢆ田中商店ࡴ

 ࠋࡓࡵࡀ࡞ࢆ水俣ࡽ

組織࡛働く高倉史ࡿࡍ支援ࢆいう水俣病患者

朗ࢆࢇࡉ訪ࠊࡡ水俣ࡼࡴࡍうࡓࡗ࡞経緯や水

俣病問題対ࡿࡍ熱い思いࢆ聞せ࡚頂いࠋࡓ過

去ࡢ裁判闘争ࡶ࡞振ࡾ返ࠊࡾ本当患者ࡵࡓࡢ

ࡿい࡚ࢀࡉい࡚自問自答ࡘうࡢࡓࡗ࡞

真摯࡞姿ࡶ࡚ࠊࡣ印象的࡛あࠋࡓࡗ 

 3 日目ࡣ午前中加害企業࡛あࡿ JNC 株式会社

水俣製作所㸦旧チッࢯ㸧ࢆ見学ࡓࡋ後ࠊ水俣市役

所ࡢ鎌田ࡳゆࡽࢇࡉࡁ水俣市ࡾྲྀࡢ組ࡳ関ࡍ

水俣病ࡿࡍ運営ࡢ相思社ࡣ午後ࠋࡓࡗ伺ࢆ話࠾ࡿ

歴史考証館ࢆ見学ࡓࡋ後ࠊ支援者ࡢ一人࡛あࡿ高

倉史朗ࡈࡽࢇࡉ自身ࡾྲྀࡢ組ࡳや水俣へࡢ思い

ࡲ宿ࢇࡉ杉本肇ࡣ夜ࠋࡓࡗ伺ࢆ話࠾ࡿࡍ関

࡛来࡚ࡽࡶいࠊ患者家族ࡢ立場ࡽ水俣病関ࡍ

4ࠋࡓいࡔࡓい࡚ࡋ参加ョンࢩカッࢫࢹࡿ 日

目ࡢ最終日ࠊࡣ熊本日日新聞ࡢ農孝生ࠊࡾࡼࢇࡉ

水俣病ࢫ࣐コࡢ࣑関係ࡘい࡚࠾ࡢ話ࢆ伺ࠋࡓࡗ 

 社会的責任ࠖ講演会ࡢ科学者ࠕ 「.」

今年度ࠊࡣ東京大学ࣉ࣮ࢺࢯ総合ࢭンタ࣮長

ࡡていࡾ現実を良く知ࡢ社会ࠕࡽ児玉龍彦先生ࡢ

いに考えࡿことࡢ大切さ 頂いࢆࡋ話࠾࣐࣮ࢸࠖࢆ

立場࠾ࡢ除染委員長ࡢ福島県༡相馬市ࡣ氏ࠋࡓ

࠾ࡢい࡚ࡘࡾ関わࡢ政府実態ࡢ被災地ࠊࡽ

話ࠋࡓࢀࡉࢆ 

 

㸱．検証 

水俣実習 

実習参加ࡓࡋ生徒ࡢ声ࢆ見࡚ࡓࡳいࠕࠋあࡓࡽ

見࡚ࢆ映像ࡿࡍ関け࡚水俣ཷࢆ東京࡛授業࡚ࡵ

いࡔࡓけ࡛ࠊࡣうࡶ࡚ࡋ水俣࡛起ࢆࡇࡓࡁ過

去ࡇࡢ捉え࡚ࡲࡋい現実起ࡇࡓࡗࡇ思

えࠋࡓࡗ࡞自ศࡣ最初ࡢ患者ࡀ暮࡚ࡋࡽいࡓ家

ࡢ問題ࡢ水俣病࡚ࡵࡌࡣ࡚ࡗࡼࡇࡿ見ࢆ࡞

深刻ࢆࡉ知࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡗい思うࠋ༢純自ศ

ࡢࡇࠊࡀい࡞ࢀࡋࡶけࡔࡓࡗࡋ乏ࡀ想像力ࡢ

ࡗ知ࢆ重要性ࡢࢡワ࣮ࢻ࣮ࣝࣇࡽࡇ࡞うࡼ

ࠋࠖࡓ  

やࢪメ࣮ࡓ抱い࡚い漠然ࠊࡽ声ࡓࡋうࡇ

知識ࠊࡀ現地ࢆ訪࡛ࡇࡿࢀ明確ࠊࡾ࡞多様࡞

視点ࡀ加えࡀࡇࡓࢀࡽわࠋࡿそࡢ意味࡛ࡇࠊ

言えࡓࡗあࡀ成果ࡢ一定ࡣࢡワ࣮࣮ࣝࣇࡢ

 㸦文責：地歴科 宮崎大輔㸧    ࠋうࢁࡔࡿ
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ｅ．保体科 
 

１．仮説 

各分野で最先端の研究・事業に携わる講師によ

る講演会を実施し、運動・スポーツについて科学

的に捉え、思考する力を高めることをねらいとし

た。 

２．方法 

 12 月に 2 回の SSH 講演会を実施した。概要は

次の通りである。 

2.1「ジュニア期のフィジカル強化について」 

12 月 9日（火）13：00～15：00  

場所：50 周年記念会館および体育館  

講師：小山孟志（東海大学医科学研究所） 

内容：2020 年のオリンピックが自国開催に決定し

た日本において、「子どもの体力や運動能力をいか

に向上させるか」というトピックは重要なテーマ

である。ジュニア期のトレーニングは、発育や各

運動能力の発達の関係性を指標に進めていく必要

がある。 

 中高生を指導している先生から「体力トレーニ

ングをやりたいけれど時間がない、トレーニング

器具がない」などの声が聞こえてくる。しかし、

体力トレーニングは年間通して継続してはじめて

成果が出るものである。1日 15 分の時間を定期的

に組み込み、トレーニング内容を限定さえすれば

継続し、成果を出すことは可能である。そこで本

講習会では、特別な器具を必要とせず、限られた

スペースでも出来る内容に限定して行う。 

 

2.2「スポーツの主役は選手だけじゃない～デー

タが勝負を決める～」 

12 月 12 日（金）13：00～15：00  

場所：50 周年記念会館 講師：溝口洋介・丸井剛 

（データスタジアム株式会社） 

内容：現在、テレビや新聞、インターネットメデ

ィアを通して、サッカーに関する様々な数字を見

ることができる。その多くが、データスタジアム

が提供しているデータである。Ｊリーグや日本代

表の試合を対象として、１試合につき約 2,000 プ

レーにも及ぶデータを取得・分析をしている。 

また、取得したデータはメディアの他にチームで

も活用されている。チームスタッフは当社オリジ

ナルシステムの「FootBall Analyzer」という分析

システムを利用している。チームはこのシステム

を使って対戦相手と自チームの分析に活用してい

る。Ｊリーグは 2015 シーズンから走行距離が測定

できるトラッキングシステムの導入が決定した。

このことを踏まえ、将来のサッカーデータについ

ても触れる。 

 

３．検証 

講演会後に生徒にアンケートを行った。アンケ

ートの集計結果からは、今後に役立てられるとい

う回答が多かった。アンケートの記述を一部記載

する。その内容から科学的に捉え、思考すること

が達成できたと考えられる。 

 

以下生徒のアンケート記述 

「ジュニア期のフィジカル強化について」 

・自分が今までやっていなかった、知らなかった

トレーニングや、トレーニング法や時間の具体的

な目安を教えてもらえてよかった。今日教わった

ことを含めてやっていきたい。 

・年齢や身長の伸び具合に合ったトレーニングの

違いがよく分かった。どのようなトレーニングが

あるのか、という紹介や、実践がたくさんあり、

やってみたくなった。股関節周りのトレーニング

はバスケットボールにつながるところが多く、勉

強になった。 

「スポーツの主役は選手だけじゃない～データ

が勝負を決める～」 

・選手のトレーニングを作るためのデータとして

は、心拍数や筋電位のデータを試合中にとること

も重要になるかもしれないなと思いました。技術

がスポーツの発展に役立つのはすごいと思う一方

で、データが試合をつくるほどにデータありきに

なる可能性もあるのかもしれないと思うと、なん

とも複雑です。 

・サッカーの試合のデータの採取方法やそのソフ

トが興味深かった。最近、スポーツにますます”

データ”という観念が深く関わってきているよう

に思えた。バレーボールでそのようなデータを監

督が使っているというのはよく取り上げられてい

るのでその話も聞きたかった。全体的に大変興味

深い内容だった。 

 

（文責：保健体育科・横尾智治） 
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Ⅳ．実施の効果とその評価 

研究開発の内容それぞれの項目については、事

業ごとにアンケート調査などを行い、評価・検証

を行っている。それらについては、各報告を参照

して頂きたい。ここでは、外部講師による「講演

会・実験講座等の効果と評価」、および「国立台中

第一高級中学での研究発表に対する評価」、校内プ

ロジェクト４による「国際交流プログラムの評価」、

数学科による「数学的思考力を育てる教材の開発

と普及についての評価」について記載する。 

 

ａ．講演会・実験講座等の効果と評価 

研究内容の柱（ⅵ）「科学者・技術者に必要な科

学的リテラシーの育成」にもとづいて実施した講

演会・実験講座について、生徒にどの程度効果が

あったかを評価するために統一フォームのアンケ

ートを実施した。 

 

１．調査の概要 

アンケート項目は、次のように設定してある。 

Ｑ１．この講座･講演会の内容を理解できたか 

ア．よく理解できた 

イ．まあ理解できた 

ウ．あまり理解できなかった 

エ．理解できなかった 

Ｑ２．この講座･講演会を受講した動機（複数回答

可） 

ア．受講が必修だった 

イ．おもしろそうな内容だった 

ウ．自分の学習に役立ちそうだった 

エ．講師の先生にひかれて 

オ．友達に誘われて 

カ．その他（ ） 

Ｑ３．この講座･講演会の内容は、期待通りか 

ア．期待以上だった 

イ．期待通りだった 

ウ．ほぼ期待通りだった 

エ．あまり期待通りではなかった 

オ．期待はずれだった 

Ｑ４．この講座・講演会の内容は、あなたの学習

に役立ったか 

ア．大いに役立った 

イ．役だった 

ウ．あまり役立たなかった 

エ．役立たなかった 

Ｑ５．この講座･講演会で興味深かった内容およ 

び全体についての感想 

 

調査対象生徒は、参加生徒全員である。各講座

の符号は、最初のアルファベットが数学、理科、

総合の３区分を、数字が項目内での実施順を表す。

“M2”は数学関連の 2番目のプログラムであるこ

とを示している。なお、S2は実施時期の関係で調

査結果には入れていない。 

＜数学関連 M＞ 

M1：12 月 9日（火）「幻惑する数学」 

竹内耕太先生（筑波大学） 

M2：12 月 13 日（土）「モンテカルロ・シミュレ

ーション入門―サイコロで学ぶ統計学―」 

中島上智先生(日本銀行)」 

＜理科関連 S＞ 

S1：11 月 15 日（土） 

「核磁気共鳴（NMR）による有機化合物の構造

決定－理論と実験－」 

村田滋先生・滝沢進也先生 

（東京大学大学院総合文化研究科） 

S2：3月 12 日（水）実施予定 

  「宇宙エレベーターの物理学」 

   佐藤実先生（東海大学理学部） 

＜総合講座 G＞ 

G1：11 月 19 日（水） 

「コーパスを用いた日本語研究の魅力」 

田中牧郎先生（明治大学・国立国語研究所） 

G2：12月 9日（火） 

「ジュニア期のフィジカル強化について」  

小山孟志先生（東海大学） 

G3：12月 12日（金） 

「スポーツの主役は選手だけじゃない」 

溝口洋介先生（データスタジアム株式会社） 

G4：12月 12日（金） 

「社会の現実を良く知りていねいに考える事

の大切さ―46 年間の遺伝子の研究から学ん

だこと―」 

児玉龍彦先生（東京大学） 
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２．調査結果と考察 

 

Ｑ１ 講座・講演会の内容を理解できたか （％） 

 
参加数 ア イ ウ エ 無答 

M1 24 人 8.3 66.7 20.8 4.2 0 

M2 41 人 82.9 17.1 0 0 0 

M 平均 32.5 人 45.6 41.9 10.4 2.1 0 

S1 25 人 28.0 60.0 8.0 4.0 0 

S 平均 25 人 28.0 60.0 8.0 4.0 0 

G1 22 人 50.0 36.4 9.1 4.5 0 

G2 71 人 66.2 28.2 5.6 0 0 

G3 52 人 59.6 38.5 0 0 1.9 

G4 73 人 27.4 61.4 6.8 2.7 1.4 

G 平均 54.5 人 50.8 41.1 5.4 1.8 0.8 

全平均 44.0 人 46.1 44.0 7.1 2.2 0.5 

 

Ｑ２ 講座を受講した動機（複数可) （％） 

 
参加数 ア イ ウ エ オ カ 

M1 24 人 0 79.2 8.3 0 8.3 8.3 

M2 41 人 0 95.1 31.7 7.3 0 7.3 

M 平均 32.5 人 0 87.2 20.0 3.7 4.2 7.8 

S1 25 人 100 8.0 4.0 0 0 0 

S 平均 25 人 100 8.0 4.0 0 0 0 

G1 22 人 0 81.8 27.3 0 9.1 0 

G2 71 人 56.4 16.8 14.9 4.0 5.0 3.0 

G3 52 人 78.4 36.5 11.5 0 5.8 5.8 

G4 73 人 12.3 64.4 31.5 27.4 9.6 16.4 

G 平均 54.5 人 36.8 50.0 21.3 7.9 7.4 6.3 

全平均 44.0 人 35.3 54.5 18.5 5.5 5.4 5.8 

 

Ｑ３ 講座の内容は期待通りだったか （％） 

 
参加数 ア イ ウ エ オ 無答 

M1 24 人 33.3 41.7 20.8 4.3 0 0 

M2 41 人 65.9 26.8 7.3 0 0 0 

M 平均 32.5 人 49.6 34.3 14.1 2.2 0 0 

S1 25 人 52.0 36.0 12.0 0 0 0 

S 平均 25 人 52.0 36.0 12.0 0 0 0 

G1 22 人 36.4 50.0 4.5 9.1 0 0 

G2 71 人 54.9 38.0 5.6 1.4 0 0 

G3 52 人 34.6 50.0 13.5 0 0 1.9 

 
G4 73 人 41.1 28.7 24.7 5.5 0 0 

G 平均 54.5 人 41.8 41.7 12.0 4.0 0 0.5 

全平均 44.0 人 45.5 38.7 12.6 2.9 0 0.3 

 

Ｑ４ 講座内容はあなたの学習に役立つか （％） 

 
参加数 ア イ ウ エ 無答 

M1 24 人 16.7 75.0 8.3 0 0 

M2 41 人 51.2 46.3 2.4 0 0 

M 平均 32.5 人 33.4 60.7 5.4 0 0 

S1 25 人 60.0 40.0 0 0 0 

S 平均 25 人 60.0 40.0 0 0 0 

G1 22 人 22.7 68.2 0 0 0 

G2 71 人 63.4 36.6 0 0 0 

G3 52 人 32.6 65.4 1.9 0 0 

G4 73 人 41.1 54.8 2.7 1.4 0 

G 平均 54.5 人 40.0 56.3 1.2 0.4 0 

全平均 44.0 人 41.1 55.2 2.2 0.2 0 

 

Ｑ５ 感想など 
・体積とは何か、実数とは何かなど，今まで当たり前

だと思っていたことが実は厳密な定義の下では複雑

にこんがらがっていることに強い驚きを感じまし

た。（M1） 

・統計学の面白さに触れることができた。実際に実験

することで解けない問題を解く、という方法は斬新

だと思った。（M2） 

・ごく微少な量で、しかも性質を変化させずに物質の

種類が分かるということは非常に画期的だと感じ

た。経験的なデータの蓄積がなす役割の大きさが分

かった。（S1） 

・コーパスという言葉は、英和辞典の巻頭の言葉でし

か見たことがなかったので、今回日本語のコーパス

に実際に手でふれることができることがわかったの

はよかったです。（G1） 

・年齢や身長の伸び具合に合ったトレーニングの違い

がよく分かった。どのようなトレーニングがあるの

か、という紹介や、実践がたくさんあり、やってみ

たくなった（G2） 

・以前から疑問に思っていたゲーム等の選手データの

取り方がわかって面白かった。（G3） 

・海外のデータ活用のレベルの高さに驚いた。（G3） 

・科学者は専門家になればなるほど対象を見失ってし 

まう、というお話がとても心に刺さった。（G4） 

・現地で調査することの重要性がわかった。（G4） 

選択講座「ゼミナール」の一環として実施した

S1 を除き、希望者全員が講座を受講できる体制を

取っているため、多くの生徒が主体的に参加して

いる。内容について大多数の生徒が「期待通り」

「ほぼ期待通り」（Q3）と回答している。保健体育

科主催の G2・G3 講座の参加者数は中学生も多い。

また、OB による講演では、内容のみならず身近な

先輩の生き方から様々なことを学んだ生徒も多か

った。今後も充実した幅広い分野の講座を実施し

ていきたい。 

（文責：研究部 更科元子） 
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ｂ．国立台中第一高級中学交流プログラム 

―研究発表の相互評価の試み－ 

 

１．仮説 

台中第一高級中学での国際交流プログラム第 2

日目には，双方の学校の代表生徒が科学に関する

研究発表を英語でプレゼンテーションする取り組

みが行われている。その際，会場にいる聴衆にも

それぞれの研究内容やプレゼンテーションの完成

度を“Presentation Evaluation Sheet”という評価票

に記入させる試みが 2013 年度よりなされており，

今年で 3 回目となる。これによって，発表後に行

われる質疑応答の時間に議論し尽くせなかった問

題や，発言の機会を逸してしまった質問や感想を

より多くの生徒から吸い上げることができる。ま

た同時に，この記録は発表者がフィードバックす

る上でも十分に有益であると考えている。 

 

２．方法 

研究交流発表会の開始前に以下の評価項目を含

む評価票“Presentation Evaluation Sheet”を双方の

学校の生徒に配布し，生徒自身の印象に残った発

表について英語で記入してもらった。学校同士の

交流が主目的であるため，できる限り相手校の生

徒の発表を評価するようにした。評価項目（観点）

は，例年同様，次の①～③の 3 項目に分け，それ

ぞれを 5 段階（1～5）で評価し，それぞれコメン

トを記入する欄も設けた。発表会終了時に評価票

を回収した後，お互いの評価票を交換し，帰国の

途についた。 

 

＜評価項目＞ 

① (主に研究内容にかかわること) 

 

Organization （ well-organized ， sequential 

information，easy for audience to follow），Statement

（ basic reasoning ， logical conclusions ， adequate 

evidence）  

② (主にスピーチにかかわること) 

Speech Mechanics（speaks loudly and clearly，

captures and maintains audience interest in 

message)，Physical Composure（maintains eye 

contact，gesture appropriately） 

③ (主にスライド・資料作成にかかわること) 

Visual Support （visuals(ppt slides)are appropriate，

support presentation，handouts(abstracts)are neat 

and correct) 

＜評価区分＞ 

5： Excellent 4： Good 3： Average 

2： Below Average 1： Poor 

 

３．検証 

相手校もこの主旨を理解してくれつつあり，昨年

度の３倍近い評価票を回収することができた。その

一方，過密なプログラムの中にこの企画を盛り込ん

だだめ，後半の発表は評価票に記入する時間を持て

なかったのは今後の課題である。書き足りなかった

ものは後日メールでやりとりするなどの対策も考

えたい。今回は「音楽」という新しい分野での発表

があり，スライドと映像の発表に加えて，音声出力

による分析を行う発表があった。これは聴衆にも刺

激的な発表で，項目②は満点の 5.0 のスコアとなっ

た。また，昨年度と比較しても，すべての項目で昨

年の数値を上回っており，確実に成果が出ているこ

とがわかる。今後も様々な形で検証し，評価法につ

いても模索を続けたい。 

（文責：国際交流プロジェクト・吉田哲也 有木大輔）

本校生徒の発表テーマ 項目① 項目② 項目③ 評価数 

A Problem of Installing Security Cameras （数学） 4.3 3.7 4.4 71 

The analysis of the gene of Drosophila（生物） 4.4 4.3 4.4 69 

Non-linear recurrence relaitons（数学） 4.3 4.3 4.3 60 

Super Earthquake City TOKYO（地学） 4.5 4.5 4.6 60 

Making intergeneric hybrid of bitterling（生物） 4.6 4.2 4.6 50 

Do you feel these harmonies（音楽） 4.8 5.0 4.9 50 

Improvement of EBT’s color（化学） 4.3 4.1 4.3 19 

評価平均 4.4 4.3 4.5 54.1 
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ｃ．国際交流プログラムの評価 

 

1．前提 

台湾国立台中第一高級中学との交流事業は本校

が実施しているが SSH 関連の国際交流として最

大のものである。本年度も１６名（高校１年生４

名、高校２年生１２名）の生徒を派遣し、高校１

年生は学校紹介、高校２年生は研究発表を行い、

交流の機会を持った。この国際交流事業が生徒の

資質向上にどのように寄与しているか検証すべく、

派遣した生徒を対象に、派遣前、帰国後の２回に

わたってアンケート調査を実施している。 

本節では昨年度との結果の比較、およびこれに

基づいて、この事業の評価について述べることと

する。 

 

2-1. 派遣前アンケート集計結果および分析 

①派遣を希望した理由（複数回答可） 

１ 研究発表 ２ 相手生徒との交流  

３ 外国の訪問 ４英語の活用 ５その他 

2013（年度） 

高１ 1 (0)  2 (3)  3 (3)  4 (3)  5 (0)  (人) 

高２ 1 (10)  2 (5)  3 (6)  4 (5)  5 (2) 

2014（年度） 

高１ 1 (0)  2 (1)  3 (2)  4 (4)  5 (3)  (人) 

高２ 1 (7)  2 (9)  3 (5)  4 (7)  5 (0) 

学年ごとの派遣目的は生徒に周知されているが、

高２では派遣希望理由の一つに１の研究発表を挙

げている生徒が減り、２の相手生徒との交流を挙

げた生徒が大きく増えている。これは 10 月に上

海中学の訪問団が来校した折に高２の派遣予定生

徒がバディを務めたため、「交流」に対する意識が

高まったものと考えられる。 

 

②派遣プログラムに期待すること（記述） 

③派遣プログラムで力を注ぎたいこと（記述） 

 

②の具体例としては、本年度の高２は「プレゼ

ンテーション能力の向上」を挙げた者は減り、研

究・余暇を含めた「現地生徒との交流」を８名の

生徒が挙げている。 

③の具体例としては高１では全員が「プレゼン

テーションを成功させる」と答え、また高２では

「研究発表」が５名、「コミュニケーション関連」

が７名であり、本年度はコミュニケーションに期

待する傾向が高い。 

この背景には、生徒がこのプログラムを英語を活

用する場の一つとして捉えていることが考えられ

る。 

 

④将来、他の国々における問題解決や援助のため

に活動してみたいと思うか。 

１ 強くそう思う ２そう思う ３ あまり思

わない ４ 全く思わない ５わからない 

2013  高１ 1 (1)  2 (1)  3 (2)  4 (0)  5 (0)  

高２ 1 (2)  2 (4)  3 (3)  4 (0)  5 (2) 

                             無回答 1 

  2014  高１ 1 (1)  2 (2)  3 (1)  4 (0)  5 (0)  

高２ 1 (2)  2 (2)  3 (5)  4 (0)  5 (3) 

⑤ ④において１または２と答えた場合、具体的

にどのような活動をしてみたいか。 

 

④の結果から見る限り、派遣される生徒の、国外

に於いて社会的に貢献しようという意識は必ずし

も高くはないようである。 

⑤に述べられた具体例は広く分散し、高１では

「災害支援」「医療活動」、高２では「途上国支援」

「科学技術発展への寄与」「環境問題への対処」等

が挙げられている。 

 

⑥将来、大学進学、研究、仕事のために海外で活

動してみたいと思うか。 

１ 強くそう思う ２そう思う ３ あまり思

わない ４ 全く思わない ５わからない 

2013  高１ 1 (2)  2 (1)  3 (0)  4 (0)  5 (1)  

  高２ 1 (6)  2 (5)  3 (1)  4 (0)  5 (0) 

2014  高１ 1 (2)  2 (2)  3 (0)  4 (0)  5 (0)  

      高２ 1 (8)  2 (2)  3 (0)  4 (0)  5 (2) 

⑦ ⑥において１または２と答えた場合、具体的

にどのような活動をしてみたいか。 

 

⑥の結果から見る限り、国外で幅広く学習・研究

活動をしようという意欲は旺盛である。 

⑦の具体例では、本年度は「研究・留学・学位取

得」を挙げたものが５名となり、やや減少した。

それに代わって社会生活上の展望を挙げた生徒が

高１で２名、高２で３名いる。 
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2-2. 帰国後アンケート集計結果および分析 

⑧実際に派遣プログラムに参加してどうであった

か。 

１ 期待以上だった ２ほぼ期待通りだった 

３ 期待をやや下回った ４期待を大きく下回

った ５ どちらとも言えない、わからない 

 2013  高１ 1 (2)  2 (2)  3 (0)  4 (0)  5 (0)  

高２ 1 (6)  2 (5)  3 (1)  4 (0)  5 (0) 

2014  高１ 1 (2)  2 (2)  3 (0)  4 (0)  5 (0)  

高２ 1 (4)  2 (7)  3 (1)  4 (0)  5 (0) 

⑨ ⑧において１または２と答えた場合、具体的

にどのようなことがあてははまるか。 

 

⑧では、昨年度に引き続き、ほぼ全員が「期待以

上だった」もしくは「ほぼ期待通りだった」とし

ており、この交流事業が生徒にとって満足度の大

変高いものであることが示されている。 

⑨の具体例としては、「コミュニケーションがで

きた」ことを挙げた生徒が多いが、本年度は新た

に「プレゼンテーションのフィードバックが得ら

れた」とした生徒が３名いる。 

 

⑩将来、他の国々における問題解決や援助のため

に活動してみたいと思うか。 

⑪将来、大学進学、研究、仕事のために海外で活

動してみたいと思うか。 

１ 強くそう思う ２そう思う ３ あまり思

わない ４ 全く思わない ５わからない 

⑩2013  高１ 1 (0)  2 (1)  3 (1)  4 (0)  5 (2)  

高２ 1 (2)  2 (4)  3 (6)  4 (0)  5 (0) 

  2014  高１ 1 (1)  2 (3)  3 (0)  4 (0)  5 (0)  

 高２ 1 (3)  2 (2)  3 (5)  4 (0)  5 (2) 

⑪2013  高１ 1 (2)  2 (1)  3 (0)  4 (0)  5 (1)  

高２ 1 (4)  2 (6)  3 (1)  4 (0)  5 (0) 

  2014  高１ 1 (2)  2 (1)  3 (0)  4 (0)  5 (1)  

高２ 1 (5)  2 (5)  3 (1)  4 (0)  5 (1) 

 

このプラグラムの参加前、参加後の意識の変化を

見るために事前アンケートの④～⑦について再調

査した。④と⑩、⑥と⑪がそれぞれ対応する。 

⑩については、結果は事前アンケートとあまり違

わない数字と見えるが、１の「強くそう思う」が

高１・高２とも１名ずつ増えたことは、実際に海

外を訪れることが動機づけになることを示してい

るとも考えられる。 

⑪においては、昨年度も「強くそう思う」がやや

減り、２の「そう思う」にシフトしていることが

指摘できたが、本年度は高２に於いてその傾向が

より顕著になった。漠然と抱いていた海外で勉

強・研究することへの夢に対して、自己のスキル

を自覚したことによるものと考えられる。だが、

留学、国外での研究に対する関心は依然として高

いものと読み取れる。 

 

⑫Vierheller 夫妻の直前プレゼンテーション講

習は役に立ったか。 

⑬English Room の講師による原稿点検は役に立

ったか。 

１ 大いに役に立った ２ ある程度役に立っ

た ３ あまり役に立たなかった 

４ ほとんど・全く役に立たなかった  

５わからない 

⑫ 2013 高１ 1 (4)  2 (0)  3 (0)  4 (0)  5 (0)  

高２ 1 (8)  2 (2)  3 (2)  4 (0)  5 (0) 

   2014 高１ 1 (3)  2 (1)  3 (0)  4 (0)  5 (0)  

高２ 1 (11)  2 (1)  3 (2)  4 (0)  5 (0) 

⑬ 2013 高１ 1 (4)  2 (0)  3 (0)  4 (0)  5 (0)  

高２ 1 (9)  2 (2)  3 (0)  4 (0)  5 (0) 

   2014 高１ 1 (4)  2 (0)  3 (0)  4 (0)  5 (0)  

高２ 1 (7)  2 (4)  3 (1)  4 (0)  5 (0) 

 

プレゼンテーション講習、原稿点検とも大変役に

立ったと答えている者が多く、特に⑫については

高２の全員が「大いに役立った」と答えており、

この交流事業における生徒のプレゼンテーション

能力の向上に大きく寄与していることが分かる。 

 

3. 総括 

それぞれの項目で分析できることは述べてきた

が、総じて、派遣された生徒は達成感を表明し、

現地生徒との交流も深められている。この交流事

業が生徒の研究・発表に関する資質向上に大きく

寄与していることは疑いがない。 

派遣された生徒の体験が、ほかの生徒にも還元さ

れる機会を拡大していくことと、また、派遣され

る生徒に社会的に広い視野を持たせていくことが

引き続き必要である。 

(文責 国際交流プロジェクト委員長 髙橋深美) 
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ｄ．数学的思考力を育てる教材の開発と普

及についての評価 
 

１．仮説 

数学科では，初めて SSH に指定された 2002 年

度から 13 年間継続して「創造的な教材・指導法及

びカリキュラムの開発―中高 6 ヶ年から大学へ

―」と題して教材を開発し，本校の教育研究会や

本校主催の数学科教員研修会（SSH 交流会支援に

よる実施を含む）で発表してきた。これは日々の

数学の授業の充実を目指した取り組みであり，生

徒の知的な興味関心を刺激し数学的思考力を育成

するような教材を日々の授業で扱えば，生徒の課

題研究などの活動を活性化する基盤になる，そし

て SSH 校に限らず数学科の教員はそのような教

材を必要としている，と考えたからである。 

 

２．方法 

 日々の授業実践と本校数学科教員全体での検討

を通して教材を開発し，さらに授業実践を重ねる。

そして教育研究会，数学科教員研修会を開催，他

校の実践報告とともに発表し，参加者の意見を伺

う。 

 

３．検証 

 昨年の報告に 2008 年度から 2013 年度までの教

育研究会，数学科教員研究会の実施状況および参

加者アンケート結果を記したので，ここでは本校

を会場とした全国規模の数学科教員研修会を中心

に，本年度の結果について検証する。 

 2008 年度からの実施状況は次の通りである。 

年度 開催地 
発表 

校数 

発表件数 

(生徒発表) 

研究 

授業数 
参加者数 

2008 東京 7 8  87 

2009 東京 4 12  90 

2010 東京 6 9  129 

2011 東京 5 9 (2)  95 

2012 東京 6 12 (3)  94 

2013 東京 1 1 2 116 

2014 東京 5 7  212 

注）2013 年度は本校の教育研究会。本校単独で実施した

ものであるが，参考までに記載した。 

 参加者アンケートの結果は次の通りである。 

選 

択 

肢 

A：大いに賛成（大いにそう思う） 

B：賛成（そう思う） 

C：あまり賛成ではない（あまりそう思わない） 

D：反対（そうは思わない） 

Ｑ．実践校の発表は参考になったか。 

年度 A B C D 

2008 67% 33% 0 0 

2009 73 23 3 0 

2010 78 22 0 0 

2011 91 9 0 0 

2012 77 23 0 0 

2014 73 26 1 0 

Ｑ．この研修会は有意義だったか。 

年度 A B C D 

2008 69% 31% 0 0 

2009 80 16 3 0 

2010 89 11 0 0 

2011 92 7 0 0 

2012 82 18 0 0 

2014 83 16 1 0 

Ｑ．今回のような自主的教員研修会は必要か。 

年度 A B C D 

2008 79% 21% 0 0 

2009 88 12 0 0 

2010 92 8 0 0 

2011 91 9 0 0 

2012 86 14 0 0 

2014 86 14 0 0 

 2014 年度は参加者が倍増し，かつアンケートの

結果は変わらず良好である。アンケート回答者の

１割は以前に参加した方，或いはそういう方から

の勧めによる参加であった。初めて参加した方を

含めて研修会の内容に満足し，継続しての実施を

希望している。また，本年度参加者が倍増した原

因は不明であるが，継続して実施していることに

より，この研修会が周知されてきたことも理由の

１つであろう。 

 SSH指定校における数学科の取り組みは理科に

比べて少ないので，今後も全国に向けて発信し，

教材等を共有していきたい。 

（文責：数学科 鈴木） 
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Ⅴ．ＳＳＨ中間評価おい࡚指摘を

ཷけた事項のこ࡛ࡲࢀの改善・対応

状況 

 

校内推進委員会ࢆ開催ࠊࡋ中間評価࡛指摘ཷࢆ

改善ࡢࡑ背ᬒࡓࡗ࡞課題ࠊい࡚ࡘ事項ࡓࡅ

策ࡘい࡚検討ࢆ行ࠋࡓࡗ 

理科࡛ࠊࡣ生徒ࡢ主体的࣭探究的活動ࡢ支援強

化ࠊ授業ࡢ連携強化ࢆ図ࡿ方策ࡘい࡚協議ࢆ

行ࡾࠋࡓࡗわࠕࡅ理科課題研究ࠖࡢ導入ࡘい࡚

ࡿ࡞本格実施ࡽ࡚ࡅ位置付教育課程ୖࠊࡣ

ḟᖺᗘࡾࡼ効果課題ࢆ検証ࠊࡋ中高ࡢ接⥆ࡶ視

㔝いࡓࢀ生徒ࡢ活動ࢆ支援࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡁ

発展さࡓࡏい考え࡚いࠋࡿ 

 

㸯．理科課題研究の教育課程への位置࡙け 

＜こ࡛ࡲࢀの財産＞ 

第㸯期㸦ᖹ成14ᖺᗘ～18ᖺᗘ㸧５ࡢᖺ間ࠊ研

究主題ࠕ先駆的࡞科学者࣭技術者ࢆ育成ࡵࡓࡿࡍ

研究ࡢ教材開発ࠖ研究࣒キュࣛࣜ࢝中高一㈏ࡢ

授業ࡢᬑ段࡚ࡗࡼ実験教材ࡓࡋ導入ࠋࡓࡗ行ࢆ

や科学系ࣈࣛࢡ活動ࡢ充実ࡀ図ࡓࡲࠊࡇࡓࢀ購

入ࡓࡋ実験装置ࡾࡼ࡚ࡗࡼ専門性ࡢ高いྲྀࡾ組

 ࠋࡿ恩恵࡛あࡢSSHࡣࡇࡓࡗ࡞可能ࡀࡳ

第㸰期㸦ᖹ成1重ᖺᗘ～「」ᖺᗘ㸧５ࡢᖺ間ࠊࡣ第

㸯期࡛開発ࣜ࢝ࡓࡋキュ࣒ࣛや教材ࢆ基盤ࠊ࡚ࡋ

研究主題ࠕ国際社会࡛活躍ࡿࡍ科学者࣭技術者ࢆ

育成ࡿࡍ中高一㈏ࣜ࢝キュ࣒ࣛ研究教材開発－

中高大院ࡢ連携ࢆ生ࡓࡋサイエンスコ࣑ュࢣࢽ

࣮ション能力育成ࡢ研究－ࠖࠊࡶࡢ生徒うࡋ

サイエンࠕࡓࡋ活ࢆ教え合い࣭学び合いࠖࠕࡢ

スコ࣑ュ࣮ࢣࢽションࠖ能力ࡢ育成やࠊ国際的࡞

研究࣭交流活動ࡢ支援ࡾྲྀ組ࠋࡓࡁ࡛ࢇ生徒ࡀ

ࡢ国内外ࢆ成果ࡢ自主的࣭探究的活動ࡔࢇ組ࡾྲྀ

場࡛発表ࡿࡍ機会ࡀ飛躍的増えࠊ海外ࡢ学校

海ࠊやࡇࡓࡗ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ交流的⥆⥅ࡶ

外ࡢ大学進学࡞ࡿࡍ卒業後ࡢ進路多様性ࡀ

見ཷࡼࡿࢀࡽࡅうࠊࡓࡲࡶࡇࡓࡗ࡞SSHࡢ恩恵

࡛あࠋࡿ 

＜生徒の自主的・探究的活動を支えࡿ仕組ࡳ＞ 

生徒ࡢ自主的࣭探究的活動ࢆ支えࡿ校内ࡢ仕組

ࡢࡓࡁ࡚ࡋࡓ果ࢆ役割࡞ࡁ大࡛ࡲࢀࡇࠊ࡚ࡋࡳ

ࠋࡿあ࡛࣮ࠖࣝࢼ࣑ゼࠕ高校㸰ᖺ生総合学習ࠊࡣ

各教科ࡢ担当者ࡀテ࣮ࢆ࣐提示ཷࠊࡋ講希望者ࢆ

募ࡿ形式࡛実施さࠊࡀࡿࢀ例ᖺࠊ数学࣭理科ࡀ担

当ࡿࡍ講ᗙࡣ希望者ࡶ多ࡢࡑࠊࡃ中࡛ྲྀࡾ組ࡴ生

徒ࡢ自主的࣭探究的࡞研究ࠊࡣ第㸯期࡛導入ࡋ

ࡶࡢࡶࡓࡋ活効果的ࢆ実験教材や実験装置ࡓ

多ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽࡳࡃ数学࡛ࡣ大学連携ࣉࡓࡋ

ࡔࡿࡍ発信ࢆ研究成果ࡢ生徒ࠊࡋ実施ࢆ࣒ࣛࢢࣟ

指ࡢḟᖺᗘ以降ࠊࡵࡲ࡚ࡋ印ๅ物ࠊࡃ࡞࡛ࡅ

導や教員研修会等役立࡚ࠊ࡞ࡿ持⥆可能ྲྀ࡞

 ࠋࡿあࡘࡘࡾ࡞ࡳ組ࡾ

ッࣆ高いトࡢ専門性ࡾࡼࠊࡣ࡛࣮ࠖࣝࢼ࣑ゼࠕ

選択࡚ࡌ応興味࣭関心ࡢ自ศࡣ生徒ࠋ扱うࢆࢡ

ࡾྲྀ授業仲間ࡿࡎ相通ࡢ興味࣭関心ࡢࡑࠊࡋ

組ࠋࡿ࡞ࡇࡴ主体的࣭積極的選択ࡓࡋ仲間

ࡵ高ࢆ相乗効果ࠊࢀࡲ生ࡀ環境ࡴ組ࡾྲྀࡶ

ࡣࡇࡿࡍ完結授業内ࡀ研究ࡢ生徒ࠊࡓࡲࠋࡿ

ほࠕࠊࡃ࡞ࢇゼ࣮ࣝࢼ࣑ 修ࠖ了後ࡶ引ࡁ⥆ࡁ研

究ࢆ進展さࡓࡏ生徒ࡢ一部ࠊࡣ校内ࡿࡅ࠾発表

会㸦7月㸧ࠕࠊ生徒研究発表会 㸦ࠖ8月㸧࡛ࡢࡑ成果ࢆ

発表ࡿࡍ流ࡀࢀ定着࡚ࡋいࠋࡿ彼ࡢࡽ居場所ࡋ

ୗ級生ࠊࡃࡁ大ࡣ役割ࡍࡓ果ࡢࣈࣛࢡ科学系ࡢ࡚

 ࠋ高いࡶ波及効果ࡢ

＜よࡾ効果的࡞指導体制向け࡚＞ 

࣮ࣝࢼ࣑ゼࠕࠊࡎࡲ 活ࣈࣛࢡ科学系ࠊࡋ延長ࠖࢆ

動等ࠊ授業ࡿࡅ࠾自主的࡞活動ࡾྲྀ組ࡴ生徒

傾向ࡢ近ᖺࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡽࡆ挙ࡀ支援強化ࡢ

ࡿࡍ企画ࡀSSH校等や大学コࡣ研究ࡢ生徒ࠊ࡚ࡋ

一㈏ࡢࡳ組ࡾྲྀࡢࡑࡣいࡿあࠊ中ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ

多ࡶ事例ࡓࡋ場ࡢ活動ࢆ学校外ࠊࢀࡽࡅ設࡚ࡋ

ࢀ授業外や学校外࡛行わࡓࡋうࡇࠋࡿい࡚ࡗ࡞ࡃ

評十ศࢆ活動ࡢ生徒ࡢࡑࠊࡘࡘࡋ奨励ࡶ活動ࡿ

価࡛࡚ࡁい࡞い点ࡀ問題࡚ࡗ࡞いࠋࡿ 

ḟࠊテ࣮ࢆ࣐自主的設定ࡿࡍ生徒ࡢ対応

࣮ࣝࢼ࣑ゼࠕࠋࡿࢀࡽࡆ挙ࡀ 教ࡣ࣐課題࣭テ࣮ࡢࠖ

員ࡀ用意࡛ࡢࡶࡓࡋあࠊ࡛ࡢࡿ生徒ࡾྲྀࡀ組ࡴ研

究ศ㔝あࡿไ限ࠋࡿࡀ高校ࡢ実験室ࣞベࣝ

࡛可能࡞内容࡛あࢆࡇࡿ前提ࠊࡘࡘࡋ生徒ࡢ

興味࣭関心ࡢ高いศ㔝ࡶ対応࡛ࡿࡁ柔軟性ࢆ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞課題ࡀࡿࡁ確保࡛࡛ࡲࡇ

ࡢ手立࡚ࡿࡍ解消࣭改善ࢆ問題࣭課題ࡢࡽࢀࡇ

㸯ࠕ࡚ࡋࡘ理科課題研究ࠖࢆ教育課程位置付

ࡓࡋ強化ࢆ体ไࡿ支えࢆ自主的࣭探究的活動ࠊࡅ
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いࠋ 

＜期待さࡿࢀ効果＞ 

生徒ࡢ自主的࣭探究的活動ࠊࡣ概ࡡ高校㸰ᖺ生

࡛開始ࠕࠊࡋゼ࣮ࣝࢼ࣑ ࢀࡽࡵ進ࡽࡀ࡞ࡋ並行ࠖ

ࢇ学࡛࣮ࠖࣝࢼ࣑ゼࠕࠊࡣ理科課題研究࡛ࠖࠕࠋࡿ

ࡋ࡞ࡿࡏ発展さ主体的ࡘ的⥆⥅ࠊࢆ内容ࡔ

࡚研究ࢆ行いࠊ時間数や報告書提出等ࡢ一定基準

評ࡢ成果ࠊࡋ認定ࢆ単位࡚ࡋ対生徒ࡓࡋࡓ満ࢆ

価ࡀ可能ࠋࡿ࡞ 

࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡍ企画ࡀSSH校等や大学コࠊࡓࡲ

࣮ࠖࣝࢼ࣑ゼࠕࠊ生徒やࡿࡵ進ࢆ研究࡚ࡋ一㈏ࡢ

࡚ࡋ対選ぶ生徒ࢆ࣐いテ࣮࡞ࡢ関係直接的

発展࡚ࡋ࣒システࡿࡍ評価ࢆ成果ࢀࡒࢀࡑࠊࡶ

さࡶࡇࡿࡏ期待࡛ࠋࡿࡁ 

 

㸰．中高の接続を意識したྲྀࡾ組ࡳ 

高校㸰ᖺ生中学㸱ᖺ生ࢆ対象ࡓࡋ筑波大学

研究室訪問࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࠊࡣ自体ࡢ手応えࡣあࡿ

ࠊいࡲࡋ࡚ࡗ࡞企画ࡢ単発ࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡢࡢࡶ

中高ࡀ一体ࡢ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡗ࡞成果ࢆ見

い࡚ࡗ࡞ࡃࡃࡋࡔいࠋࡿ中高ࡢࢀࡒࢀࡑ目的ࡢ

明確化࣭差別化ࠊ実施時期ࡢ変更ࡶ࡞視㔝い

 ࠋいࡓ行いࢆい࡚再検討ࡘ実施方法ࠊࢀ

具体的࡞改善策ࠊࡣ࡚ࡋ一部研究室ࡿࡼ事

前࣭事後指導ࡢ導入ࠊ࡚ࡗࡼ⥅⥆的ࡾྲྀ࡞組ࡳ

ࠋࡓࢀ示さࡀ案ࡢ࡞ࡿࡳ試ࢆ実践࡞うࡼࡿ࡞

中学㸱ᖺ生࡛ࡢ訪問ࡅࡗࡁࢆ興味࣭関心ࡀ深

ࡿࡏスタ࣮トさࢆ研究࡚ࡋ発見ࢆ課題ࡽ自ࠊࡾࡲ

生徒ࢆ支援ࡓࡋいࠋ 

一方ࠊ中学㸱ᖺ生総合学習ࠕテ࣮࣐学習ࠖࠊࡣ

探究的活動ࡿࡅ࠾中学ࠊ同様࣮ࠖࣝࢼ࣑ゼࠕ

ࢆ࣐テ࣮ࡀ担当者ࡢ各教科ࠋࡿい࡚ࡗ࡞基盤ࡢ

提示ཷࠊࡋ講者ࢆ募ࡿ形式ࠕࡣゼ࣮ࠖࣝࢼ࣑同

様࡛あࡢࠊࡾ教科ࡶ探究的࡞要素ࢆ盛ࡾ込ࡔࢇ

展開ࢆ実践࡚ࡋいࠋࡿ第㸰期࡛実践ࡓࡋ生徒う

学習࣐ࠖテ࣮ࠕࠊࡣ教え合い࣭学び合い࡛ࠖࠕࡢࡋ

中学生ࡀ高校生ࠊࡏ合体さࢆ࣮ࠖࣝࢼ࣑ゼࠕ

実験ࢆ指導ࡿࡍ機会㸦理科㸧やࠊ中高合同࡛研究

発表ࢆ行う機会㸦数学㸧ࡶ設定ྲྀࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ

ࠋࡿい࡚ࢀさ⥆⥅発展的ࡶ第㸱期࡛ࠊࡣࡳ組ࡾ

深ࡀ興味࣭関心࡚ࡋ起点ࢆ学習࣐ࠖテ࣮ࠕࡢࡇ

 ࠋいࡓࡋ支援ࡶ生徒ࡿࡏスタ࣮トさࢆ研究ࠊࡾࡲ

実際ࡇࠊうࡓࡋ中学ࡢ活動ࡀ出発点ࠊࡾ࡞高

校㸯ᖺ生࡛成果発表ࡿࡅࡘࡂࡇ࡛ࡲ生徒ࡶいࡿ一

方࡛ࠊ中学高校࡛興味࣭関心ࡀ変化ࡿࡍ生徒ࡶ

少࡞ࡃ࡞いࠋ自主的࣭探究的活動意欲的ࡾྲྀ

組ࡔࢇ生徒ࣇࣟࣉࡢࡕࡓイࣝࢆศ析ࠊࡋ効果

課題ࢆ明ࡓࡋࡽい考え࡚いࠋࡿ 

 

㸱．普段の授業おけࡾྲྀࡿ組ࡳ 

ᬑ段ࡢ授業࡛行わࡿࢀ演示実験࣭ 生徒実験ࡶSSH

積ࢆ実践ࡽࡀ࡞ࡋ活用ࢆ開発教材ࡓࡅཷࢆ支援ࡢ

効率的࣭効ࢆ各単元ࡣ授業ࠊࡔࡓࠋࡓࡁ࡚ࡡ㔜ࡳ

果的網羅ࡽࡀ࡞ࡋ展開さࠊ࡛ࡢࡿࢀ生徒ࡀ自由

࣐テ࣮ࠕࠊ同様ࠋいࡋ難ࡣࡇࡿࡍ設定ࢆ課題

学習࣭ࠖࠕゼ࠾࣮ࠖࣝࢼ࣑い࡚ࡢ࡚ࡍࠊ生徒ࡢ

興味࣭関心合致ࡓࡋ講ᗙࢆ用意ࡶࡇࡿࡍ事実

ୖ可能࡛あࠋࡿ 

実験࡛ࡓࢀࡽえࡀえ目的や方法ࡓࠊࡋࡋ

あࡢࡑࠊࡶ࡚ࡋࡓࡗ過程࠾い࡚課題ࢆ発見ࡋ

ࡿࡍうࡑ見出ࢆ方策ࡿࡍ解決ࢆ課題ࡢࡑࠊࡾࡓ

姿勢ࡣ日常的見ཷࡢࡇࠋࡿࢀࡽࡅ課題発見࣭課

題解決ࠕࡀ理科課題研究ࠖ接⥆ࠊࡤࢀࡍ教材ࡢ

改良ࡶࡇࡿࡆ࡞ࡘ可能ࠊࡓࡲࠋࡿ࡞ᬑ段ࡢ

授業࠾い࡚専門性ࡢ高い実験方法や実験装置

触ࠊࡣࡇࡿࢀ後ࡢ自主的࣭探究的活動࠾い࡚

Ḟ࡞ࡏいࡼࡢࡇࠋうࠊ࡞授業ࡀ起点ࡿ࡞研究

 ࠋいࡓࡏ発展さࢆ授業実践ࠊい࡚࠾念頭ࡶ

 

㸲．科学オリンピック等࡛活躍すࡿ生徒への支援 

国際科学ࣜ࢜ンࣆッࢡやࡢࡑ予選相当ࡿࡍ国

内࣒ࣛࢢࣟࣉ参加ࡿࡍ生徒ࡢ多ࠊࡣࡃ科学系ࢡ

ࡿࡍษ磋琢磨ࡶ仲間ࠋࡿい࡚ࡋ所属ࣈࣛ

場ࡓࡲࠊ࡚ࡋ先輩ࡽ後輩情報ࢆ引ࡄ⥅ࡁ場

ࡢ理科ࠊ特ࠋࡿい࡚ࡋࡓ果ࢆ役割࡞ࡁ大࡚ࡋ

種目ࡣ理論ࡃ࡞࡛ࡅࡔ実験ࡶ課題࡚ࡋえࢀࡽ

可Ḟ࡛ࡣ存在ࡢ実験室ࡢ࡚ࡋ居場所ࠊࡵࡓࡿ

あࡾྲྀࡢࡑࠊࡾ組ࡳ自体ࡀ自主的࣭探究的活動

捉え࡚ࡼࡶいࠋ 

一方ࠊ科学系ࣈࣛࢡ所属࡚ࡋい࡞い生徒ࡢ参

加ࡶ少࡞ࡃ࡞いࠋ個々ࡢ生徒ࡢ活動ࡢ実態ࢆ把握

支࡞効果的࡚ࡗ生徒ࡢ全࡚ࡿࡍ挑戦ࠊࡽࡀ࡞

援ࡢ在ࡾ方ࢆ検討ࡓࡋいࠋ 

 

 以ୖࢆ踏ࡲえࠊᬑ段ࡢ授業やࠕテ࣮࣐学習 ゼࠕࠊࠖ

࣮ࣝࢼ࣑ 理科課題研究ࠕࠊࠖ 活動ࣈࣛࢡ科学系ࠊࠖ

ྲྀ支援強化ࡢ自主的࣭探究的活動ࡢ生徒ࡿࡅ࠾

 㸦文㈐：研究部 真梶克彦㸧   ࠋいࡓࡳ組ࡾ
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Ⅵ．校内における 

ＳＳＨの組織的推進体制 

 

本校ࡢ SSH 特徴࡛あࡀࡳ組ࡾ取ࡢ全教科࡛ ࠊࡣ

ࡾ縦割ࡀ組織ࡣ࡛ࡳ組ࡾ取ࡢ教科中心ࠊ一方ࠋࡿ

型ࠊࡾ࡞ 教科࣭科目間ࡢ柔軟࡞連携ࡀ難ࡋい面

ᖹ成ࠊࡵࡓࡓࡗあࡀ 1重ᖺ度ࡢࡽ SSH 教科ࠊࡣ࡛

委ࢺࢡェࢪࣟࣉ校内ࡿࡍ参加ࡀく全教員࡞関係

員会ࡿࡼ取ࡾ組ࡳを追加ࠊࡋ横断的࡞連携を深

機࡞十分ࡀ推進ࡢ研究ࡿࡼ組織ࡢこࠋࡿい࡚ࡵ

能を果࡚ࡋࡓいࡿこࠊࡽ⥅⥆新規ࡢ SSH ࠾

い࡚ࡶ校内ࢪࣟࣉェࢺࢡ委員会を活用ࡿࡍ計画࡛

あࠋࡿ 

具体的ࠊࡣ以下ࡢ研究組織を活用あࡿいࡣ新

 ࠋࡿࡍ企画࣭評価を推進ࡢ研究ࠊ࡚ࡋ設置ࡓ

 

㸯．校内推進委員会 

全教科ࡽ選出ࡓࢀࡉ教員を含ࠊࡴ計 14 名ࡢ構

成員ࠊ࡚ࡗࡼ実施計画書ࠊ業計画書ࠊ業経

費説明書等書類ࡢ作成ࡼ࠾び業ࡢ評価方法ࡢ検

討࡞を担当ࠋࡓࡋ 

林 久喜㸦学校長㸧ࠊ濱本悟志࣭大㔝 新㸦副校

長㸧ࠊ真梶克彦㸦研究部長㸧ࠊ更科元子㸦研究部࣭

SSH担当㸧ࠊ㧘橋深美㸦校内ࢪࣟࣉェ4ࢺࢡ委員長㸧ࠊ

鈴木清夫㸦数学㸧ࠊ梶山正明㸦理科㸧ࠊ土井宏之㸦技

術࣭芸術㸧ࠊ杉ᮧ千亜希㸦国語㸧ࠊ宮﨑大輔㸦地歴࣭

公民㸧ࠊ横尾智治㸦保健体育㸧ࠊ山田忠弘㸦英語㸧ࠊ

後藤順子㸦務係長㸧 

 

㸰．校内プロジェクト会議 

 全教員ࡀ下記ࡢ㸲ࢪࣟࣉࡢࡘェࡢࢺࢡいࢀࡎ

ࢺࢡェࢪࣟࣉ校内ࠊࡕうࡢそࠋࡿࡍ所属 ࡣ」

研究内容ࡢ柱。Ϻ)ࠕ科学者࣭技術者ࡢ࡚ࡋ研究

活動必要࡞情報収集能力࣭࣓ࢹ活用能力ࡢ

育成 ࢺࢡェࢪࣟࣉ校内ࠊࠖ 4 (柱。ϻࡢ研究内容ࡣ

ࢮࣞࣉ英語ࡿࡍ場࡛通用ࡢ国際交流や学会発表ࠕ

ンࢩ࣮ࢸョン能力ࡢ育成ࠖをサࡽࡀ࡞ࡋࢺ࣮࣏研

究を進ࠊࡓࡲࠋࡿࡵ他ࢪࣟࣉࡢࡘ２ࡢェࡶࢺࢡ必

要応࡚ࡌ研究開発関わࠋࡿ 

校内ࢪࣟࣉェࢺࢡ 1 

→成長過程ࢪࣟࣉェࢺࢡ 

校内ࢪࣟࣉェࢺࢡ 「 

→教ᮦ開発支援ࢪࣟࣉェࢺࢡ 

校内ࢪࣟࣉェࢺࢡ 」 

→地域貢献࣭教師教育ࢪࣟࣉェࢺࢡ 

校内ࢪࣟࣉェࢺࢡ 4 

→国際交流ࢪࣟࣉェࢺࢡ 

 

㸱．運営指導委員会 

筑波大学ࡼ࠾びそࡢ他外部ࡢ研究者等 6名ࡽ

構成ࠋࡿࢀࡉ研究推進ࡵࡓࡢ特別設置ࡓࡋ委

員会࡛ࠊᖺ 「回開催ࠋࡿࡍ構成員ࡣ下記ࡢ通࡛ࡾ

あࠋࡿ 

氏名 所属・職名 

真船 文隆 

東京大学大学院 

総ྜ文化研究科教授 

ྜྷ田 次郎 

東京海洋大学 

海洋科学部海洋環境学科教授 

古川 哲史 

東京医科歯科大学大学院 

難治疾患研究所教授 

ྜྷ原 信敏 

東京学芸大学 

理科教員㧗度支援ࢭンタ࣮准教授 

坂井  公 

筑波大学 

数理物質系准教授 

㔝ᮧ 港 

筑波大学 

教育ニࣈࢸࢩ機構教授 

運営指導委員会࠾い࡚ࠊࡣSSH 業ࡘい࡚

報告ࡢ後ࠊ各運営指導委員ࡽ助言指導をいࡔࡓ

くࠋそࡢ多岐亘ࡿ内容をࠊSSH 業ࡢ推進ࡓࡢ

ࡋ本校࡛実施ࠊࡓࡲࠋࡍ面࡛活࡞ࡲࡊࡲࡉࡵ

࡚いࡿ生徒研究発表会㸦࣐࣮ࢸ研究発表会㸧ࡢ助

言指導ࡶ加わ࡚ࡗいࠊࡁࡔࡓ直生徒へࢻࡢ

バࢫや評価をいࡔࡓい࡚いࠋࡿ 

 

㸲．研究部 

校内ࡢ既設ࡢ分掌࡛ࠊ㸳名࡛構成ࠋࡿࢀࡉ実施

計画書ࠊ業計画書ࠊ業経費説明書ࡲࡾࡢ

びࡼ࠾文部科学省ࠊࡵ JST 外部ࠊ連絡協議ࡢ

等ࡵࡲࡾ取実施ࡢࢺ࣮ࢣン各種調査࣭ࡢࡽ

を行うࠊࡶ各研究࣭ࢪࣟࣉェࢺࢡ間ࡢ調整

を行ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ研究発表ࡢ場࡛あࡿ教育研究会ࠊ

校内研修会ࡢ企画࣭運営を中心࡚ࡗ࡞進ࠋࡓࡵ 

コࡓࡗ࡞連携校ࡀ本校ࠊࡽࡉ SSH 校 S࣭SH

科学技術人ᮦ育成㔜点枠業採択校࠾けࡿ生徒

研究発表会や海外交流ࢢࣟࣉラ࣒等関ࡿࡍ連

絡࣭調整を担うࠋ 㸦文責：研究部 真梶克彦㸧
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Ⅶ．研究開発実施上の課題及び 

今後の研究開発の方向࣭成果の普及 

㸯．今年度の研究開発つい࡚ 

㸳ᖺ計画ࡢ第㸱ᖺḟࠊࡣ研究ࢆ具体的展開ࡋ

試ࠊࡣい࡚ࡘ柱㸦ϸ㸧～㸦Ϻ㸧ࡢ研究開発ࠋࡓ

行～ᮏ格的࡞実施ࡾྲྀ組ࠊࡓࡲࠋࡔࢇ柱㸦ϻ㸧

～㸦ⅵ㸧ࡘい࡚ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ SSH 研究開発ࡢ

評価ࢆふࡲえࠊ⥅⥆的実践࣭改良࣭普及ࢆ引ࡁ⥆

 ࠋࡓࡵ進ࡁ

㸳ᖺ計画ࠊࡣ柱㸦ϸ㸧࡛全員研究入門ࡢ機会

高いࡢび㸦Ϻ㸧࡛研究意欲ࡼ࠾柱㸦Ϲ㸧 ࠊ与えࢆ

生徒ࢆ伸ࠊࡋࡤ柱㸦ϻ㸧࡛ࢮࣞࣉン࣮ࢸション能

力ࢆ高࡚ࡵ国際交流等ࡢ場࡛ࡢ研究発表臨ࡏࡲ

教育ࡽ今ᖺᗘࠊࡀࡿい࡚ࡋ想定ࢆࢀいう流ࡿ

課程へࠕ理科課題研究ࠖࡢ設定ࠊࡋ積極的࣭主体

的研究ࡾྲྀ組ࡔࢇ生徒ࡢࡕࡓ成果ࢆ単位ࡋ

࡚評価࡛ࡼࡿࡁうࡣࡇࡓࡗ࡞前進捉え࡚い

 ࠋࡿ

 

㸰．評価課題 

「.1㸦ϸ㸧すべ࡚の生徒の探究心や研究意欲を高め

る大学研究室体験の実施つい࡚ 

高校㸰ᖺ生中学㸱ᖺ生ࢆ対象ࡓࡋ筑波大学

研究室訪問ࢆ実施ࡅཷࠋࡓࡋ入ࢀ協力頂いࡓ研

究室ࡢ数ࠊࡣ高校㸰ᖺ生࡛ 中学㸱ᖺ生࡛ࠊ8」 ࠊ4「

 ࠋࡿいえ数࡞十分ࡶ࡚ࡋ対生徒人数ࠊࡾ࡞

中高࣒ࣛࢢࣟࣉࡶ自体ࡢ手応えࡣあࡿ一方ࠊ

一ࡀ中高ࠊいࡲࡋ࡚ࡗ࡞企画ࡢ単発ࡀࢀࡒࢀࡑ

体ࡢ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉࡓࡗ࡞成果ࢆ見いࡋࡔ

くく࡚ࡗ࡞いࡣࡇࡿ課題࡛あࠋࡿ中高ࢀࡒࢀࡑ

明確࣭ࡢ目的ࡢ 差別ࠊ事前事後学習ࡢ充実ࠊ

実施時期ࡢ変更ࠊ࡞実施方法ࡘい࡚再検討ࢆ

行いࡓいࠋ 

東京医科歯科大学ࡢ見学࣭実習࡛ࠊࡣ基礎実験

コ࣮ࢫ㸱講ᗙ各㸱ྡࠊ臨床コ࣮ࠊ８ྡࢫ計 17

参加希望ࡿ回ୖࢆ定員ࠊ昨ᖺྠ様ࠋࡓࡋ参加ࡀྡ

実習ࠊࡓࡲࠋࡓ伺えࡀࡉ高ࡢ関心ࡢ生徒ࠊࡾあࡀ

後ࡣᮏ校 OB 大学生ࠊࡌ応ࡶ進路相談ࡀ学生ࡢ

活や研究活動ࡢ様子ࢆ語ࡢ࡞ࡿ時間ࡶ設ࠊࢀࡽࡅ

参加生徒活発࡞質疑応答ࡀ行わࠋࡓࢀ 

「.「㸦Ϲ㸧意欲の高い生徒のためのグ࣮ࣟバ࣭ࣝサ

課題研究ࠖ等のプࣟࠕを目指すࢺスࢸエン

グ࣒ࣛ研究実施つい࡚ 

 生徒ࡢ研究内容ࡢ水準ࢆ維持࣭向ୖࡵࡓࡿࡏࡉ

高ࠋࡓࡋ設定教育課程ࢆ理科課題研究ࠖࠕࠊ

校㸰ᖺ生࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕや通常ࡢ授業ࣈࣛࢡࠊ活

動ࢆベ࣮ࠊࢫ⥅⥆的ࡘ主体的研究ࢆ発展ࡉ

満ࢆ一定基準ࡢ時間数や報告書提出等ࠊ࡞ࡿࡏ

࡛ࡲࢀࡇࠋࡿࡍ認定ࢆ単位ࠊ࡚ࡋ対生徒ࡓࡋࡓ

研究水ࡢ生徒ࡓࡁ࡚ࡗ行ࢆ国内外࡛研究発表ࠊࡶ

準ࠊࡣ概ࣞࡢࡇࡡベࣝ㐩࡚ࡋいࠊ࡛ࡢࡿ成果ࢆ

単位࡚ࡋ認ࠊࡵ研究ࢆ奨励ࡽࡡࡿࡍい࡛あࠋࡿ 

一方ࠊ昨ᖺࡢ࡛ࡲ情報収集等ࡢ準備ࢆ踏ࡲえࠊ

中ࡳ夏休ࠊ行いࢆ実施ࡋ前倒ࡢ࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕ

研究へྲྀࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡾうࠋࡓࡋ種々

ࠊࡣ選考ࡢ生徒ࡿࡍ参加࣒ࣛࢢࣟࣉ研究発表ࡢ

主࡚ࡋ夏休ࡳ前行わࠊࡾ࠾࡚ࢀ研究ࣔࡢチベ

࣮ションࢆ高ࡢࡇࠊࡶࡿࡵ時期ࢆ起点ࡋ

࣮ࣝࢼ࣑ࢮࠕࠊ࡚ ࢀࡽࡵ進ࡣ研究ࡽࡀ࡞ࡋ並行ࠖ

࡚いࠋࡿ早ࡢࡵ研究࣐࣮ࢸ設定ࢆ生ࠊࡋ研究活

動ࡢ進行状況ࢆ࡞把握ࡽࡀ࡞ࡋ生徒ࡢ研究意欲

課ࡀࡇࡿࡆ࡞ࡘ向ୖࡢ質ࡢ研究ࠊࡋࡔࡁ引ࢆ

題࡛あࠋࡿ 

高校生向ࡓࡗࡲ筑波大学࡛始ࡾࡼ今ᖺᗘࠊࡓࡲ

࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࡅ G達道ST。Gせぞ継aせ 達つ下つちe 道でたeち下 じそ 

S続じeそ続e aそこ Te続しそぞせぞざと)࡛ࠊࡣ生徒ࡢ自主的࡞研

究活動等ࡶ支援ࡿࡍコ࣮ࡶࢫ用意ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᮏ

校ࡣࡽ㸴ྡࡢ生徒ࡀ参加࡚ࡋ大学連携ࡓࡋ

ࣟࣉࠋࡿい࡚ࡵ進ࢆࡳ組ࡾྲྀࡢ理科課題研究ࠖࠕ

連携関ಀ࡞᭷効ࡢ大学等ࠊ行いࢆ検証ࡢ࣒ࣛࢢ

 ࠋࡿ課題࡛あࡀࡇいく࡚ࡋ構築ࢆ

 コ SSH 校等ࡢ連携ࡾྲྀࡿࡼ組ࡋ⥆⥅ࡶࡳ

ࡢ高校㸦と上さし㸧ࢸンࣟࣇࢫン࢚横浜サࠋࡓ

ᮏࠊࡣᑠ笠原父島自然観察実習࡛ࠖࠕ࣒ࣛࢢࣟࣉ

校ࡢ生徒㸰ྡࡀ参加ࢻ࣮ࣝࣇ࡚ࡋワ࣮ࡾྲྀࢡ

組ࡢࡑࠊࡓࡲࠋࡔࢇ成果ྠࢆ校ࡀ主催ࡓࡋ科学ࣇ

ࡇࡿࡍい࡚発表࠾と上さ 達IRST「014ࠖࠕ࣒࣮࢛ࣛ

ࣟࣉࡢ大阪府立大手前高校や明治大学ࠋࡓࡁ࡛ࡀ

ࡾྲྀ࡚ࡋࢫベ࣮ࢆ࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮࠕࠊࡣ࡛࣒ࣛࢢ

組ࡔࢇ数学ࡢ研究成果ࢆ発表ࡿࡍ機会ࢆ得ࠋࡓ 

ࠊ研究発表会࣐࣮ࠖࢸࠕࡢᮏ校࡛開催ࠊ他ࡢࡑ

横浜࡛開催ࠕࡿࢀࡉ生徒研究発表会ࠖࠊ都内ࡢ指

定校ࡀ参加ࠕࡿࡍ東京都内指定校合ྠ発表会ࠖ࡞

場࡞貴㔜ࡣ࡚ࡗ生徒ࡿࡍ発表ࢆ成果ࠊࡣ

参ࡢୗ級生特ࠊ発表者以外ࠊࡢࡢࡶࡿい࡚ࡗ࡞

加࡚ࡋಁࢆいくࡀࡇ今後ࡢ課題捉え࡚いࠋࡿ
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「.」㸦Ϻ㸧科学者࣭技術者し࡚の研究活動必要

つい活用能力の育成ࢹ情報収集能力࣭࣓࡞

࡚ 

 昨ᖺᗘ開始ࡓࡋ SSH シ࣮ࣜࢹ࣓ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭࢬ

い࡛今ᖺࡓࡲࢆᖺᗘࡣ講ᗙࡢ一部ࠊࡣ穴ࠖࡢ虎

ᗘ前期ࡶ実施ࡢࡇࠋࡓࡋ㸯期目修了後ཷࡢ講者

㸰期目ࠊࡅཷࢆ意見ࡢࡽ結果や講師ࢺ࣮ࢣン

 ࠋࡓࡋ加え࡚実施ࢆ改良計画ࡣ

㸰期目ࡶ参加希望者ࡀ募集定員ࢆ大幅ୖ回

課ࡀい点࡞得ࢆࡿࡊࡏ対象ࢆ生徒ࡓࢀࡽ限ࠊࡾ

題࡚ࡋ残ࠊࡀࡓࡗ講ᗙࡢ内容࣮ࢆカࣈࡍ

目ࢆ普及ࡢ講者以外へཷࠊࡋ検討ࢆ方法ࡢ࡞ࡿ

指ࡓࡋいࠋ 

「.4㸦ϻ㸧国際交流や学会発表の場࡛通用する英語

プࣞゼン࣮ࢸション能力の育成つい࡚ 

英語ࢮࣞࣉン࣮ࢸション能力ࡢ育成ࢆ強ࡿࡍ

ղ研究発表ࠊࡅձ高校生向ࡁ⥆ࡁ引昨ᖺࠊࡵࡓ

直前ࡢ高校生㸦後述ࡢ台中一中へࡢ派遣生徒㸧向

講ᗙࡿࡼ外部講師ࠊ計㸱回ࡢࡅճ中学生向ࠊࡅ

Ḟタ࣮制作ࢫ࣏発表内容やࠊࡓࡲࠋࡓࡋ実施ࢆ

表࡞専門的ࡓࡋ駆使ࢆ࣒カࣝタ࣮ࢽࢡࢸい࡞ࡏ

現ࡢ指ᑟࡣ課題࡚ࡗ࡞いࠊࡀࡓ今ᖺᗘࡣ筑波大

学ࡢ予算措置࡛実現ࡓࡋ日ᮏ在住ࡢ外国人若手研

究者ࡢ交流会㸦ࠕンࢵࣜࢢシュ࣮࣒ࣝ 㸧ࠖࢆ開

催ࠊࡋ科学コンࢸンࢆࢶ英語࡛表現ࡿࡍ能力育成

࡚ࡋࡘ一ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࠊࡣḟᖺᗘࠋࡓࡋ活用

 ࠋいࡓࡏࡉ発展ࡽࡉ

国立台中第一高級中学㸦台中一中㸧ࡢ交流ࡣ

㸴ᖺ目ࢆ迎えࠋࡓ今ᖺᗘ1ࡶ「᭶ᮏ校ࡽ台中一

中へ出向ࠊࡁ研究交流会㸦A続aこemじ続 aそこ （つせ下つちaせ 

道で続しaそざe ５ちぞざちam㸧ࢆ実施ࠋࡓࡋ研究発表会㸦ᮏ

校：7報ࠊ台中一中：6報㸧࡛ࡣ英語ࡿࡼ口頭発

表ࡀ行わࠊࢀ昨ᖺྠ様ࠕ発表評価票㸦５ちe上eそ下a下じぞそ 

道づaせつa下じぞそ Sしee下㸧ࠖࡿࡼ相互評価ࢆ行ࠋࡓࡗ 

課題࡚ࡗ࡞いࡓ参加生徒以外へࡢ成果還元

ンタ࣮ネࢆ一部ࡢ研究発表ࡶ今ᖺᗘࠊࡣい࡚ࡘ

共᭷ࢆ場ࡀ仲間ࡢ多くࠊࡋ⥅経由࡛ᮏ校へ中ࢺࢵ

ࡼ参加生徒ࠊࡓࡲࠋࡓࡵ努ࡾ環境࡙くࡿࡁ࡛

ࡿࡍ広く共᭷ࢆ成果ࠊࡋ企画ࢆ追体験講ᗙࡿ

意ࡿࡍ対ୗ級生ࡿࡍ希望ࢆ参加ࡢḟᖺᗘࠊࡶ

欲向ୖࢆ図ࠋࡓࡗ 

ࠊ立命館高校SSH科学技術人材育成㔜点枠ࠊ他ࡢࡑ

横浜サ࢚ンࣟࣇࢫンࢸ高校コSSHࡢ連携

校２ࠊࢀࡒࢀࡑࠊ࡚ࡋaしじこぞせ Wじ下下aとaそつ上ぞちそ㸦タ

海外ࡿࡅ࠾Tしぞma上 Jeささeち上ぞそ 高校㸦米㸧ࠊ㸧

研修へ㸰ྡࡢࡘࡎ生徒ࢆ派遣ࣟࣉࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ

教育的効ࡿࡼ交流ࡢ生徒ྠ士ࡢSSH校ࠊࡣ࣒ࣛࢢ

果ࡶ大ࡁいࠊࡢࡢࡶ単発ࡢ機会࡞ࡽ࡞い工夫ࡀ

課題࡛あࠊࡋࡋࠋࡓࡗᖺ間ࢆ通ࣉࡓࡋ⥆⥅࡚ࡋ

参加ࡶࢀࡎいࠊࡾ࡞うࡼࡿࢀࡉ計画ࡀ࣒ࣛࢢࣟ

生徒ࡢ㐩成感や満足ᗘࡣ高いࠋ 

「.5㸦ϼ㸧SSH 校や大学の連携を活かした数学的

思考力を育࡚る教材の開発普及つい࡚ 

今ᖺᗘࠊࡶ数学科教員研修会㸦交流会支援枠㸧

࠾湖陵高校ࠋࡓࡋ開催࡚海㐨釧路湖陵高校ࢆ

ᮐࠊ湖陵高校ࠊ他ࡢ研究授業ࡿࡼびᮏ校教員ࡼ

幌啓成高校ࡼ࠾びᮏ校教員ࡿࡼ事例報告ࡀ行わ

生徒ࡓࡋ参加授業ࠊく࡞࡛ࡅࡔࡽ教員ࠋࡓࢀ

持ࢆ情報࡞᭷用実践ࡢ今後ࠊࡾ募ࡶ意見ࡢࡽ

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ帰ࡕ

数学科教員研修会ࡓࡋい࡚開催࠾ᮏ校ࠊࡓࡲ

㸦基礎枠㸧࡛ࠊࡣᮏ校ࡽ」報ࠊ他校4ࡽ報ࡢ報

告研究協議ࡀ行わࢆ00ྡ」ࠊࢀ超えࡿ参加者ࡽ

忌憚࡞ࡢい意見ࢆ得ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿḟᖺᗘࡶ⥅

 ࠋࡿ計画࡛あࡿࡵ努普及開発ࡢ教材࡚ࡋ⥆

「.6㸦Ͻ㸧 科学者࣭技術者必要࡞科学的ࣜࣛࢸ

シ࣮の育成つい࡚ 

社会科ࠕࡿࡼ科学者ࡢ社会的責任࣐࣮ࠖࢸࢆ

第㸯期ࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࡇࠊࡵࡌࡣࢆ講演会ࡓࡋ

SSH開始時㸦ᖹ成14ᖺ㸧ࡢࡽ伝統あࡿ実践࡛あࠋࡿ

今ᖺᗘࠊࡣ理数講ᗙ4ࡀ講ᗙ㸦数学「࣭理科「㸧ࠊ総

合講ᗙ6ࡀ講ᗙ㸦国語1࣭社会「࣭体育「࣭総合1㸧開

講ࠋࡓࢀࡉḟᖺᗘࠊ࣐࣮ࢸࠊࡶ内容ࡢ精選や実施

方法ࡢ改善ࡓࡋ⥆⥅ࡘࡘࡾࡣࢆいࠋ 

 

㸱．今後の方向࣭成果の普及 

ション能࣮ࢸンࢮࣞࣉ活用能力や英語ࢹ࣓

力ࡢ育成ࡿ࡞ࡽࡉࠊࡣ࣒ࣛࢢࣟࣉ拡充ཷ講者以

外へࡢ波及ࢆ目指ࠊࡓࡲࠋࡍ教員対象ࡢ数学科研

修会ࠊࡋ⥆⥅ࢆ研究開発ࡢ成果ࢆ普及ࡓࡋいࠋ 

ࠊい࡚ࡘ事項ࡓࡅཷࢆ中間評価࡛指摘ࠊࡓࡲ

校内推進委員会࡛ࡢ検討ࢆ踏ࡲえࠊ具体的࡞改善

策ࢆ講ࡾࠋࡿࡌわࠕࡅ理科課題研究ࠖࡢᑟ入ࡘ

い࡚ࠊࡣ教育課程ୖ位置付ࡽ࡚ࡅᮏ格実施

⥆接ࡢ中高ࠊࡋ検証ࢆ課題効果ࡾࡼḟᖺᗘࡿ࡞

ࢆ活動࡞探究的ࡘ主体的ࡢ生徒ࡓࢀい視㔝ࡶ

支援࡛ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡁ開発ࡓࡆ࡞ࡘいࠋ 

        㸦文責：研究部 真梶克彦㸧 

- 52 -



 

 

・関係資料 2014 ᖺ度 

■運営指導委員会の記録 

 

「014 ᖺ度 第㸯回 SSH 運営指導委員会 

日時：「014.7.1「㸦土㸧 15：00〜17：00 

場所：本校大会議室 

運営指導委員出席者：ྜྷ田次郎ࠊ古川哲史ྜྷࠊ原

伸敏ࠊ㔝村港ࠊ坂井公 

校内委員等出席者：14ྡ 

＜次第＞ 

㸯．学校長あいࡘࡉ 

㸰．業報告 

㸦㸯㸧全般 研究部報告 

㸦㸰㸧校内ࢪࣟࣉェクࢺ報告 

 㸦５4㸧ࠖࢺェクࢪࣟࣉ国際交流ࠕ

㸦㸱㸧全般ࠊ校内ࢪࣟࣉェクࢺ業対すࡿ 

指導࣭助言 

㸦㸲㸧各教科報告㸦数学ࠊ理科ࠊ技術家庭࣭芸術 

科ࠊ国語科ࠊ社会科ࠊ保体科ࠊ英語科㸧 

㸦㸳㸧各教科業対すࡿ指導࣭助言 

→高 記ࠋࡿ᭷意義࡛あࡣ研究発表会࣐࣮ࢸࡢ「

録や資料ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ化ࢆ目指しࡓいࠋ 

 ࠋࡿ࡞大変勉強ࡣ発表࣮ࢱࢫ࣏→

→科学ࡢ信頼ࢆ考えࡿ社会的責任ࡀあࠋࡿ 

→社会連携し࡚ࣜ࢜ࡢンピック教育ࡣ筑波大

学し࡚や࡚ࡗいࠋࡿ 

→科学おい࡚言語能力ࡣ大切࡛あࠋࡿ 

→医学࡛も統計ࡣ㔜要࡛ࡢ࡞㔜視すࠋࡁࡿ 

＜配付資料＞ 

資料ձ出席者ྡ簿 

資料ղSSH 運営指導委員一覧 

資料ճᖹ成 「6 ᖺ度 SSH 研究開発実施計画書 

資料մ ᖹ成 「6 ᖺ度 SSH  ࣮ࢲンࣞ࢝

資料յ ᖹ成 「6 ᖺ度生徒派遣企画一覧 

資料ն ᖹ成「6ᖺ度SSH生徒研究発表会ࡘい࡚ 

資料շ 高 」㸦6」 期㸧࣐࣮ࢸ研究生徒発表会報告 

資料ո SSH 交流会支援申請書㸦数学科講習会㸧 

資料չ 国際交流ࢪࣟࣉェクࢺ㸦Ｐ㸲㸧業計画 

資料պ～ր 各教科 業計画㸦数学 理科 技

芸科 国語科 社会科 保健体育科 英語科㸧 

資料ց 第 41 回教育研究会ࡈࡢ案内㸦第㸯次㸧  

資料ւ ᖹ成 「6 ᖺ度業計画書 

資料փ ᖹ成 「6 ᖺ度業経費総括表㸦「014.4 ᭶㸧 

㸦別冊子㸧 ᖹ成 「5 ᖺ度研究開発実施報告書 

「014 ᖺ度 第㸰回 SSH 運営指導委員会 

日時：「015.1.」1㸦土㸧 15：00〜17：00 

場所：本校大会議室 

運営指導委員出席者：ྜྷ田次郎ࠊ古川哲史ྜྷࠊ原

伸敏ࠊ真船文隆ࠊ坂井公 

校内委員等出席者：14ྡ 

＜次第＞ 

㸯．学校長あいࡘࡉ 

㸰．業報告 

㸦㸯㸧全般 研究部報告 

㸦㸰㸧校内ࢪࣟࣉェクࢺ報告 

 㸦５4㸧ࠖࢺェクࢪࣟࣉ国際交流ࠕ

㸦㸱㸧全般ࠊ校内ࢪࣟࣉェクࢺ業対すࡿ 

指導࣭助言 

㸦㸲㸧各教科報告㸦数学ࠊ理科ࠊ技術家庭࣭芸術 

科ࠊ国語科ࠊ社会科ࠊ保体科ࠊ英語科㸧 

㸦㸳㸧各教科業対すࡿ指導࣭助言 

→高 」課題研究ࡘい࡚ࡣ今後ࡢ課題࡛あࠋࡿ 

→高大連携ࡢ中࡛国際交流も取ࡾ組࡛ࢇいくࠋ 

→自主性ࢆ発揮࡛ࡀ࣒ࢸࢫࢩࡿࡁ大切ࡔろうࠋ 

＜配付資料＞ 

資料ձ 出席者ྡ簿 

資料ղ SSH 運営指導委員一覧 

資料ճ ᖹ成 「6 ᖺ度 SSH 研究開発実施計画書 

資料մ 第㸯回 SSH 運営指導委員会議録㸦案㸧 

資料յ ᖹ成 「6 ᖺ度 SSH  ࣮ࢲンࣞ࢝

資料ն ᖹ成 「6 ᖺ度生徒派遣企画一覧 

資料շ 第８回࣐࣮ࢸ研究生徒発表会ࡘい࡚ 

資料ո ᖹ成 「6 ᖺ度 SSH 生徒研究発表会࣭ 

ᖹ成「6ᖺ度東京都SSH指定校ྜྠ発表会ࡘい࡚ 

資料չ 東京医科歯科大学研究室訪問ࡘい࡚ 

資料պ 台中第一高⣭中学ࡢ交流ࡘい࡚ 

資料ջ 国際交流ࢪࣟࣉェクࢺ㸦Ｐ㸲㸧報告 

資料ռ～ւ 各教科 業報告㸦数学 理科 技

芸科 国語科 社会科 保健体育科 英語科㸧 

資料փᖹ成 「6 ᖺ度研究開発実施報告書ࢪ࣮࣌割ࡾ 

資料ք ᖹ成 「6 ᖺ度業経費総括表 

＜別⣬資料＞ 

࣭SSH 技芸科࣑ࢭࢬ࣮ࣜࢩナ࣮ࢹ࣓ࠕ虎ࡢ穴ࠖ

第  報告㸦案㸧ࢬ࣮ࣜࢩ1

࣭Academic and Cultural Exchange Program in 

Taichung 2014㸦発表ࣛࢺࢫࣈクࢺ集㸧 

࣭中間評価提出書類一式 

㸦文責：研究部 更科元子㸧
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■ᖹ成26ᖺ度教育課程表 

 

 高校ᾀ࠰ 高校ᾁ࠰ 高校ᾂ࠰ 

ᵏ 

国語総合ίᾃὸ 

現代文 ᵠίᾁὸ 現代文ίᾁὸ 
ᵐ 

ᵑ 

古典 ᵠίᾂὸ 
★古典ίᾁὸ 

ᵒ 

ᵓ 
地理 ᵟίᾁὸ 倫理ίᾁὸ 

ᵔ 
政治経済ίᾁὸ 

ᵕ 
世界史 ᵟίᾁὸ ★数学Ḫίᾁὸ 

ᵖ 
日本史ᾐίᾁὸ 

ᵗ 

数学ḩίᾂὸ 

★数学ḫί６ὸ 

★数学 ᵠίᾁὸ 
ᵏᵎ 

数学Ḫίᾂὸ ᵏᵏ 
★古典講読ίᾁὸ 

ᵏᵐ 
数学ᾐίᾁὸ 

ᵏᵑ 数学ᾑίᵏὸ 
★地学基礎ίᾁὸ 

ᵏᵒ 
生物基礎ίᾁὸ ◆物理基礎 or 地学基礎ίᾁὸ 

ᵏᵓ 
★ 

物理 

ίᾃὸ 

★ 

生物 

ίᾃὸ 

★ 

地学 

ίᾃὸ 

★ 

地理概論ίᾂὸ 

世界史概論ίᾂὸ 

日本史概論ίᾂὸ 

ᵏᵔ 
化学基礎ίᾁὸ ◆化学 or 生命科学ίᾁὸ 

ᵏᵕ 

ᵏᵖ 

体育ίᾂὸ 体育ίᾂὸ ᵏᵗ ★化学ίᾁὸ 

高ᾁ化学選択者ỉỚ ᵐᵎ 

ᵐᵏ 保健ίᾀὸ 保健ίᾀὸ 

体育ίᾂὸ ᵐᵐ 
◆芸術ḩίᾁὸ ◆芸術Ḫίᾁὸ 

ᵐᵑ 

ᵐᵒ 情報ỉ科学ίᾀὸ 情報ỉ科学ίᾀὸ 家庭基礎ίᾀὸ 

ᵐᵓ 

コἱュニἃーション英語ḩίᾂὸ 

家庭基礎ίᾀὸ 

★ἼーἙỵンἂίᾂὸ ᵐᵔ 

コἱュニἃーション英語Ḫίᾃὸ 
ᵐᵕ 

ᵐᵖ 
英語表現ḩίᾁὸ ★ἻỶἘỵンἂίᾁὸ 

ᵐᵗ 

ᵑᵎ 総合学習ίᾀὸ 総合学習ίᾀὸ 総合学習ίᾀὸ 

ᵑᵏ 特別活動：HRίᾀὸ 特別活動：HRίᾀὸ 特別活動：HRίᾀὸ 

ᵑᵐ 特別活動ίᾀὸ 特別活動ίᾀὸ 特別活動ίᾀὸ 

 

無印：必修   ◆：選択必修   ★：選択可能ễ範囲で自由選択 

高ᾀẆᾁί成 ᵐᵓ 度以降入学者ὸ：卒業Ệ必要ễ教科科目ỉ修得単位ỊẆᵕᵔ࠰ 単位以上ί総合学習を含ớὸ 

ί高ᾀ：ᵑᵎẆ高ᾁ：ᵑᵎẆ高ᾂ：ᵖ ＋ ᵖ 以上ὸ 

高ᾂί成 ᵐᵒ 度入学者ὸ：卒業Ệ必要ễ教科科目ỉ修得単位ỊẆᵕᵕ࠰ 単位以上ί総合学習を含ớὸ 

ί高ᾀ：ᵑᵎẆ高ᾁ：ᵑᵎẆ高ᾂ：ᵗ ＋ ᵖ 以上ὸ 

そỉ他ẆホーἲἽーἲおợび特別活動Ệ参加しẆ活動しễけれịễỤễいẇ 

 

- 54 -



 

 

■ᖹ成27ᖺ度教育課程表 

 

 高校ᾀ࠰ 高校ᾁ࠰ 高校ᾂ࠰ 

ᵏ 

国語総合ίᾃὸ 

現代文 ᵠίᾁὸ 現代文 ᵠίᾁὸ 
ᵐ 

ᵑ 

古典 ᵠίᾂὸ 
★古典 ᵠίᾁὸ 

ᵒ 

ᵓ 
地理 ᵟίᾁὸ 倫理ίᾁὸ 

ᵔ 
政治経済ίᾁὸ 

ᵕ 
世界史 ᵟίᾁὸ ★数学Ḫίᾁὸ 

ᵖ 
日本史ᾐίᾁὸ 

ᵗ 

数学ḩίᾂὸ 

★数学ḫί６ὸ 

★数学 ᵠίᾁὸ 
ᵏᵎ 

数学Ḫίᾂὸ ᵏᵏ 
★古典講読ίᾁὸ 

ᵏᵐ 
数学ᾐίᾁὸ 

ᵏᵑ 数学ᾑίᵏὸ 
★地学基礎ίᾁὸ 

ᵏᵒ 
生物基礎ίᾁὸ ◆物理基礎or地学基礎ίᾁὸ 

ᵏᵓ 
★ 

物理 

ίᾃὸ 

★ 

生物 

ίᾃὸ 

★ 

地学 

ίᾃὸ 

★ 

地理概論ίᾂὸ 

世界史概論ίᾂὸ 

日本史概論ίᾂὸ 

ᵏᵔ 
化学基礎ίᾁὸ ◆化学 or 生命科学ίᾁὸ 

ᵏᵕ 

ᵏᵖ 

体育ίᾂὸ 体育ίᾂὸ ᵏᵗ ★化学ίᾁὸ 

高ᾁ化学選択者ỉỚ ᵐᵎ 

ᵐᵏ 保健ίᾀὸ 保健ίᾀὸ 

体育ίᾂὸ ᵐᵐ 
◆芸術ḩίᾁὸ ◆芸術Ḫίᾁὸ 

ᵐᵑ 

ᵐᵒ 情報ỉ科学ίᾀὸ 情報ỉ科学ίᾀὸ 家庭基礎ίᾀὸ 

ᵐᵓ 
コἱュニἃーション 

英語ḩίᾂὸ 

家庭基礎ίᾀὸ 

★ἼーἙỵンἂίᾂὸ ᵐᵔ 

コἱュニἃーション 

英語Ḫίᾃὸ 

ᵐᵕ 

ᵐᵖ 
英語表現ḩίᾁὸ ★ἻỶἘỵンἂίᾁὸ 

ᵐᵗ 

ᵑᵎ 総合学習ίᾀὸ 総合学習ίᾀὸ 総合学習ίᾀὸ 

ᵑᵏ 特別活動：HRίᾀὸ 特別活動：HRίᾀὸ 特別活動：HRίᾀὸ 

ᵑᵐ 特別活動ίᾀὸ 特別活動ίᾀὸ 特別活動ίᾀὸ 

ᵑᵑ 
  

★理科課題研究 or 学校設定科目Ẑ課題研究ẑίᾀὸ 

 

無印：必修   ◆：選択必修   ★：選択可能ễ範囲で自由選択 

卒業Ệ必要ễ教科科目ỉ修得単位ỊẆᵕᵔ 単位以上ί総合学習を含ớὸ 

ί高ᾀ：ᵑᵎẆ高ᾁ：ᵑᵎẆ高ᾂ：ᵖ ＋ ᵖ 以上ὸ 

そỉ他ẆホーἲἽーἲおợび特別活動Ệ参加しẆ活動しễけれịễỤễいẇ 
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平成 24（2012）年度指定 

スーパーサイエンスハイスクール 

研究開発実施報告書・第三年次 
 

研究課題 

豊かな教養と探究心あふれるグローバル・サイエンティストを育成する 

中高大院連携プログラムの研究開発 

 

 

平成２７（２０１５）年３月発行 

 

発行：筑波大学附属駒場高等学校 

学校長 林 久喜 
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